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は　じ　め　に

　どこの国語でも，話しことばと書きことばとは，別な休系であるといわれ

ている。しかし，われわれの国語像ど，この二つがかけはなれた体i系として

発達しているものはないであろう。

　近代になって，言丈一致迩動が起り，口語丈がだんだん発達している。そ

の結果，口語の語いや語法が，要素としてかなりとり入れられているが，ま

だ，その根；本性格は、国，民の口言：葉を基磁釜として形成された口語：交になりき

っているとはいえない，今後，このような問題の解決のためにも，話しこと

ばの研究が，書きことばの研究と相たずさえて進められなければならないで

あろう。書き’ことばについては，調査研究も少ないとは言いがたいが，話し

ことばについての調査研究は，非常に乏しいようである。国立騒語研究所で

は，話しことばについての基礎的研究を一つの課題としている。この研究報

告8は，その調査研究の一部をまとめたものである。

　言立国語研究所は，創立以来，国語合理化の確実な基礎を築くために，国

語および圏民の言語生活に．関する，総合的科学酌な調査研究を行っている。

この報告は，これまでにすでに刊行された多くの研究報告と栢まって，われ

われが現在つき当っている言語生活上の聞題について答：えようとするもので

ある。

昭和30年2月8口

国立国語研究藤長西 尾 実
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1調　査　の　概　要

11調査の臼的

　話しことばの調査研究は，その資料としての話しことばが，瞬聞的に流れ

去り，捕捉することが困難であったため，個人の内省や，児童の言藷につい

ての観察の：：：二三が試みられただけで，成人を対象とした量的な調査は待望さ

れながら，従来ほとんど行われなかった。

　そこで，話しことばの調査研究の第1段階として，テ一日プ式録音器を用い

て，ti常の談話を採集し，機械速記（Soku－Taipu）によって丈字化した後，

音飾・語・丈節。丈を単位とする構造上の諸問題に着昌しつつ，颪接には，

　　　イン｝ネーシ召ン

　　　語・丈節・：女の長さ

　　　丈の構造

　　　語の種類。使用度数。用法

などの基本醜な問題をi探ることを，この調査の課題とした。

12調査の計画とその実施

　この調査のためには2年聞を予定し，第1年度（1952年）の前半は，採集

すべき調査資料の範囲の決定，録音資料採集のための現地作業，採集された

鍔i音資料の丈字化，分析のための言語単位の検討，丈字化された資料に言語

単位の記号その他所要の記号を記：超し，分析翔定本を作成する作業に，後半

以降は，各項鼠ごとの分析の作業に予定した。

121調査資料の範願

　この調査は，おおむね東京都内で行うことを予想し，また，そのために準騰

された録音テ・一一プの数は第1年度約80巻，第2年度約20巻であったため，それ

らを，第1年度には東京における臼常談話の言語の資料に集申させることと

し，第2年度の20巻は比較資料としてのニュース。＝＝・」一ス解説・座談会・
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落語。講談・講義。劇などにあでることとした。箆1年度の資料としでほ，

日常の談話が多く得られる揚合として，衣食住・社交等の生活機能と家庭・

近隣。職揚・市町村などの生活環境との切点から，具体的な談話の揚面を収

集して一覧表を作り，同時に，話し手・聞き手の性・年齢・教養・野手（の

人数，未知既知）・地域などにもなるべく片寄りのすくないことを自県として，

調査地点・調査：対i象。調査揚面の予定表を作成した。

122　資料の録音

　この予定表に従って1952年7月初旬から9月末日までの闇に，資料として

のテープ80巻の採集を終った。折あしく当時は電力事惜が悪く，また作業員

が大都会での採集に不慣れであって，混入する雑音についての知識と経験と

がとぼしかったため，電力低下。雑音混入により，多くの使用不能のテープ

を生じ，かろうじて分析に堪える明瞭度に録音されたものは60巻に過ぎなか

った。第2年度の比較資料17巻は予定通り瞑調に採集された。

123録音資料の丈字化

　録音テープを定本化する第一着手としての：交宇化のためには，当初から機

械速記（Soku－Taipu）によることを計画した。そして機械速記によって1・　M

マ弓丈によるタイプ原稿正副2通を作成し，さらに録音テevプとタイプ原稿

とを照合して，誤脱を正し，所要の記入を終了したのは1月中旬であった。

　また，第2年度の比較資料は，二様の手続きにより1953年10月以降12月中

旬までに，上記の作業を終了した。

124分析用定本の作成

　上述の経過により，：分野のために予定された巳時が僅少となり，録音：f“　・一

プのすべてを分析することが危ぶまれたので，第1年度録音テ・・プ60巻を，

明瞭度を異にし，その他の諸条件のほぼ同質を予想されるA・B両資料群に

分ち，A資料群および第2年度採集の比較資料によって分祈を行うこととし

た。A資料群および比較資料を具体的に示せば次の通りである。
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（注）1．性の朋・女女・男女・女男，年齢の熱二若・壮重．若壮・壮若は・そ

　　　．れそれ話し乎と鵬き手との性甥。年齢を示す。

　　　2．年齢の若は39歳まで，壮は40歳以上を示す・

　　　3．教養の義は義務教育終了者を，専はそれ以上の学歴を示す。

なお，比較資料としては
　Ree1　No．121，122，154，190，183ラジオ鰹談，　Reel　No．　117講義・Ree1　No・118

　講談，Reel　No．119落：語，　Reel　No・120劇，　Reel　No・123おとぎばなし・

　Reel　No．113，　114，115，116ニュース解説，　Reel　No．110，111，112＝：ユーース

　などがある。
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125分析のための言語単位

　雑誌「言語生活」の「録音器」欄を資料とし，それらの資料を，従来の各

種の言語単位を用いて分析し，その得失を検討した結果，この調査のために

は，おおむね文部省中等文法によりつつ，若干の修正を施すに止めた。たと

えば，申等丈法では1語と認めている「勉強する」　「調査する」などのサ行

変格活用の動詞は，「愛するjr禁ずる3などの外は2語として取扱い，名

詞に助動詞「だ」がついた2語であるか，1語の形容動詞であるかの判別の

困難なものについては，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形容動詞は

1．絡助詞「が，を，（へ，と，より，から）」がっかない

2．接尾辞「～さ」が　　　　　　　　　　　　　　　　つく

3．体言に連なる形が　　　　　　　　　　　　　「　な」
49「 A体修飾語に，よって修飾　　　　　　　　　　　されない

5・連用修飾譜によって修飾　　　　　　　　　　される

　　ただし，

　　　　すっかり，極めて，

　　　　ちょっと，はるか｝こ，もっとも，やや，

　　　　しばしば，いくぶん，い誉さか，一1層，かなり

　　次の副詞は除外して考慮する。

名詞十だは

っく

つかない

「一の」

される

されない

5の連用修飾語には下記のような副詞を識刎の参考とする。

　　　　　　ごく，すこぶる，すこし，ずっと，たいへん，

　　　　　　　　　　　　　　もっと，そっと，もう，

　　　　おおむね，おのおの，すくなくともすべて，やはり，本当に，

　　　　まるで，全く，陳述の副詞，比況の副詞

のような識別の基準を設け，その3項をみたすものをそれぞれ，形容動詞ま

たは名詞十助動詞として取扱い，また談話に多くあらわれる倒麗丈。補充法

については，正常の文に置きかえて不自然でないものを1丈，それ以外のも

のは2丈またはそれ以上と認めて処理した。それらの具体切な処置は関係項

目を参照されたい。このようにして資料に記入された言語単位の一例を示せ

ば次の通りである。
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i26結果の処理と報告書の作成

　以上の作業には室員のすべてが当ったが，その後の調査分析は次のような

分撮によった。

　　イントネーション　　　　　　　宇野義方

　　語・丈節・丈の長さ　　　　　　中村通夫　進藤咲子

　　丈の構造　　　　　　　　　　　飯豊毅一

　　語の種類・使用度数・用法　　　大石初太郎

　なお，この報告書では，調査の結果のうちから，おもなものを選んで述べ

るここととしたが，その執筆に当ったものは，調査の概要と語・高節・丈の

長さの項は申村通夫，イントネ・・一ションは宇野義方，丈の構造ほ飯豊毅一，

語の種類・使用度数・用法の項は大石初太郎である。

　なお，2年間の作業を通して，臨時筆生，樋口きよ子（2年），芳賀俊子（1

年），染谷佳子（1年）が所員を助けた。
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13　結果のあらまし

131イントネーシ3ン

　イントネーションの調査では，鼠常の会話に現われるイントネP一ションの

うち，丈中の切れ目に注意しつつ，特に丈の終りに：重点をおいて，その大体

を概観し，さらに聞題となる二三の点について調査を進め，考察を肥えるこ

ととした。

　21では，リール10巻について，発雷量の比較酌多い話し手，延べ44人のイ

ントネーションを三曲に三門し，その百分比を調べた。その結果，インbネ

ーションは，丈中の切れ蔭では32種類，丈の終りでは42種類に分けられた。

　全体として見れば，極端に低く発音されるものはかなり少なく，極端に高

く発音されるものは大体1割から1難5分を占め，残りはその中間の高さに

発音されるものであった。

　22では，まず，交中の切れ目と丈の終りとを比べてみた。多量に現われた

イントネtr一ションについて比べると，大体において非常によく一致している

ので，量的に多く調べる揚合には丈中の切れ目を省略して丈の終りだけを扱

っても大差は無さそうであるという見当がついた。

　次に，いわゆるイントネ“・・一ションの型とも書うべきものを調べるために，

発音の上下の方向に注目して，少数の型にまとめてみた。その結果，丈の終

りの平らになるものが5割弱を占めて圧倒的に多く，少し上るものと少し下

るものとが2割前後でこれにつぎ，多く上るものが1割強となっている。

　次に，性・年齢・教養がイントネーーションに影響するのではないかとの予

想で調べた。その結果，全体としてみれば，予想したほどの大きな影響は繊

て来なかった。つまり，それらの条件は，イン｝ネ…ションにあまり決定的

な影響を与えないのではないかと考えられる。ただし，細かく見れば，多少

の影響らしいものがあることは，言うまで．もない。

　次に，同一入のイントネーシStンが，揚面の相違によって，どのように変



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

るかを調べたbここでは，わずかva　3入について調べるに止ったが，趨手が

変ることにより，かなり注目すべき差が現われてくることが認められた。

　次に，田常の談話と，ラジオのニュ・・一　7・。ニュース解説とを比べてみた。

ラジオの方は合計5巻で量的には少ないのだが，インFネーションの種類が

4つしか出て来ないことと，極端に．高い発音や極端に低いi発音が全然現われ

ていないことが，特に猛立った。これによって，それぞれの話し方の特徴が，

かなり明らかとなった。

　25では，まず丈末の文節のインFネーーションを調べた。扱ったりーールは，

1ヨ常の談i話では，：先にあげた10巻のうちの5巻，ラジオの：方は：先にあげた5

巻である。しかし，紙面の都合で，それぞれの種類から，各1巻をとって示

したQ

　三二文節が同じ語から成り，しかも同じイントネt一一ションをもつ揚合は，

iヨ常の会話では，若干のいわゆる感動嗣を除けば，極めて少ないのに対して，

ラジオの方では，かなり多いことが目立っている。しかし，丈末：丈節が型：語

から回るものについては，終りの2，3語が同じになっているものが，四二の

会話にも，ラジオの方にも，ともに多いことも注目される。

　次に，二二の助詞のイン〉ネーシ。rンを調べたが，ここでは，日常の談話

の5巻分を扱った。その結果，最も多く現われたのはネで，次いで，ヨ，カ，

ネ・一・・，ノの順となった。音の高さを無視して，同じ丈末助詞をまとめてみれ

ば，ネ，ヨ，ノ，カ，ネe一の順となる。

　なお，ヨの現われ方については，男と女とで，やや相違が認められたが，

他の助詞では，あまり大きな差は出なかった。

132　交・丈節・語の擾さ

　日常談話における藷・丈節。丈の長さを18巻の資料について調査し，同時

に比較資料17巻によってそれとの異同を調査した結果は，およそ次の通りで

あった。
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　まず，交の長さについては，丈節を尺度とした場合，その平均交節数は，

3．81丈節，像ぼ4丈恥辱を示し，1丈節丈は金町の約3分の1，1，2丈節丈

の舎計は全体の約半数を占める。これに対して，比較資料のうち＝ユース・

＝＝L・・一ス解説はそれぞれその平均丈呼数16．48：交節，21．02文節であって，談

話語の4倍または6倍の長さを示しており，1丈節交はそれぞれ，1．98％，

2．　04％を示すにすぎない。その他の比較資料は談話語と＝＝・・一ス解説との中

心に位し，談話語の長さにより近い。

　語を尺度として文の長さを計った場合，その平均語数は7．66語であり，1

語丈は全休の5分の1強を示し，10語以内の丈は日常談話語の4分目3を占

める。これに対して，比較資料のうちニューース・＝ユーース解説はそれぞれ平

均語数28．81語，39。40語：を示し，き・わめて長い。また度数の最も高いもの

は日常談話では1語丈であるのに対して，ここではそれぞれ20語丈，7語丈

を示し，1語丈は全体の1．　32％，1．53％を示すにすぎない。

　音節を尺度として丈の長さを計ると，その平均音虚数は16．15音飾であり，

度数の最も高いものは2音節丈であり，また10音節以内の丈は全体の約半数

を占めている。これに対して，比較資料としての：＝一ス。＝＝　＝一一ス解説の平：

均音飾数はそれぞれ，80．31音節，97．80音節であり，4音節以内の丈は認め

られず，10音節以内の文はそれぞれ全体の1．　98％，5．54％を示すにすぎない。

　次に，丈節の長さについては，語を尺度とした場合，その平均語数はほぼ

2語であり，1語丈比から最長6語丈節までの幅を持っている。その中でも

1語丈節すなわち自立語1の丈節が最：も多く，自立語1，附属語1の：尻馬が

これに次いでいる。これを比較資料のうちニュース・二L一ス解説と比べて

みると，ここでは平均語数それぞれ1．75語，1．70語とやや下回わり，6語丈

　は認められず，また2語丈節が最も高い使用度数を示している。

　音節を尺度として，丈節の長さを計った隣合，その平均音節数は4．24音節

すなわち，4音節強を示すQ3音節の文節が最も多く，次いで4音節，2音
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節と「つりがね型」の度数分布を示している。これに対して，比較資料のう

ちニュース・ニュース解説はそれぞれ平均音節数4。66音節，4．88音節でやや

上回わり，最も度数の高い丈飾は談話語の3音節に対して，4音節を示す。

　語の長さについてls　rこれを音節を尺度として計った揚油，その平均音節

数は2．11音飾，すなわち2音節強を示すのに対して，比較資料のうち，ニュ

ース・＝ユース解説のそれはやや長く，それぞれ2．48音節，2．79音節を示し

ている。

　なお，資料としての各巻の申には，それぞれ，採集地区，生活環境，性，

年齢，教養，相手の入数，相手の既知・未知，談話の基礎話調，談話の厨的

・三部，を異にするものが含まれていた。それらの差異を含む巻を相：互に比較

してみると，およそ次のような傾向がうかがわれた。ただし，その差異は談

話語の持つ幅の中での小異であって，いずれの場合にも＝ユース・＝ユース

解説などの持つ幅と合致することはない。（ここでは長短の目印を丈節を尺

度とした文の長さに限って述べる。）

　　1．下町地区で採集された：ものは，出の手地区で採集されたものよりも

　　　丈が短く現われる傾向がある。

　　2．　公共施設で採集されたものは比較的丈が短く，家庭内で採集された

　　　ものは比較的丈が長い。

　　3．女性相五の会話のみの巻は，その他の資料と比べて，文がやや短い。

　　4．　若年層は丈が短く，壮年層は丈が長い傾向がある。

　　5　「だ調」を塞礎話調とする談話は，その他の揚卸と比べて，丈が短

　　　い熱海が夢られる。

　　6．事務酌な態度で知的反応をR的とする談話は，その他の揚舎より丈

　　　が短い傾向が見られる。

153　丈の構造

　談話語の丈の構造を丈の成分に璽点を向いて，成分の配食せ・成分の比率2
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成分の構造という観点から調査した。（資料としてテープ10巻を採用した。）

　文中の各成分が述語と第瓢湖の関係にあるかということは文の複雑さを計

る…つの方法となりうるであろうが，こめ観点から談話語の丈を調査すると，

大音郵分の丈は一次の丈であって，工面，三次，四次の丈は次第に少なくなっ

ている。これは，＝・　」一スの丈などで三次，四次の丈が多いのと比べて，大

きな違いである。（比較資料としてニュ・一ス3巻を採用した）

　成分の組合せという観点から談話語の丈4693を調査すると，第一次の成分

のうち主語・述語。連∫哲修飾語（述・用の修飾語一上に対して述藷，下に

対して連用修飾語となっているもの一とそれ以外のものとに分ける）の配

列の順序の型は253種である。このうち倒置の型は106種：，一回目か現われ

ない型は126種目ある。注意しなければならないのは少数の型が頻用されて

いることで，10種の型でもって丈の総数の77％を占めている。

　主語のある丈は総数の26％であるが，これは＝ユースなどでは63％を占め

ているのと著しく対癩的である。

　倒置の丈（主として述語との関係）は総数の7％である。（＝ユースには

旧く現われない。）

　成分が5以上あるものは総数の5％弱である。（＝ユースでは30％）

　次に，第一次の成分のうち，主語。述語・連用修飾語（述。用の成分とそ

れ以外とに分ける）・独立語について，連体修飾語によって修飾されているか

どうかを考慮しつつ，それらの配列の順序の型を調査すると，型の数は768

である。独立語を含む丈は談話語に多いのであるが，これは各巻によって違

いがある。たとえばR．61（学生座談）では99（総；数の24％）であるが，R．2

（女子学生）では267（47％）である。

　次に，第二次の成分のうち，主語・連，用修飾語（述。用の成分とそれ以外

とに分ける）を中心として配列の順序の型を調査すると，型の種類は67種

（延べ数は2022）である，この揚合にも舞踊の型が頻用されていて，14種の
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型でもって全体の94％を占めてbる。主語のあるものは19％である。

　次に，各成分の比率を談話語。＝・　s一ス・新聞についてみると，
♂
，体
乳

　
む

述
6
・
　
2

一
餌、

ぼ
藷話談

用
35．　7
｝・9翌

一… P、訓謝，蜜11
用
43．　5 協

新　　閥 、劃、姿2｝ 体
31．　5
｛ 用

38．　7 圏

のようになっている。　（i新聞は「新聞用藷研究」第25暑による。以下圃じ。）

　つまり，談話語では連体修飾語の割合が少なく，独立語の割合が多いこと

が注意される。

　次に，各成分の構造についてみると，主譜においては，格助詞がつかない

で体雷だけで主語となっているものが29％ある。これはニュ”一スでは高く現

われないし，新聞では10％となっている。また～ハ助詞によるものは24％

であり，ニュース・新聞がそれぞれ71％，47％であるのと比べて大きな差異

を添している。

　述語においては，丈末助詞を有するものは73％で，そのうち～ネ‘25％）

～ヨ（15％），～ノ（7％），～カ（6％）などが目だっている。

　連体修飾語では，・沐言または体言に絡助詞がついているものなどは55％で

あり（＝ユ隅一h　n61％，薪聞75％），形容語によるものは21％（＝ユース12％，

新聞3％）である。噺聞は調査方法が不詳なので厳密な比較にはならなV・。）

　速用修飾語では体言または体言に格助詞がついているもの30％（＝＝・一　x

35％），副詞など形容語によるもの29％（＝　＝LFス4％），主として接続助詞

などによる述・用の成分24％（＝ユ・一ス28％）となつ》（レ・る。形容語による

ものがかなりあることが注意される。述・用の成分は文の構造上注意した

い。その二合はあまり変りないが，その内部構造は談話語と＝・ユー）Kとで異

っているのはもちろんだが，各巻によってもかなり異岡がみられた。

　独立語では～接続・対等・感動。闇投。応答などのそれぞれが各巻にょっ
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てそれぞれ使用度数が異なっている。たとえば，問投の成分はR．　2（女子学

生），R．98（友の会）などに多く（丈の数の12％），　R．　64（三鷹女工），　R．3（1

夫妻）に少ない（4％，5％）。なお，間投助詞はどの成分にも同様について

いるのではなくて，主語ではそのうちの8％，連体修飾語では3％，連用修

飾語では12％についている。憲た同じ連用修飾語でも格助調・接続助詞。副

詞などにより，つく割合が異なっているし，また接続の成分などについても

その類別により異なっていることが注意された。もちろん各巻によっても異

岡がある。　（：ユ・・一スには間投助詞のついているものは現われない。）

134語の種類・使用慶数・用法

　語に関する調査では，最初に，20巻の録音テープの内容延べ83620語につ

いて，晶詞の使用率を調べた。この種の調査は，従来，新聞の丈章や小説の

丈章：については行われたものがあったが，話しことばについては砥とんどな

かった。そこで，この調査の結果を従来の調査と比較してみることによって，

口常談話の性格を明らかにするための一つの手がかりを得ようとしたのであ

る。

　調査の結果は，次のように出た。

　体欝　　　動詞　　　形容詞　　形容動詞　　副詞　　連体詞　　接続詞

　20．　5％　12．　2％　2．　7％　L2％　6．　1％　O．　8％　1．　9％

　　感動調　　助詞　　助動詞　　融合形　　計　　コソアド語計

　　4．　7％　34．　7％　12．　9％　2．　3％　100．　0％　4．　6％

　さらに，比較のためにラジオの＝ユース・ニュース解説のことばについて

も，同様の調；査を試みた。

　上の結果を，従来の新聞丈章の調査の結果やニュ・一一ス・＝＝・」一ス鯉説のこ

とばの調査の結巣と対比してみて，口常談話では，（1）名詞が少ない，

（2）名詞と動詞との比較において，動詞が多い，（3）動詞と形容詞との

比較において，形容詞が多い，（4）副詞が多b，（5）感動詞が多い，

（6）融合形が多い～（7）コソアド語が多い，等の事実が明らかにされたg



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ3

　次に，与えられた時間内において，いくつかの問題的な三三について調べ

てみようという計画のもとに，融合形・副詞。接続詞・形容詞について，そ

れぞれ若干の調査を行ったQ

　融合形については，延べ語数（かりに「語」と数える。）1904，異語数

117を得て分類したが，「てる（て一いる）」　「でる（で一一いる）」　「とく

（て一おく）」「ちゃう（て一しまう）」等の，「て・で」十補助用言に対応

するものが延べ1077語で，圧倒的に多く，「こんだあ（今度一一は）」「かちゃあ

（勝ち一は）」「じゃあ（で一は）」等の，諸種の二十「は」に対応するものが

延べ627藷，「すりゃあ（すれ一ば）」rなけりゃあ（なけれ一ば）」等の，諸

種の語十「ぱ」に対応するものが殖べ100語で，以上の類によって融合形の

大都分がしめられていた。

　副詞については，延べ語数5003，異語数318が得られたが，318語申，擬声

語。擬態語が115語数えられた。これは36％に当る。なお，使用度数の高い

20語を取って，新聞（国立国語研究所資料集2「語彙調査一現代漸開用語の

一例一」によるσ）および婦人雑誌（国立国語研究所報告4「現代語の語彙調

査　婦人雑誌の用語」による。）の副詞と対比してみて，両者の間に語の種

類と使用度数順位にかなりの相違のあることが見られた。

　接続詞については，延べ語i数1558，異語数85を得て，副調と同様の方法で

書ぎことばとの比較を行い，やはり固様の結果を得た。なお，用法の調査を

行なった。丈中に用いられる場合，丈頭に用いられる揚合，話頭に用いられ

る場合，と分けて見た結果は，次のとおりである。

　　丈申　　15％　　　　　　丈頭　　53％　　　　　　話頭　　32％

　次に，A一一薗の語。句・丈と後の語。句。文とをつなぐ，　B一前後を

つなぐ関係は明確でないが，…つの三昧を受けて次を導き出す，C一遊び

ことば的，D一不明，と分けて見た結果は，次のとおりであるg

　　A　75％　B　15％　C　10％　P．　2％



14

　形容詞は延べ藷数2276，異語数170で，これを活用形によって分け，さら

にそれを接続関係によって分けた。その結果，「～かろ」が0，「～けれ」

が0．6％でぎわめて少なく，「～く」の申止や「～い」の終止も少ないこと

が注目された。

　形容動詞は延べ語数922，異語数178で，形容詞・形容動詞を比べてみる時，

形容詞は語の種類が少なくて使用度数が高く，形容動詞はこれに反するとい

う実・1〒等力x明らカ5？z二されたQ　形容動詞178語中に二は，　字音語ヵコ108言吾　（61％に．当

る。），F～的」の形の語が32認（うち，宇音語31語）数えられた。活用形で

は，「～なら」が0，「～だろ」が0．3％，「～だ」の終止が0．7％でいずれ

も少ないこと，語幹だけの用法が20．4％をしめていることなどが注霞され

た。
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211　【ましがき

2　イントネーシ。ンの調査

21
　み　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　ポ

句末・文末のイントネーションの概観

　われわれは，日常の談話にどのようなイントネーションを用いているであ

ろうか。たとえば，大学に在学中の若い女性がその友入に話していることば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　ホ　
のうち，1つの丈をとって，音の高低を模式的に表わすと次のようになる。

　　　（・運㍗頚鳶＿が・（行。た・と莇・か）

　また：，専門学校を卒業した20代の主婦が，商店の御用聞きと話しているこ

とばのうち，1つの丈をとって，周様に表わすと，次のようになる。

　　　　　　　　　へ　　（2）フ・・一…ン。　（驚きと，感嘆の気持をこめた，あいつち）

　この報告では，音の高さを表わすのに，（1）の「ル」を1，（1）の「ラ」

を2，（1）の「イ」を3，　（2）の「フ」を4とする。

　ところで，イントネーションを記述するには，丈全体の高低が問題になる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷぷホ
が，ここでは丈江都に注目し，あわせて句末部をみることにした。

2i2句末のイントネーシHン

　録音テープのうちから，録音状態の良いものを選び，さらに地区・揚所。

　　　　　　　　　　　オニ　　ぷ
性・年齢・教養・相手について，偏りの少いようにつとめた。話し手の内訳

は表2のとおりである。このようにして，リーール10巻を決定し，イントネー

ションを調査した。その結果は〔表1）のとおりである。

卦　ここむ句とbっデζのは，息の段落の意味である0イントネーシ習ンの項では，以下岡じO

＊＊　文は，交法z’U一う揚合の意味に使う。イントネe・ションの項呑は，以下同じ。

＊＊＊　イン｝ネーションを「コトバの中に現わ礼るラング以外の要素，特に陳述のちがい奄表わす音の轟低

　　に関する要索」の意味に・使う。文献（2）49ぺ参照。

＊＊＊＊　インFネーションは，純粋に音の高さとしてみ札ば、決して4っの線分看表わせるものではないが

　　4段階を設け，それで表わすことも1っの方法として重められ．るであろう。文献（1）参照。音の高低

　　は担当者が録音を葺でくり返し隔いてtJ’ll即した。

＊＊＊＊＊　日常の談諾やラジオの＝＝ユース・ニュース解説などでは、文末部が特に重翌管あり，句宋部がそ

　　礼に次ぐと考えらnる。文献（2）49、50ぺ参照。ここでは、大体鍛後の2音節をとるに辻めfCo

＊＊＊＊＊＊　「留立国誕硯究所年報一4一」8ぺ参照o
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〔表i〕 句末のイントネーシ

り一ル番暑
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　この表によって，旬末のイントネ・・一一ションを概観すれぽ，33，32の高さが

最も多く，323，22の高さが，それに次ぎ，以下に23，223，31，21が目立つ。

つまり，3と2との簡にあるものが約8割5分を占め，圧倒的に多いが，終

りの1になるものが約1割を占めることも，注意しておきたい。

　　　　　　　　　　〔表2〕　器し亭の分布

少壮専
男懸義
男若専
男若義

女壮専
女壮義
女若専
女普義
（注）

　ここでは，

2

1，　2，　3，　5，　7

3　i　59

2

工

1，　2，　6

5

61 67

5

1，　2，　3，　4

6

　
2
3
1

5
4

79

3

2

4，　6

1，S

86

2
3

1

93　1　97

1，2

3，　4

3
1
2

100

5

1，3，8

2，6

　　ここに現わ托たところでは，かなり偏りがあるが，そ札は発語澱の少ないものを欝略し丸丸めである。

　　　　　　イントネーションが32の種類に分けられている。しかし，観察

を重ねれば，他の高さも現われるかも知れない。

213丈末のイントネーション

　句末のイントネー・ション調査（212）に使用したりリール10巻について，

同様の方式で丈末のイントネーシコンを調査した。その結果は〔表3〕のと

おりである。’

　この表によって，文末のイントネーションを概観すれば，33の高さが最も

多く，32，31，23，22の高さがそれに次ぎ，以下に323，21，223，31，がN立

つ。ここでは，3と2との間にあるものが約7割8分を占め，圧倒的に多い

が，終りの1になるものが約1割5分を噛めることも，注意しておきたい。

　ここでは，イントネーションが42の種類に分けられている。しかし，観察

を重ねれば，他の高さも現われるかも知れない。

　ところで，上に述べた3と2との間にあるものが圧倒的に多いことについ
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て，衷に考察を進めると，これらのものは，ここに掲げた麺べ44人＊のほと

んど全部か，あるいは大多数の人によって用いられている。ここで扱ったり

ールが，わずかに10巻であることを考えると，調査に当って，なるべく偏り

の少いように努めたとはいいながらも，これをもってN常談話の平均的な見

本とみなしてよいかどうかに疑問がないではない。しかし，それを心得た上

で考えても，どうも2と3との聞にある高さは，日常談話において，かなり

多く使われる傾向があるらしいと認められる。これは句末でも同様である。

　また，終りが1の高さになるものの率にも注意したが，これは話し手の年

齢や，話す態度，話の内容などにより，かなり稠違するのではないかと思わ

れる。

214句末・薄墨のイントネーションの話し手別百分率

　話し手の1入1人が，それぞれのイントネ・・シ”ンを，どのような割に用

いているかを知るために，話し手別にその百分率を計算した。その結果は，

〔表4〕のとおりである。

　ここでは，句末・丈短を含せて50図以上になる人だけを選んで表を作成し

た。50回未満の入を省略しても，大体の傾向を知るためにはさしつかえない

ことだと考える。

　なお，百分率の最後のケタの数は4捨5入によって得たものである。イン

トネーションの項では以下同じ。

　〔表4〕によって見ても，前項（213）の終りで考察したことが確かめられ

る。とくに，33の高さでは1割5分と5割5分との聞にすべてが入り，32の

高さでは7分5厘と3割5分との聞にすべてが入る。

＊　調旧しノdO巻のり一ルでは，発馬者が麺44人よりも多い。しかし諾し手の発音が不明確であっブこり，録音伏

態が部分的に不J｛　e’あっkりして調べら起ないものを省酪しftなどの理由で，ここには44入iこついて表を作成

しfCo
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〔表4〕 句末・丈末のイントネ門
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ションの話し手別百分率
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215旬末・丈末のイントネーションの合計と，その百分率　　　　　・

　　　〔表1，表3〕をまとめ計算すると，〔表53とすることができる。

〔表5〕 旬末・交末のイントネーシHンの合計と，その百分率
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22　イントfi・　一・ションの2，3の問題

221　句末と交末との比較

　イン｝ネ・・ションの種類が，句末では32，御末では42あり，露髄の方が，

10種類多い。このうち，丈末になく，句末にあったのは213ただ1つであり

句末になく，丈末にあったのは，11，112，12，21，23，233，334，34，42，423，

432の1ヱである。＊

　次に，旬末の合計と丈末の合計とについて，多く風るものの順位を比べる

と，

旬末　33（21．9％），32（21．6），323（14．7），22（12．3），23（8．9），223（5。9），31（5．3），21（3，8）

丈末33（35。5％），32（16，3），31（12．7），23（10，・O），22（9．1），32，（4．3），21（3．1），・22，，（1．’5）

のようになる。1，2位は百分率こそ違え，順位は金く同じである。32，と31以

下はやや順位が異なるが，全休としてみると順位8までに含まれるイン5ネ

ーションが句末と：指呼とで全く一致することは，注目に値する。ただし，こ

の一致が偶然のものであるかどうかについては，何とも雷えない。

　なお，この比較に忘れられないのは，イン1・ネーションの合計が，句末は

　　　　　　　　　
2133，丈末は4206で，染革が句末の約2倍に当ることである。これは，耳で

聞き’とれないものを省略したことを考慮に入れても，丈の長さとも密接な関

係がある。つまり，1患で言える短かい丈が日常の会話にかなり多いことの

1つの現われだと憂えるのではないか。

　さて，イントネーションの表記で小字を用いた部分については問題がある

ので，小宇を含めて終りの2つをとったものと，かりに小字の都分を切捨て

て終りの2つをとったものとをまとめると，伺末と丈末とは〔表6〕のよう

になる。

寧　ξ衷δ）診照っ
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　〔表6）について，小：丈字を含むものと，切捨てたものとについて，多く

Nるものの順位を比較する。まず，句末についてみると，次のようになる。

　　餌痕｛立1　23456　　含む　23（29．4％），32（22．9），33（21．　8），22（12．3），31（5．7），21（4．1）

　　切捨　　32（36．5％），　33（22．3），　22（18．3），　23（10．0），　31（6．3），　21（4．8）

　また，丈末についてみると，次のようになる。

　　順位　1　　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5　　　6
　　含む　33（35．5％），32（16．9），23（15．　8），31（13．2），22（9．3），21（3．6）

　　切捨　　33（35。9％），　32（22．1），　31（14．3），　23（10．9），　22（10．7），　21（3．6）

〔表6〕　句末と丈末と
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　したがって，このようにしても，順位の1から6まで．をとると，そこに含

まれるイントネーーシ。ンの種類はそれぞれ全く一致する。ここで注意すべき

ことは，旬末の揚合に，23の順位がかなり異なるが，丈末の場合には，全体

として順位が大部分一一一一i致する点である。

　この順位を，句末と期末とについて比べても，大体において，一・ttしてい

ると考えられるであろう。したがって，221の最：初に示した句末と丈末との

比較とも大体において一致するのである。

の比較一（旬末）一

31 32 33 34 4 42 43 44 計合

31i

　ヌ（G．047）

　12（O．563）

3i，g

’鋤 @　　　　　　　　　　　1
　　　32i　4〈o．lss）　i

　　　　　］（e．047）　1，　　　3i13（蜘　　　　　　42㌔雌。）　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

3i］i‘（53‘5’

Rz，，，，，．，，，，

堰C1，ii：，IX／li，，　‘32e（o・oeo）　l

　　　　　　　　e（o．ooo）　o（e．oDo）．　h　i
　　　　　　　　　　　　　　㌦OGO・42・（醐、3　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l（D．047）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（O．047S

　6（e．281＞

　5（e．235）

35Cl．642）

15（GIO4＞

ie（e．469）

圏（4．】73）

263（］2．33g）

6”z8｛29．442）

　1（O．047）

122（5．72e）

塩器（22◎926）

467（21．894）

　e（o．ego）

　］（O．047）

　］（e．047）

　］（e．e47）

］36（6．377）　779（36．522）　477（22363）　e（O．eDe）　O（e．OCO）　1（O．e47＞　1（O．047）， ・側吻3



28

〔表7〕 旬末と：交末と
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♂
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］〈e．024＞　le〈e．238）

1，　］］2
4〈Q．09S｝
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　　　　　　　　　21　ell
　　　　　　　　　　et（o．gljs）　］3e（3．ogl）

3n
～
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rz2i
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22

382（9．082）

ez2g　23
　6］（L蔭5D）姻（10，010）牽

　　　　　　　3
　　　　　　　et（o．B4g）

　　　rz31
　　　　］7（O．404）

　　　r132
　　　　21（e．499）

　　　r23．g
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合國 v瞬3＞16（0．380）ll（51・6・）・（0．11・）・8（0玩ザ52（3．・・弓澗爾妬6撒）・幽

　　　1

　このようなことがわかったので，調査にあてる時日と労力とを考慮して，

224以下に級つた閥題に関しては，句末は省略して丈末だけをとり上げるこ

とにした。

222音の上下の方向

　田常の談話で，われわれの用いるイントネーションでは，句末・丈末の部

分が：重要な意味をもっている。いままで述べて来たことを，もっと要約して

みれば，イン｝　1・　・一ションが最後に上るか，下るか，平らであるかというこ

とが問題だとも言えるのであるQこのような見方は，かなりおおまかなもの
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の比較一（交末）一

31　32 33 34 4 42 43 44 合　　計
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諏3諏（IL2e7）・5・1（・・19i［）隠2・（0．4・・）1（0鋤・（礪）・（0．B4・～圃巾2（0働14206

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
ではあるが，インFfi・　・一シwンにおける：重要な点であることは聞違いない。

　ここでは，最後の2音節をとって，それがどのようなカーブを描くかを考

え，それについて実i数含計とその比率とを調べた。まとめ方としては，この

億かUのような形で232，231，をまとめ，r↓のような形で32，，42，，21s，31，

などをまとめるというような方式があることは言うまでもない。

　なお，1音節で1文をなすものは，音の方向を考えることができないので

別にまとめた。その結，果は〔表8〕のとおりである。

　この表によると，句末では（2），（3），（4），（6）の順で，文末では（2），

　21（O．499）

　18（B．428）

　ge（z140）

　26（e．6i8）

　35（O．832）

］53（3．63g）

394（9．367）
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（4），（3），（6）の順となる。順位は近いが，百分率の違うことは注目すべき

だろう。合計は，：文末と同じ順だが（4）と（3）とがほぼ同じであるから，

その順位が…淀していると考えることは危険である。話し手の性，年齢，話

す態度，話の内容などが変れば，それに応じて，ある程度異なった結果が出

るかも知れないのである。

　　　　　　　　　　〔表8〕　音の上下の方向

幕蓮嬰．巳▽藍∴．ジ．1∵＝一跡「葬　案i…唇㎝薫…
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32・；33・23・；44　1　　　i
il：菱躍il：鷺に離；：1：1：｛1：：ll：：：1：

瓢鷹1・・3i・5（e．…）126（e．・・8）

31・23・33・；42・4・1123（5・767）1565（13・432）
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2645　（41．725）

1442　（22．748）

i448　（22．843）

　41　（　O．　647）

688　（10．854）

223性・年齢・教養とイント‡一ションとの関係

　一般に，女性は男性に比べて高い調子で話すとか，若い者は老人に比べて

高い調子で話すことが多いと考えられているようだし，また，実際にそうか

も知れない。また，教養の違いもイントネーシ，，ンに影響するところがある

のではないかと，一］応は予想される。

　それで，丈末におけるイントネ・・一ションを規定する諸条件のうちから，話

し手を，いわば曽爾納に纈！約する条件をとり上げて，考察を試みた。それら

の条件のうち，ここでは，性。葎齢・教養の3つを問題とした。その結果は

〔表9〕のとおりである。

　〔表93についていえば，このように分けてみても，イン｝ネーションの多く

現われるところは前に述べてきたところと，もちろん変りがない。さらに，

全体としてみれば，性の相違も，年齢の相違も，また教養の相違も，予想し

た砥ど，はっきりとは出ていない。これは，意外なことであったが，ζの結
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（表9〕 性・年齢・教養別のイントネーションの合計と，その薗分率
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果から，そのような条件で分げれぽ大体岡じような居合でイント　h．　一一シnシ

が用いられるということが，かなりはっきりとしたのである。

　もっとも，こまかく見れば，31のところが女に多く男に少ないし，22のと

ころが専に多く義に少ないのが，わずかに目立っている。また，31では女。

若・専に多く，22では男・若・専に．多い。このようにみてくれば，31の方は，

ある程度，常識に合った結果が出たと言えるであろう。

　性・年齢・教養の3つを組合せて8通りに分けても，大した差はないので

省略した。

　次に，〔表8〕のうちの丁丁について，この3つの条件をあてはめてみたの

が〔表10〕である。（2）では男・若・専に多く，（6）では女・若・専に多

くなるが，その砥か，　（4）においても，男・藩・：專の多いことが目につく。

〔衷lO〕　音の上下の方向と性・無齢・教餐
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224　同一人の場面による相違

　調査した1e巻のリ・・ルのうち，たまたま3入が2巻あるいは3巻に重複し

て話し手となっている。聞き手がリールごとに糟違しており，話し手として

は，話す態度や話の内容がそれぞれ異なっていると思われたので，〔表113

を作成した。

　〔表11〕についてみると，まず0夫人は，り一一ル67で23のところが0であるこ

とに気ブく・その他・0夫入では22・3エ，33に・かなりの差がある。また，

1，11がり一ル79だけに嵐ていることなどが注霞される。次に，S夫人では，
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22にかなりの差がある。象た，11，11，，21および42，43，43，がり一一ル93だ

けに繊ていることが注昌される。また，0氏では，31，32，323，33に，か

なりの差がある。

　したがって，これらの相違が前面の相違によって起ったのではないかと老

えられる。ところが，たまたま，0氏に直接たしかめる機会があ6たので，

発誉当時の心持を尋ねたところ，リーール61，67，97のそれぞれの丁合に，膚

分としては同じような気持で話していたつもりだという答であった。一これは
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かなり興味のある問題であって，さらに研究すべきものであるが，少なくと

も次のことは言える。つまり，この程度の相違は，揚颪の相違によって起る

のではないかも知れないと考えられる一方に，話し手は意識していなくても，

聞き手が異なることによって相違が計るのかも知れないと考えられるという

ことである。

　ところで，調査握当者が，それぞれのリールについて，話し手相互の関係

を調べたところによれば，り・一ル79だけに0夫人が1，11を使っていること

と，り一一ル93だけにS引入が11，113，21および42，43，43，を使っているこ

ととは，その理由がかなりはっきりと推察されるのである。また0氏の31に

おける相違もある程度見当がつくように思う。それゆえ，〔表11〕に現われ

た程度の相違でも，かなり意味のあることだと考えたい。また0氏の答につ

いては，かりに話し手が意識していなくても聞き手が異なれば，イントネー

シ”ンに絹違が起るものと考えたい。

225　ラジオのニュw・一ス・ニュP・ス解説と日常の談話との比鮫

　H常の談話と比較するため，ここでは＝ユ・一ス3巻と＝」”一ス解説2巻と

について，調査した。その結果は〔表12〕のとおりである。

　〔表i2〕　k　ptス・ニュース解説のイントネーションの話し手筆分布と百分率

　　・一・・窮．即．｝．
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　　　tttt’ttttt　’　ittt
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　　　］e（］5．87）　1　22（i9．82）

　　　i（　1．59）　P〈　O．9e）

　　　47（74．as）　1　7C（63．e6）

83 36 1］1

　ラジオについては，合計5巻しか調査できなかったので，きわめて小さな

ものとなったが，比較材料としては，これでも根回程度使えると思う。

表12によっていえば，・fントネーションは4種類で，しかも32はニュース



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3g

には1回も現われず，わずかに，ニュース禦i説に1回出たにとどまる。した

がって，種類の数の上で大いに柑賦する。同時に，その百分率も大いに異っ

ている。その理由としては，＝＝　a・・一ス・ニュース解説が朗読されたり，語ら

れる形で朗読されたるするようなものであるため，話し写染としても1ヨ常の

会話とは根本的に違う点があることが考えられる。そのような話し手の態度

の違いから，＝L　Lh一　YN・＝・　。。　一一ス解説の方には1や4のような，特に感情を

表現するイン1・ネt一一シnンの高さが使われないことも説明されるであろう。

　次に，ニュース相互では，K氏が抱と違い22が多い。これは，あるいは，

K：氏の性格（personality）の問題に基づくことかも知れない。

　＝＝一　h一スとニュース解説とでは，二a．　一一スに22が多く，＝＝一ス解説に23

が多くなっているが，K氏を除けば，ほぼ同様の百分率を示すことに注目し

ておき・たい。

23　文末丈飾・交末助詞のイントネーション

251交宋の丈節のイントネーション

　イントネーションの音の高さだけを問題にして，種kの考察を行なって来

たが，さらに進んで，書葉と音の高さとを聞題にしてみる。これは，本書の

「4　丈の構造」とも関係する。

　丈末の1丈節をとり，これに高さを書き加えた：ものを，1丈節が1語から

成るもの，2語から成るもの，……と組分け，各組は終りの語の50音順＊に

並べ，それが同じ揚合は順次前にさかのぼって50音順に並べた。

　実際にはリール10巻のうちから，さらに番号が2，3，86，93，100の5

巻について調査し，ラジオのニュース・＝ユース解説については，110，111

112，耳3，114の5巻について調査した。しかし，紙数の関係で，ここでは，

リール93の1巻と，＝＝ユースの112，ニュe・ス解説の114の各巻とについての

＊　譲としては珂じC’，高さたげが異なるものについては，高さの瀕序が不瞬である。表15まで伺鎌o
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分だけを，それぞれの見本として掲げるに止ある。

　なお，ここでは，録音テ・・プを再度聴取して，確かめたので，その際に前

回には聞きとれなかったものを聞きとることができたものは加え，また若干

の修正すべきものを修正したため，数の上では多少の風入がある。

　丈末丈節についてみれば，日常の談話ではいわゆる感動詞の若干を除いて

ほとんどが1，2回ずつしか現われないのに対して，ラジオの＝a　e一ス・＝＝

・・一 X解説では同じものが何回もかたまって現われるという点で，かなり相違

していることが昌立つ。

　また，1丈節がi数語：から成るものについては，終りの2，3語が同じだと

いうものが，口常の談話でも，ラジオの二Pt’・・一ス・＝＝　Le一一ス解説でも，共に

多いことも注磨されるQ

　　　〔表　13〕　交末丈節のイン5ネー一■ション（1）一日常の談話から一

　　　　　　　　　　　　　漣，か允かなの下につけた数竿は，その音節の高さを示す。数字の
　　　　　　　　　　　　　　っbてない音館の嵩さは，その直髄の音節の薩さと同じ管ある0語し手番号
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252丈末の助詞のイントネーション

　丈末丈節の表をみると，二品にくる助詞の種類は比較的少く，1つの助詞

が何塵も用いられていることが目立つ。ここではリール5巻＊について，い

わゆる終助詞ばかりでなく，三二に助詞が来た揚合には，これをすべてとり

上げて，イン｝ネーシ。ンと話し手別，性・年齢・教養別の分布を調べた。

その結果は表16のとおりである。

　また，丈末の助詞の音の高さを記すに当っては，それに：先行する1音節の

高さをつけ加えた。その先行音節の高さと丈末の助詞の高さとを合せた高さ

を，かりに，その丈宋の助詞のイントネーションとして扱った。

　〔表16〕についてみると，1つで最も1多いのは，ネ（263回），次いで　ヨ（226）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32　　　　　　　　　　　　　　33
　ヵ（78），ネー（58），ノ（57）の順となる。音の高さを無視しても，ネが
　ヨヨ　　　　　ヨ　ヨ　　　　　　　ヨヨ

最も多く，順位5までをとれば，すべてが終助詞あるいは間投助詞である。

　「4　丈の構造」で，倒置の丈が多いもので約1割＊＊になるようだが，そ

の影響が文末助詞の5つにまでは及んでいないことと考えられる。

　なお，ヨでは，男女の差が相当現れている。
　　　　32

＊　　　 5巻のり一ノレk，231と同搭惣、 2，　3，86，93，100であるQ

｝F＊　　ζの報告の41参照o
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丈末助詞のイントネーシnンの語し手別分布

　　　　　　　　　　（注）語としては同じ瞥，音の腐さだけが異なるも

　　　　　　　　　　　　のについては，腐さの願序が不re　Z’ある。
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　　　　　　3文・文節・語の長さ
3219

　　　　31曳の長さ

　　　　　丈の長さを調査するために用いた資料は，日常談話の資料と

　　　　しては，

　　　　　Reel　No　2，　3，　15，　24，　59，　61，　62，　66，

　　　　　　　　67，　70，　76，　79，　86，　87，　88，　97，　98，100

　　　　　　の18巻であり，また比較資料として用いたラジオ座談会，

　　　　　　二＝一ス，ニュース解説，落譜，講談，劇，おとぎばな

　　　　　　し，講義はそれぞれ，

　　　　　　　Reel　No　110”v123，　154，　183，　190

　　1794　　の17巻である。その総文数は次の通りである。

　　　　　　　　日常談話　　10118丈

　　　　　　　　比較資料　　3361丈

　　　13e3

　　　　　　　　　　　〔図表1〕文節を尺度とした丈の長さ（談話語）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S3

き11　鯖節を良度とした女の喪ざ

　鼠常談話の資料における丈の長さは丈節を尺度とした揚合〔図表1〕のよ

うになる。

　すなわち，非対称型のいわゆる「しの字型」の度数分布を示し，1丈節文

の数は3219丈であって，全丈数の約3分の1（31．81％）を示していて，そ

の内容が呼びかけ，応答，聞投などの語であることを予想させる。また1文

節文，2丈節文の合計は金文数の約半数（49．54％）に達し，全文数の約4

分の3（72．5％）までが4丈節以内の文であることが知られるゲ・般に．H常談

話語の丈は短いという印象を持たれているが，それは平均して短いと同時に

1文1丈が短いという構造に負うているところが多いであろう。このことは

日常談話の丈の大きな特質の一つと考えられ，比較資料としての＝ユース，

ニュース解説その他と対比してみるとき，大きな差異を示す。

　〔図表2〕のうち，＝＝一ス・ニューース解説に例をとってみると，ここでは日

常談話の丈に多くあらわれた1丈節丈は，それぞれ金丈の1．98％，2．04％すな

わち2％雨後を示すに過ぎない。また4丈節以内の丈はfi常談話の丈では約

’｛￥Lii＝＝IIIi＝12B6　2b7　26　ig　30　3i　32　33　34”3s　36　37　3s　3g　40　4i　42　43　44・　4s　q6　47　4s　ag　so
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75％を示していた：のに対して，・＝一ス8．57％，～一ス鰹説8．67％で，商者

ともほぼ8％強を示すに過ぎないことは注犀される。度数分布の型も日常談

話の文では「しの宇型」であったのに対して，ここでは不規則な「のこぎり

型」を示していて，度数の最：も高い文節も日常談話の1丈節に対して，ニュ

tr一　7・は17丈月一，＝・。。一ス解説は14丈節文に移っている。なお日常談話の丈

にあらわれた最長丈節丈は50丈節丈であり，＝ユt・ス51：文節丈，ニュ・・一　y・解

説79：交響文であった。

　1ヨ堂談話の資料にあらわれた1文の長さの平均は3．81丈節であり，砥ぼ4

：丈節弱を示している。各巻による差異は，

　Sim　　　一一一白憎談話

　　　　一・一・叫一　　二tr一ス

　　　　　　　　：s一ス餓説3
9
4　　　　一　議　　＄
　　　　　　　　おこSS’aし

G
鷺
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117　73

No．23。13丈至華
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No．　86　4．　IO

No．　79　4．22

No．　97　4．63

No．　67　S．05

No．　24　5．49

〔図表2〕丈簾を尺腰とした丈の長さ（比較資料との百分比）
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を示し，最：低3．13，最高5．49。なお丈節を単位として丈を計る作業はこのよ

うな操作によらないでも，二つの数取器を用いて生の会話から計ることも可

能なので，その方法によって他の若干の談話について調査した結果，像ぼ最

低最高の幅の中で4文節祷後にあらわれることが再認された。これに対し

て，比較資料としての17巻の1：交における平均文節数は次の逓りである。

　落語

　講談
　座談会（5巻）

　劇
　おとぎばなし

　講義

　nユース　 （3巻）

　　：幽し一ス解説　（4巻）

すなわち，

4・04丈簸（会話

5．　04

6．　49

5．　62

8．　34

9．　31

16．　48

21．　02

（会話

3．88，地の交　フ。42）

4，65，地の丈　フ．50）

　　　　　　これらのすべては，日常談話の平均丈節数を上回っている。し

かし，落語の会話の都分は，日常談話の平均丈号数とほぼ岡じであり，講談

の会話の都分・は日常談話の資料のあるものにも見られるものである。また座

談会の平均曽爾数は日常談話の資料の最高と陶じであり，劇の平均丈節数は

それよりやや上隠るに過ぎず，それらと日常談話の平均丈不図との聞の差異

はさほどはなはだしくはない。それに対して，＝＝一ス・＝　」一一ス解説の平

均文節数は日常談話のそれと比べて，顕著な差異を示している。口常談話の

平均丈逆数3．81に対して，ニュースの平均丈節数16。48は約4倍強に当り，

＝ユi一一ス解説の21。02は6倍弱に当る。すでに知られている新聞丈章の1文

平均丈節数18．8とともに，日常談話の丈の長さと較べて，これらはきわめ

て長いということができる。落語，講談における地の丈：，おとぎばなし，講

義の平均丈歯数は，N常談話とニュevス・畠ユース解説との中間の長さであ

　t，AzT

～敏羅。一．．一．汐二三か、　． －AN ユ或轍

41　4．1　4a　t3　aa　a5　a5　＃7　op　4B　50　5i　sa　S3　5t　55　ss　5］　5S　5S　eO　S1　62　6j　ec　65　66　67　6e　69　7e　7！　ra　73　74，　rs　16　71　le　？S’
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り，日常談話のそれに近接している。

512藷を尺度とした丈の長さ

　語を尺度とした日常談話の丈の長さは〔図表3〕の通りである。

　これによれば，度数の最も多いものは1語丈の2062であり，2語文が6位

にあることを除けば，3語丈，4語丈がほぼ近似し，ついで5語丈，6語丈

7語丈，8語丈とその度数はおおむね漸減している。

　丈飾を単位とした場含1丈節丈は3219であったが，いま1語丈の2062と対

比してみると，1丈節文の60％強が自立語1つでできていることがわかる。

　また，1語丈の度数2062は弓丈数の20．38％に当り，ニュースの1．32％，ニ

　　　　　　　　　ユース解説の1．53％に比べて，いちじるしく高い。日常

2000

1000

i
f
T
ノ

2062

　御582S

　　699
　　　晒　　　　ce9
6S2

談話の文の半数は5語以内の丈であり（50．23％），10語

以内の丈は日常会話の丈の4分の3（77．05％）を示し

ている。これも，＝ユースにおける5語以内の文7．　25

％，10語以内の文11．87％，　＝ユース解説における5語

以内の丈6．12％，10語以内の丈11．22％と比べるとき，

いちじるしい差異を示してbる。度数の最も高いものは

El常談話の文では1語丈であるが，＝ユ・・一スでは22語

3貫

450

　400
　　絢

〔図表5〕語を尺度とした丈の長さ（談話i語）

26懇22。
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丈，＝ユ戸ス解説では7語丈となっている。なお，N常談話の最：長語文は10

6語：：交であり，ニュe・・一　一97語：交，＝ユース解説は149藷丈となっている。

〔図表4）　語を尺度とした丈の長さ（ニュース）

巌長州文は97語文であり、51語文以下は衣のようにあらわれるo

I
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8

1

6

5

嬬

S3
2

1

51語タこ一1　　　　　61；M　）Z　一〇

S2　”　一1　62　”　一〇
53　，ノ　一1　　　　　63　’，　一1

54　〃　一1　　　　　64　’ノ　一一工

55　”　一2　65　”　 一〇

56　，t　一1　66　．，　一〇

57　v　一〇　67　．t　一2
58　”　一〇　68　t．　一e

59　”　一1　69　”　一〇
60　tt　一・2　70　”　一〇

82藷文一1
97語文一1

’
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61語文一3

62　n　一1
63　．．　一〇

64　o　一〇

65　”　一e

66　n　一2
67　r．　一2

68　，．　一1

69　”　一2

70　t．　一1

1　・3

1　一？

ifd

巨　一鵠

〔図表5〕語を尺廣とした交の長さ（＝　3　一一　7k解説）

　最長1譲文は149i語文であり，61藷丈以下は次のようにあらわれる。

71語交一2
72　”　一〇

73　”　一1

74　”　一〇

75　”　一〇

76　”　一1

77　”　一1

78　，．　一〇

79　”　一1

se　”　一〇

81語文一〇

82　．．　一1

83　”　一〇

S4　”　一〇

85　”　一1

86　”　一1

87　”　一〇

88　”　一1

89　”　一e

90　”　一〇

91語女一〇

92　”　一1

93　”　一〇

94　”　一1

95　”　一〇

96　u　一〇

97　”　一1

98　，．　一2

99　”　一〇

100　”　一〇

101語文一〇

102　”　一1

1e3　，t　一e

104　u　一1
10rJ　”　一〇

ユ06　〃　一〇

107　’ノ　一1

TO8　”　一〇

ユ09　’・　一ユ

110　”　一〇

120贋交一1
129　”　一1

149　”　一1

6P 7q 8Q gq 100　IQ6
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　臼常談話の資料にあらわれた1丈の平均の長さは7．66語であり，ほぼ6～

8語とみられる。各巻による差異は，

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

N
N
N
N
N
N
N
R
N

　2

15

66

！00

62

70

gg

　3

61

6．　12

6．　36

6．　60

6．　64

6．　7S

6．　83

6．97

6．　97

フ．33

No．　87

No．　98

No．　76

No．　59　，

No．　79

No．　86

No．　97

Ne．　67

No．　24

7．63

7，フ2

7．　91

8．　22

8．　57

8．　8i

9．　00

！0．　23

10．　78

を示し，最低6．12，最高10．78。なお，さき・にあげた1丈における平均丈節

数3．81はほぼ自立語数と考えられるから，1丈における平均語数7．66のうち

附属語は3．85を占め，自立語。附属語ほぼ相半ばする。

　これに対して，比較資料としての17巻の1丈における平均語数は，次の通

りである。

　　　　　　これによれば，

落語・講談の会話の配分，座談会。劇は臼常談話の丈の平均語数に近く1グ

ル・t一プをなし，＝ユre一ス・ニュース解説はそれらと極めて対比的な平均語数

を示しつX，他のグルーープをなし，落語・講談の地の丈，おとぎばなし，講

義はそれらの中間にあって，日常談話のグループにより近い平；均語数を示し

つ含第三のグループをなしていることが知られる9

　落語

　講談

　座談会（5谷）

　劇
　おとぎばなし

　講義

　ニュース（3巻）

　」＝ユース解言党　（4巻）

すなわち，

7．64語（会話　7・　34　地の文　14．33）

9。59　（会話　8．92　地の丈　13．86）

10．42

10．　38

16．　66

16．7！

28．81

39．　40

　1文における平均丈柴燈に示されたと同様に，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59

313音節を尺度とした丈の長さ

　音節を尺度とした日常談話の交の長さは〔図表63の通りである。ただし，

下の図および表の数値は10分の1のサンプル奪還によったものである。その

総丈数は1044丈であった。

　　　　　　　　〔図豪6〕　音節を尺度とした丈の畏さ（談話語）

　　　　　　　　　　　　　組膏f事以降
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　これによれば，度数の最も高いものは2音節3ヒの135で12．　23％を示し，次

いで6音節：交82（7．85％）5音節文48（4．60％）10音節：文45（4．31％）となっ

ている。4音節以内の文は20％強を示し，10音節以内の文は金文数の約半数

（46．　84％）を占めている。これに対して，比較資料としての＝L一ス。ニュ

ース解説には4音飾以内の：交は認められず，10音節以内の丈も，：t　＝一スに

1．98％，＝＝・z一ス解説に5．54％が認められたに過ぎない。また口常談話の文

では20音節以内の丈はそれぞれ20回以上の使用度数を持ち，27音節以内の丈

はそれぞれ10團以上．用いられ，これに対して37音節以上の：交：は10回以上あら
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われることがすくなくないのに対して，ニュース・＝＝一ス解説では，度数

　の最：も高い音節はそれぞれ，39音飾（ついで，62・72音節），9音節（ついで，

56・58・84・118音節）に移り，日常談話の文と対比していちじるしい差異を示し

ている。

　　なお，臼常談話交の最長音節丈は156音節丈（サンプル）であり，＝＝・」一

　ス235音節：5Z　eニュース解説340音節丈であった。

　　日常談話資料における1．丈の平均の長さは16．15音節であり，10分の1の

　サンプル調査では生5．90，Reel　No，15，59，66，97，104の5巻について行1っ

　た準備調査では15．98音節であった。ほぼ16音節である。各巻の差…異は，
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N
N
N
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N
N

　2

66

100
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61

98

13．eg

i3．　51

i3，76

×4．　00

14．41

ユ4．5G

14．63

14．　74

16．　14

を示し，最：低13．09，最高23．34。

No．　76

No．　59

No．　86

No．　87

No．　79

No．　97
No．　　6フ

No．　24

16．　63

16．　85

17．38

17．　67

17．97

ユ9．68

22．29

23．　34

　これに対して，上ヒ較資料としての17巻の1丈における平均音節数は次の通

りである。

落語

座談会（5巻）

劇

おとぎばなし

ニユーース　（3巻）

ユユース解説（4巻）

15，91（会話　IS．14　地の文　33．50）

21．02（会話　19．53　地の女　30．4S）

22．　28

21．87

34．　44

39．　l1

8e．　31

97．80

ζれによれば7平均丈節数平均語数においても見られたと同様の3つの
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グル・・一プをなすことが知られる。

314丈節。語と交

　丈の長さを計る尺度として，丈節・語・音節を用いたが，いまそれらのう

ち，音節を除いて，：交節を尺度とした揚合を縦軸とし，語を尺度とした揚合・

を横軸として，摺五の関係を表示したのが表17である。これによれば，例え

ば1丈節丈3219の内訳は1語丈2062，2語丈450，3語丈484……以下7語

丈までの分布を示すことが知られ，横軸3語丈825の内訳は，1文節のもの

484，2丈節のもの302，3：交節のもの39であることが知られる。

32交節の長さ

　丈：節の長さをはかるための資料としたものは，丈の長さの場合と興じ聞常

談話18巻，比較資料17巻であり，その：交：節総i数は，日常談話38606：交節，比較

資料23612丈節である。また，日常談話の資料は鮭ぼ10分の1に当るサンプ

ルを用いた場合がある。その総丈節数は4108文：節’である。

　それらによる結果の2，3を記述してみよう。

321語を尺度とした交節の長さ

　語を尺度としてH常談話の丈節の長さを計ると，その平均は2．01語，すな

わち億ぼ2語を示している。資料による差異の幅は僅少であり，最低1．88語

最：高2．14語，その大半が1。9台，2．0台を示している。
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〔表17〕　交における
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三十と言菩　（談酒仙爵）
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〔丈における文節と語（談話語）〕
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　　　ニニL一ス解霞兇　（4巻）

　　　劇

　　　講義
　　　：：：ユース　 （3巻）

　　　廃談会（5巻）

〔図表了〕語を尺度とした

　　丈節の長さ（談話語）

境
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6ge
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2．　06

1．90　（会話　　i．92　　ゴ也の交　　L8S）

1，89（会話　1．89　地の交　1．93）
1．　88

1．　86

1．フ9

1．　7S

k．フ0

　　となり，日常談話の平均語数よりやX下禰って

　　はいるが，その差は顕著ではない。とくに，お

　　とぎぱなし，講談，落語，ニュース解説のそれ

　　はロ常談話の資料のある巻にもみられたもので

　　ある。

　　　日常談話の資料は語をノく度とした場合〔図表

　　7〕のような度数分布の型を示す。

　　　これは台帳を10頁毎に無鞘1隔に抜いたサンプ

　　ルによったものであるが，これによれば，総：文

　節数4108は最短1語丈節から最長6語丈節まで

　　につ｝れ，　1語丈節が最：も多い。　1藷丈節はもと

　　もと自立語のみの丈節，2語文節を自立語1，

　　附属語1の文節，3語丈節以下附属誘2以上の

　　文：節であるから，日常談話の丈節は自立語のみ

　　　　　　　　　　　　　の丈節が最も多く，自

　　　　　　　　　　　　　立語1附属語1の丈節

　　　　　　　　　　　　　がこれにつぎ，自立語
　　　253

　　　　　　　　　　　　　1附属語5の丈節が最

　　　　　　102　　　　　弓丈節であると言いか

　　　　　「　　　31　　えることもできる。
フ
」 3 4 5 6
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　これに対し，比較資料としての：＝　＝一ス・ニュース丁丁，講義は口常談話

と同じ方法のサンプルによればそれぞれ〔図表8，　9，10〕のようにあらわれる。

　これによると，日常談話が6語文節を持っていたのに対して，ニュt・一　Y・解

説，講義は5語文節が最長であり，嵩ユーースは4語丈節が最長である。また

日常談話の＝e・一ドが1語文節であったのに対して，比較資料はすべて2語丈

節が度数が高い。いま，購常会話・ニェース。ニュ・一一ス解説・講義の4つの

度数を百分比に．して示すと次の回りである。

　　　　　〔蓑18〕藷を尺度とした交節の長さ（比較資料との百分比）

1語丈節
自立譜のみ

尉　　常・　謬ミ　話　　　37。37％　　　35．61

2壽…吾丈節　3言吾…交節　4蓋蓄三堂＝節　5言薔3＝こ節

（自費附1）　（fi十1墜L＿≦一隻と＿⊆駿±盤農）

　　　　　15．　43　6．　i6　2．　48

6語丈簾
（自十ffS　5）

　O．　75

ユ　　一　　ス　　　36．76　　　　S1，68　　　　10．71　　　　0．84

　ユユ・一・一ス解．；磁　　　3！．07　　　　52．20　　　　ユ3，21　　　　3．45　　　　　0．02

　謙葦　　　　　　　義　　　37．5G　　　　47，37　　　　10．28　　　　4．64　　　　　0．　G2

　ここで特にいちじるしいことは上述のとおり，2語丈節が日常談話以外で

は度数が高く，しかも，それは全：文数のほぼ丁数を示していることである。

そして，ついで二丈数の3分の1前後が1語丈節であり，3語丈節以下，と

くに．4語文節以下の占める％はきわめて低い。ニュース・ニュース解説・講

義の文節平均語数，1．75，1．88，1．79はこのような構造を反映している。

　これに対して，日常談話における2語：丈節すなわち自立語1，附属語1の

丈節は金文数の3分の1強を示すにすぎない。日常談話の丈節平均語数2語

は，自立語1，附属語1の2語丈節が多いからではなく，むしろ1語丈節，

2語丈節，3語文節以下の三者のバランスの反映と認められる。そして，そ

れは同時に，田常談話とその他との間の丈節構造の差異を示していると考え

てよいであろう。

522　剛節を尺度とした交節の長さ

　音節を尺度として日常談話の文節の長さを計ると，その平均は4．24音節，
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すなわち4音節強を示す。資料にまるひらき・は僅少であり，最低3．96音節，

最高4．50音節ではあるが，その13巻は4．1～4．3台に集中し，3．9，4．0台を示

すもの計3巻，4。4，4。5台を示すもの計2巻にすぎない。

〔図蓑積〕音節を尺度とし
た丈節の長さ（談話語）
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これを比較資料｛L7巻と：対上ヒすると，

劇

落譲

座談会（5巻）

おとぎばなし

3．　89

3．94（会話3．89地の文4．52）

4．　06

4．　k3

4．　±7（会話4．20∫也の文4・06）

4．　2X

二；L｛L一一ス殆皐1言蒐（4巻）　4．66

＝ユース（3巻） 4．　88

D1　23　45　6　7　T
戟
p

一一 ｹ節

　　となり，劇。落語の会話の部分は日常談話をやや下図

　　り，＝＝ユt・ス。二士e一　％解説は上回っているが，その他

　　のものは日常談話のある資料にもみられた数値を示す。

　　　日常談話の資料は壷飾を尺度とした癒合〔図表11〕

　　のような慶数分布の型を示す（サンプル）。

　　　これによると，日常談話の文節は1音節丈節から15

363音節時節までの幅を持っており，3音節丈飾を＝e・・一ド

　　　　　　　　　　　　　として，その前後に度数を高

　　　　　　　　　　　　　め，2～5音節の丈節は全丈節
　249

　　　　　　　　　　　　　i数の4分の3強（76．32％）を

　　　　　　　　　　　　　示し，さらに6，7音節の丈節

　　　　　　　　　　　　　を加えれば全：交節数の9L18

　　112
　　　　　　　　　　　　　％を占めることが知られる。
　　　75

　　　　43　　　　　　　平均音節数4音節強はこのよ
　　　　　18
　　　　　　74。ユ　　うな構造に麦えられているの
　　　gユ011エ2131415
　　　　　　　　　　　　　である。
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　いまこれと，比較資料としてのニュース‘ニュ…一ス鯉説・講義との度数を

百分比として示すと次の通りになる。

　　〔蓑19〕音節を尺度とした悉無の長さ（談話，ニュ　．一　）k，＝ユ＿ス解説，講義）

1音節　　2音節　　3『音躍1　　4膏∫華　　5膏節　　6音戸　　7音館　　8音餓　　9一節
交　節　　塞　節　　文節　　文　節　　交　節　　交　節　　丈itti　文節　　交野

談話（サンプル）　　2．05　　19．72　　21，57　　19．78　　15．諺5　　　．量．91　　　5．95　　　姦91　　　2．00
：．’Mx－M－　　x　o，TtumrmTff　T5fiuzZo：so－ma27，一gmmorr”rt，　b6rr’6r．31－MrrS．Mt3一’rra：s7　　－lj．62

zaコ・一ス象皐1滋　　　　　2，98　　　　12，74　　　　19、04　　　　25，12　　　　17．62　　　　　7，86　　　　　5，60　　　　　2．98　　　　　2．39

111i／／　tcrG　23．　58　IZ　54　19．　76　19．　76　S．　85　4，　44　5．　65　2．　42
　　　　　10・煮欝1　11．ご量錯∫　12．音三窮　　13音揖コ　14皆f彗∫　　15菅テ㌶「　16†釜∫謹∫　　17音鎌i　18「爵fむ　　19音三箏　　20音ξ癒

．．．．．

Q＿．．＿．．＿＿tt＿…ゴ紅一．＿裟一．．鋤＿客＿節＿．窯．＿鐙＿峯＿鑑．一蓬ζ．．一．．簿＿窯＿．鐙．．．裟f雍VK鐡裟．．．節　客節

談範螺竺2＿工盟＿＿隻ぬ9．．き8　　　　　．　o・照
ユ　an　一　ス　　1．05　乱鑓　　0．6各
三一．V選爾ゼ…nv’il’9び一　　　　　　　　　61’7’i

　　　義　　　0，06

gL4／a．neq．，．，q3．di，・．tezLo．　21

0．23　　　0．2含

　　　　　　　　　　　　　　O．Ol　O．　Ol　　　　　髪膏器嬰糠田文凶刃

談蚕．⊆血．斐烈　　．　．　　　3S48　．．．
gi”tiliil．［　．t’1’L’X’1＝．lllJI　：．1＝．．」6’11111i，r．1．IJ．4．tt．6．：1’II：1．］li’．vr．’Tll’

干．鷺．蚤．．解猟＿．．．＿．t．一．．＿＿＿＿＿一．＿．一．．§豊．．．．．．．一tt一．t．＿．一．．．．．

　　　．．蟻…　　　　　　　　　496

　度数の最も高い音節が日當談話では3音節であったのに．対して，＝　u一一ス・

ニュース解説ともに4音節を示し，講i義が2音節であること，講義の度数分

布の型に特異なものがあることなど小差は多く認められるが，その差異は，

語・を尺度とした場含に認められたほど顕著なものがない。

53　語の長さ

　語の長．さを計るための資料としたものは，丈。丈節の長さの揚合と嗣じ1ヨ

常談話18巻，比較資料17巻であり，その総語数は，

　　　日常談話　77520語　　比較資料　44311語

である。ただし，平均音節数を求める以外は，すべて，ほぼ10分の1のサン

プルを用いた。その総語数は，

　　　口頭談話　　7632語　　　　比較資料　　5234語

である。

　音節を尺度としてM常談話の語の長さを計ると，その平均tl＃　2．　11音節，す

なわちほぼ2音節強を示す。資料による差異は僅少であって，その14巻が

2．0，2．1音飾台に答申し，最低1．97音節，蝦：高2．31音節，および2．2音節台．

2．3音節台の計4巻がやや差異を見せているに過ぎない。
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〔図蓑12〕音節を尺度とした語の養さ（比較資料との酋分比）
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を示す。これによれば，おとぎばなしから講談までの平均音節数は日常談話

のそれと近似しているが，落語の地の丈，講義は多少それを上回り，＝　p一一

ス解説ではほぼ2．5音節，＝ユースでは3音節弱となっていて，両者は口常

談話に較べて長いといわなければならない。日常談話の語の長さを音節を尺

度としてその度数分布をみると〔図表12〕の通りである。

　なお，資料はサンプルの7632語についてであり，それを百分比として示

し，比較資料のうち，　：：L・一一ス・＝ユース解説・講義を選んで，これと対比

させた。なお，いままで述べて来た丈・文節・語の長さの平均を1覧しうる

形にまとめてみると〔表20⊃の通りである。

54　丈の畏さの謹i異とその条件

　日常談話の資料は，それによって長さの差異をその条件との相関において

分析することを第1次酌に意図して採集されたものではない。しかしながら，

i司時に，その資料による結果がなるべく偏りの少ないものであるように配慮

し，その採集に嶺っては既述の条件を考慮に入れて，3ぺの表に示すように

資料を構成した。ここではそれらの条件，すなわち，採集地区，生活環境，性，

年齢，教養，稠手の人数，胡弓の既知・未知に談話の基礎話調，談話の囲的・態

度を加えて，それらの条件を異にする巻毎に文の長さになんらかの差異があ

らわれはしないかを探ってみた。文の長さを計る欝印としては丈節を尺慶と

するものを珊いた。すでに見て来たように，日常談話の丈の長さにはおのず

から限界があり，それはどの巻をとってみても，決してニュス。＝・　p一一ス解

説のそれのように現われることもなく，また講義・おとぎばなしの持つ長さ

の幅と合致することもない。つまり、，その限りにおいて，日常談話の丈の長

さは相五に大きな差異は認められないのであるが，しかし，小差を求めれば

二丁に多少の異同を認めることができる。

　なお，丈の長さは文の構造と最も大きな関係を持つことが予想されるが，

それについてはF丈の構造」の項でその一・都に多少触れるだけで，この報告

では割愛したpまた，談話の展開の時刻的分布によ？て丈の長さに差異の認
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〔表20〕丈・交節。語の総数と長さの事均

種 類

Ree1

2
3
5
4
9
1
2
6
7
0
6
9
6
7
8
7
8
0

　
　
ユ
2
5
6
6
6
6
7
7
7
8
8
8
9
9
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　　Total

ラジオ座談会（5巻｝

　落　　　　、藷

　　（会　話）
　　（地）
　講　　　　談
　　（会　話）
　　（蜘）
　　　劇
　おとぎばなし
　講　　　　嚢i
　＝ユース（3巻）
ニュース解説（4巻｝

文。蜘傭。韻の一丈に辮る一螂・・浦・庸竃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧髄1顯　　　　　　　　　　　斐節籔蓋陰極均墓総数総　微、総数総　数
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　666　2268　448B　9456
　フ16　　2845　　5665　11909

　603　2B4S　5i70　10836
　464　　igOフ　　4091　　8065

　461　1866　3521　B146
　639　2165　4459　9900
　498　2269　4482　9802
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　282　i139　216S　4489
　270　1060　！983　4087
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　307　1547　294S　6465
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16．　48　28．　8i　80．　3k
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1．　89

1．　93

1．　90
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珪：さli
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2．　19

2．　±9

2．　20

2．　l1

2．　e7

2．　34

2．　79

2．　48

められることも予想されるが，これもこの報告では割愛した。個人による習

慣の相違，出身地による縮違，談話の場面による相違については，それに及

ぶ暇がなかった：Qそれらはすべて今後の課題として残されている。

341採集地区と交の畏さ

　β常談話の資料はすべて東京都内およびその周辺で採集されたものである

が，その中には59，100のようにいわゆる下町地区で採集されたものと，2，

15，24，87，88などのようにいわゆる山の手地区で採集されたものと，2，

61，62，66，67，70，76，79，80，97，98なεのように新市域などの周辺地
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区で採集されたものと，大別して3つのものがある。

　いま，この3者を縮互に：比較してみると，およそ次の通りになる。

　すなわち，下町地区で採翻した資料は，弓丈数1046，総丈節数3834，総語

i数789i，総音節i激16230であり，平：均丈飾i数を醸印とすれば，その丈の長さは

3・67丈簸となる。山の手地区で採；為した1資料は，二丈i数2471，総；：丈叙爵9644

総語i数18836，総：音節i数4エ263であり，一丈の平均文節数は3．90となる。また，

周辺地区で採集した資料は，総文：i数6601，総：丈：函数25130，総語数50793，総

音節数106264で一掴の平均丈帆船は3．79となる。躍常談話の資料の総平均丈

節数は3．81であるから，周辺地区の資料の平均丈濃鼠は，これと近似し，こ

れに対して，下町地区のそれは短く，山の手地区のそれは長い。しかし，そ

の差は僅少であり，巻による叢異も少なくない。別に式亭三馬の浮世床を資

料として江戸語の文の長さを計った場合，一文平均丈飾数が4聖節酌後で，

二濫かれた会話丈としての制約を考慮にいれると当蒔の談話の文が短かったと

推定できよう。あるいは現在の下町地区の丈の長さもその伝統を澱めている

のかも知れないが，ここではそれを裏付ける数値はあらわれなかった。

342　生活環境と交の擾さ

　研常談話の資料の中には，3，67，76，86，97のように家庭内で採集された

もの，6エ，62，66，79，98のように近隣間から採藥されたもの，2のように

学校内で採集されたもの，24，59，70，100，のように職揚内で採集された

もの，15，87，88のように公共施設内で採集されたものなど大別して5つの

異なる生活環境から採集されたものを含んでいる。学校内の資料はわずか1

巻であるので参考とするに止めたいが，それらを一一丈の平均丈短数を論点と

して，短い願にならべてみると次の通りになる。

　　　　　　1丈の平均石匙数　　　　煎卵数　　　　総交節数

　　　学　　　 校　　　 3．！3　　　　　　　　　　　　　　644　　　　　　　　　20！7

　　　公共施設　　3．60　　　　　　　1376　　　　4960

　　　職場3・94　　2087　 82ユ9



74

　　　近　　　　隣　　　　3，95　　　　　　　　　　　　　3149　　　　　　　　12439

　　　家　　　　庭i　　　4．15　　　　　　　　　　　　　2862　　　　　　　　11973

　日常談話の総平均文節数は3．81文節であるから，それと較べて，公共施設

における談話は比較的短かく，家庭におけるそれは長いことが注爵される。

343　性別と丈の長さ

　日常談話の資料の中には，24，59，61，62，87のように男性相：互の談話で

あるものと，2，66，79，98，100のように女性三五の談話であるものと，

3，67，86，97，70，88，15，76のように男性女性交互の談話であるものと，

大別して3つのものがある。男性女性交互の資料の中には部分的にそれぞれ

女性相：互・男性相互の談話を多く含むもの，男性あるいは女性が消極的な役

割しか果していないものなど，異質的なものを含むことが多いので，これを除

外して，男性相互・女性相：互の資料のみを比較してみると，次の通りである。

　　　　　　1交の平均交節数　　　　総交数　　　　総交節数

　　　女製…相互　　　　3．62　　　　　　　　　　　　　2842　　　　　　　　1G2フ8

　　　男聾…相：互二　　　3．87　　　　　　　　　　　　　2843　　　　　　　　10994

　B常談話の弓丈記数3．81に較べて，女性相互の会話は比較的短いというこ

とができる。

344　年齢と丈の浸さ

　日常談話の資料の中には，2，3，61，62，88のように若年属相：互の談話

であるものと，59，76，97のように壮年層相互の談話であるものと，98，86

87，79，67，24，15，66，70，100のように若年三三交互の談話であるもの

と，大別して3つのものがある。若年壮年交五の談話では比較的壮年層の正

書量が多い。いまこれらを1：丈の平均丈節数を目印として，短い順にならべ

てみると次の通りになる。

　　　　　　1交の軍均交節数　　　　総丈数　　　　総丈節数

　　若年層相互　　3．37　　　　　　3394　　　　1．1454

　　領置交互　4．02　　　　　4914　　　19741
　　舗士年層絹工ζ　　　4・09　　　　　　　　　　　　±81Q　　　　　　　　　741．1，
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　日常談話の総平均：交節数は3．81であるから，若年層は短く，壮年層は長い

傾向が見られる。

545　教養・相手と丈の長さ

　藏常談話の資料の中には，義務教育終了者根互の談話とそれ以上の学歴を

有するもの相互の談話とその両者交互の談話との3つのものがあるが，それ

らの聞には1丈の平均丈節数を島印とした二合，とくに差異のみるべき’もの

はなかった。その平均二一数は，義務教育終了者相互で3．38丈節，それ以上

の学歴を有するもの相互の談話で3．55一節，両者交互の談話で3．98丈節であ

った。

　また，談話の聞き手が1人の二合つまり対談の富合の2471文と聞き手が2

入以上の揚馬の7647丈とを平均丈節数を目印しとして比較してみたが，その

聞に差異のみるべきものがなかった。その平均：交条数は，前者3．90文節，後

者3．79丈節であった。

　また談話の相手が五いに未知の間柄である6590丈と互いに既知の問柄であ

る1840文と既知・未知を混じた1688丈とを同様に平均文節数を因印として比

較してみたが，ここにもみるべき差異はなかった。その平均文節数は，未知

3．73丈節，既知3．68丈節，未知・既知4．44丈飾であった。

346　墓礎器調と交の長さ

　日常談話の1資料の中には，2，3，59，61，62，66，79のように「だ調」を

基礎話調とするもの，70，86，87，88，97のように「ます・です調」を墓礎

話調とするもの，24，67，98，100のように「だ・です調」を基礎話調とす

るもの，15，76のように「です・ござレ・ます調」を墓礎話調とするもの，大

別して以上の4つの種類を含んでいる。いまこれを平均丈箇数を目印として

短い順にあげると次の通りである。

　　　　　　　　　1丈の軍均丈節数

　溝　　　　　　調　　3・　S6

総交数　　　総交節数

4e98　15996
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　です・ございます調　　3．81　　　　　　992　　　　3フフ5

　ます。です調　3．　86　　　2718　　10464

　だ・です調　4．38　　1910　
8373

　日常談話の総平寛々単数3．81と較べて，「だ調」の短いことは注目される．

347　談器の昌的・態度と丈の長さ

　日常談話の資料の中には，2，3，24，59，61，62，66，67，70，79，98，

100のようになごやかな態度で感惜的な反応を主騨勺としている談話と，76，

86，97のようにやや改まった態度で感情的反応を主臼的としてV・る談話と，

15，87，88のように事務的な態度で知的．反応を主副約としているものとの3

者が含まれている。これらを平均：交節数の短い順に示せば次の通りになる。

　　　　　1交の平均丈節数

竈　務　的　　　3．61

なこ＝9やh｝　　　　　　3．7フ

やや改まる　　　4．17

総丈数

1376

フ064

16フ8

総交節数

　4960

26635

　70kl

　事務的な態度の知的反応を主目的とする談話に丈が短い傾向がある。これ

は公共的な施設における談話が短いこととも密接な関係があるであろう。

　さて，丈の長さにとってこれらの条件のどれが強く響くかは，この調査か

らは知ることができない。そうした分析に堪える資料の採集が行われていな

いからである。…般的には，下町地区以外で採集した，家庭内での，男性梱

互の，壮年層相互の，「だ調」を基礎話調としなb，やや改まった談話は丈が

長いと想定される。反対に，下町地区で採集した，公共施設内の，女性相互

の，若紫層相：互の，「だ調1を基礎話調とする，：事務的な談話は丈が短いであ

ろうと想定される。H常談話の資料巾，最長平均文節数を示すNo．24はそれ

らの6つの条件の4つをみたし，他の2つの条偉にも近く，次長平均丈理数

を示すNo．67はその条件の5つをみたし，他の1つの条件にも近い。また，

最短平均丈節数を示すNo．2，次短平均丈節数を示すNα62はともにその条

件の3つをみたしているg
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4　文 の 構　造

41成分の組合せ

　一般に談話語の丈の構造は簡単であると言われている。いったい，談話語

の丈の構造の実態はどのようであろうか。また丈の構造を有効に調査するに

はいかなる方法によったらよいであろうか◎試みに成分の組合せという面か

ら調査してみた。盗料はテープ10巻，比較資料としてニュース3巻。

411　「次」の多少

　次の三つの丈を成分の組合せという点からみると

　（1）本オ　読ソダノヨ。

　〔2）　オモシPイ　本オ　読ソダノヨ。

　（3）アナタガ　オモシPイ　本ダト　ユ・・一カラ　読ソダノm。

　（1）と（2）との「本オ」は述語の「読ンダノヨ」の連用修飾語である。「読ンダノ

ヨ」と第一次的な関係にある。これに対し，（2）の「オモシロイ」は本の連体修

飾語であって，「読ンダノヨ」に対しては第二次的な関係にある。さらに③の

「オモシロイ」は「読ンダノヨ」に対して，第三次的な関係にある。この三つの

文は成分の組合せの上から，次のように表わすことができるrJ

　　用修　　　述
　（1）　本オ　読ソダノve。

　　　（体修）　用修　　　述
　〔2）オモシロイ本オ読yダノヨ。

　　　（主　　　〔体修〕　　用修）　述。用修　　　述
　（3）アナタガ　オモシロ・イ　本ダト　＝L・tWカラ　読ソダノm。

　田中の成分が述語に対して幽幽次の関係にあるかということ，述語と最も

間接的な成分が第何次の関係にあるかということに着霞すれば，この三つの

丈はそれぞれ一次の丈，二次：の丈，三次の文であると言える。

　このようにして，談話語の丈を「次」の多少ということから調査すると次の

ようになる9
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〔衷21）「次」の多少

Ree1個口翻四一諮諮諮嬰勢勢穿勢勢
2　女子学生

64　三鷹女工

79　無尽の会

98　友の会
61　学生座談

87　職安男子

67　N家座談

3　1夫妻
93　魚　　屋

97　U氏；談

563

S90

484

478

400

333

353

578

528

386

79．0　　ユ6．5

80．　4　！4．　1

72．0　22．7

74．8　19．2

69．　6　24．　5

7B．　O　20．±

66．3　　24．フ

74，6　！7．9

67．2　2i．2

71．1　！7．8

3．6

4．　6

3．2

5．　2

4．　7

2．　6

6．　6

6．　0

8．5

7．　0

O．9

0．　8

1．　1

0．s

l．2

1．　9

2。工

1．2

2．3

3．　0

O．2

0．8　O．3

　　0．2

O．　4

0．3

e．2　o．2

0．7

i．　o

　　．．．一一＞K　！43　9．1　14．7　24．S　2L　7　ll．2　13．3　4．2　O．7　O．7

　これによれば，談話語においては一次の丈が圧到的に多いQ二次，三次，

四次………となるに従って，その数は少なくなる。七次以上の丈はこの調査

においては現れなかった。＊　これは談話語の一・つの特質であると思われる。

　これに対して，＝ユースでは三次，四次の交が多く，一一次の丈は少ない。

また九次に及ぶ丈も現れている。談話語との差異をはっきり示すものと考え

てよかろう。

　もちろん，談話語の中においても，各巻ごとに多少の差が見られないわけ

ではない。たとえばR．2（女子学生）やR．64（三鷹女工）の揚合には一次の

：丈が比較的多く，二次，三三次，四次などの丈は比較的少ないが，R．24（学生

座談）やR．67（N家座談）やR．　93（魚屋）には一次の丈が比較的少なく，

二次，三次，四次の交が比較的多く現れている。

　これは話題や球面とも関係していると思われるから，話し手の丈化的社会

的条件をもって，直ちにその決定的要因と見なすことはできない。けれども，

たとえば，R．61（学生座談）とR．2（女子学生）との間には一次の丈の割

骨　ζこでは～一部分で弟ろうとTよく陶逐とれなかっブζ文は，調査対綜から除いてあるg
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奔におい℃，約10％め差異があるが（R．2に1多い），R。61（学生座談）の揚

合が，個人の住宅の居閥で，野球。アルバイト・酒。写真などを話題とし，

R．2（女子学生）の揚合が教室で，修学旅行・先生などを話題としているこ

とを考慮するとしても，話し手の条件もまた重視しなければならないであろ

う。

　なお，「次」の多少と丈の長さとの関係について言えば，一一般に，多次の丈

ほど長くなる傾向がある。

412成分の組含せの型

　談話語の丈においては，成分はどのような順序に組合されているだろうか。

成分の組合せについて，その型を調査してみた。便宜：上．，第一・次の成分＊の

紹合せの型および第二次以下の成分の組合せの型について述べる。

4｛21第一次の成分の組合せの型

41211第一次の成分の組合せの型1

　第一・次の成分のうち，主として主語。連用修飾語・述語について，その組

合せの型をみると（表22〕のとおり。

　　主語をa，連用修飾語をy，述語をb，連体修飾語をt（連体修飾語が第一次の

　成分となることはほとんどなレ・Q陳蜀として，ここでは連体修飾語を取り扱わず倒

　置の場合に限って取り扱うことにした。）独立語をdと表記する。～は主として二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　次以下の成分に対して述語となっていることを示す。参考としてニュースにおける

　型を示した。　（　）の型はニュースだけに現れた型である。たとえば

　　用修　　　述
　（1）　本オ　　読ソダノヨ。　…　■■・…　■4・・…　一・…　一・・・・…　一・一・一・・…　■一・・・…　■・・・・・・・・・・…　一・y，　b

　　　（体修）　　一六　　　述
（2〕　オモシロイ　本オ　読ソダノm。……………・……・・…………・・………．＿y，b

　　　（主〔体修〕用修）述。用述
（3）アナタガ　オモシロイ　本グト　ユP一カラ　読ソダノヨ。………………』，b

　　（主）　述・主（講修）述。用　　述
（4）春が来1レノワ誰＝トツテモ喜ビダヨ・”…………’”……曳￥即

＊　述藷および述藷と第一次の関係にある成分を第一次の成分とよぶことにする。デeだし，連体修簸語は除く。

　接続，よびかけ，応答，聞擢などの独立語の成分竜pmdiy）（の成分とする0第二茨の成分，第三次の成分もζ

　オしに準じて考える。　　＊＊以下このような成分を述。圭の成分，述・用の成分などとよぶことがあるQ
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C表22〕箪一衣の成1分の組合せの型1
ζて1一』R66ゴ．No：一』』幽’．……

　　　・．＼tt略称
　型　　　　　　 c…．．＿．

t　 t　u m　 ．

　総数

b

b

yb
yb
yb
yb
yyb
yyb
　ソyyb
yyb
yyb
yyb
wノ　 @　　へ

yyyb
yyyb
yyyb
yyyb
yyyb
yyyb
．yyyb
yyyb
ヘアハい

yyyyb
yyyyb
yyyyb
　　　へ

yyyyb
　　yyyyb
yyyyb
へ　へ

yyyyb
　ル　　　　　

yyyyb
yyyyb
yyyyb
yyyyyb
yyyyyb
yyyyyb
yyyyyb
yyyyyb
Vx－Vs

ゴ
生
談

　6

w
座

1334

　11

507　1

　21
　　s
18S

　2
igo　1

　4刊
791

　11
　20　I

　il
，2　1／

　61
よ3｝

41　lii

　　：

　7］

7
2
1
1
4
6
0
2
1
2
2
1
6
1
↓
1
！

－
　

l
　
　
　
　
l

3
2
8

1
　
　
6

1

22

3
3
ワ
嘱

2

1

2

ミ
3

2

1

1

”2’” P’um’64一’1””’79

女子　三鷹　無尽
学生女工の金．
209

　1

63

20

（
O
（
b
1

1

4

3
工

8
1
ρ
0
1
3

8
　

7
　
！

1

9
4
8

工

1
　

2
1
　nb

　98

友の会

i

2

1

3
1
【
b

芦
0
　

5

！

3
　

0
5
8
　
1
　0

2
　

2
　
　
　
　
　
　
1

2
7

ユ32

　3

4フ

　：

　i
27　i

　1

16　1

21
511・

　：

5，

kl

　　　　　　1
2i　T
lli　21

　　　M　3’

ll　2
2
1

　　　　1／

±i　1，
li　ii’

　1　！i

i，！

　i

三諦1塔あ宿二＝

墾副．蟻1．．IL＝ス

ー

フ
3
6
1
6
2
9
0
3
1
9
工
4
⊥
8
5
1
6
1
0
1
1
2
4
4
工
1
0
2
1
3
0
0
0
0

4
　
7
　
6
　
7
2
4
　
　
　
1
　
　
2
　
　
1

4
占
　
1

∩
∠
　

2
　

4
　

7
1
4

9
　
2
　
一
　

ユ

3
　
6
つ
》
2

1
工
　
　

2
1

2
　
　

1
　
　
1

11

±

i1

3
3
1
0
Ql
一
工
4
3
工

ユ
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型

励荒さ1湘3誉　．．r

　×　　x．．“．
yy”yy”y．．石
　．．．ドL　　　＞、

yyyyyb
、．ヘ　　　　　　　

へyyyyyb
～・「｝い

yyyyyyb
yyyyyyyb
　　　　ちノへ　

（yyyyb）
　へちへ（yyyyb）
ぺ　へ　ドへじヘリヘドへ

（yyyyyb）
施
b－d

ybd
Y．bd

yyybd
　、．ド．、

bt
bt
yybttt
by
by
　vxby
yby
yby
yby
　ドヒ

yby
M　　　 「．｝

yyby
yyby
yyby
yyby
yyby
xybγ
yyby
、｛へ

yyyby
yyyby
byy
ybyy
ybyy
yybyy
、、．、

yybyy
　　　、〆、．、（

戦竺打数雌劃蘂墜監

一
2
1
1
1
　
　
　
2
2
4
2
1
1
1
1
7
3
1
9
1
7
3
6
3
1
5
1
1
1
1
ー
ユ
4
1
1
！

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
2
ユ

4
1
　6
3
2

1

2
！

1
3

1
！
1

2
1

9
　
6
　
4
も

1

塾・講幽

5

1

1

2
1
「
　
2
2
2

3
一
　
フ
2
　1

1

i

2

i

！l　！1　1

　　　ユ

エ
2
1

　　　81

　1

　　二童

i－堰fii”’ww”’一’

i／i

ili　！

1
1
2
0
1
1
1
0
6
0
1
7
3
0
2
5
3
1
2
0
0
0
よ
工
G
2
G

－
「
⊥
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く、．_蓑δ611瞬6．
　　　．．．．・一．．．．．、、．．略称

型　　　　 ＼一一一．＿．一、．

yybyy
い　　　　　　　　　　　

㌦yyybyy
yyybyy
　　　　　へbyyy
　いx一一

yyybyyy
ab
ab
ab
ayb
ayb
　一㌔

ayb
ayyb
ayyb
ayyb
ayyb
Mayyb
へ　　　　　　　　

＞ayyb
　一．．、一¶～

ayyyb
ayyyb
　　略ayyyb
　いayyyyb
ayyyyb
　　ソヘヨ　

ayyyyyb
　略yab
yab
yab
yab
yyab
yyab
　　～¶yyab
　～yyab
㌔yyab
　い＞yyab
＞～yyyab
yyyab
　　ムyyyab
　へyyyab
へ

総数
一下屡華

　）L　i．

　2

　1

　i

　l
313

　8

54

146

1S

15

33

　6

12

7gL”

無尽
の会

3
工
1
7
4
3
3
！
工
9
3
0
5
3
2
6
3
1
6
4
4
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
1
3
　3
　
　
2

2
2
9
3
6
4
3

つ
u
　
　
　
l

3

フ

i

1

1

2

1

i

7
1
0
0

4
　

1
1

2
4
1

3
3

7
2

2

i

1

42

7
3
1
2
1
2

1
一

6
1
43

2

i

34

7
0
3
1
6

　
2

2
1

1
2
3
⊥
7

1

1
1

友三会1薦

33

3
4

　
1

2
【
∠

1

1

1

7

6

8

1
3

1

1

19

1
8
2
1
3

1

1

1
1
1
P
b
1

2

「
⊥
2

1

　　　i
　　　1その他iニュ
4巻1一ス

　21i

s
il’

，，g　i1

5
1
1
i

4
4
1
喚
3
4
6
3
1
0
1
0
1
2
0
0
6
8
6
4
1
2
3
3
0
6
1
3
7
4

2
6
　
　
　
烹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　

1
　

1
　
　
1

6
2
ユ
4
5
1
5

5
3
2

つ
∪
3

1
守
⊥

3
工

l
l
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’＝?”’r’

@．Reel　No．

型　謄亜」総数

yyyab　　　iへ　ヘ　　　　　　　　　　　　　 ト

yyyab　　l’へ、＾略 @　　　　　　ヨ

yyyyab　　lヘハ　　　　　　　　　　　　ミyyyyyyyabi

　　～＾　　　　　　｛

yayb　　　　i
　’へ　　　　　　i
yayb　　　i．、（

yayb
．、．へ　　　　恥～

yayyb
yayyb　　i
ya芝yb　　i
yayyb
、「、

yayyyb　　…
・・yyyb　i
～　　　 、．’、

yyayl）
yyayb
　　　へ
y況ayb　　i
yyayb　　i
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yyayb　　　i
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AM @　　　　　　　i
yyayb　　　；A　－O，t”．ヒ　　　　　　　i

yyayb
、」～㍉へ　　、．～

yyayyb
yyayyb
　ヒドぬ

yyayyb
yyayyb
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yyayyyyb
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yyyayb
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2
1
6
2
1
1
1
1
i
1
1
1
2
1
1
2
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2

」
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1

よ
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2

1
1

1
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

－
1

1
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．
と

　
．
言

　79　1　98　1　87
．墾．i聖嬢糞案

　　　　　　　　1

2

！

1

1
2
　1
　
　
！
　
　
！

i’　l
　i’

II

1

i

1

！
1
4

　　　1
その他｛：ユ

4巻トス

l
！
1

1

1

1

1

嵐
一
　
　
工
2
　
　
1
　
　
1

1
1
1

O
工
0
0
3
1
2
6
2
6
0
1
0
1
1
3
0

　
　
　
　
ユ

0
5
1
0
1
1
よ
0
0
1
1
0
⊥
O
l
Q
O
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×　Reel　No．

型＼
（ayyyb）
　へ　　　　い
（ayyyb）
　　い（ayyyb）
へ
（ayyyb）
　しドへへ　　へ

（ayyyb）
ヘヘへ　へ　　　　い
（ayyyyb）
　　へ　　

（ayyyyb）
（ayyyyb）
（yyyab）
　へら　　　　　　　　

（yyyab）
　レへしレリへ　　　へ

（yayb）
　ねへヘロ

（yayb）
ヘリドドへ　りい

（yayyb）
　ヒリへ　　　　　　　　　ゆ

（yayyb）
　レリへじドヒゴへ

（yayyb）
　へ　　ヘ　　　　　へへ

（yayyyb）
（yayyyb）
　ロ　へい　　ロ　　　　　　　　　　　　 ｵ　　　　り　もドへ　

（yayyyb）
　　に　し　　　　　 マエれ　　　　　　へ

（yayyyb）
　ロド　へ　　　　 しヘロヘドへ　し

（yyyayyb）
　めパへ　　　ヘ　　　 へ　　げ

abd
aybd
yyyayybd
abt
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aby
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ayby
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ayyby
ayyyby
yaby
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フ
2
1
1
1
6
4
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2
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1
2
2
8
4
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辱
よ

丁
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竜
挙
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子
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女
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sx．?．　Reel　No．”

型＼ k垂
il一／・：・＝・一＝W“T＝．　T”＝：＝．．．

　　　61

総数騰
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＼＼一．．、．Reel　No’

　　．’＼．＼．、略し称

　　　　　ヘへ　型　　　 ～＼＿
aayb
aayb
　　へaayyb
aayyb
へaayyyyyyb
　　　　Mへayab
ayab
　　ロゆayab
　瓶ayab
、，．、

ayab
～　　　燃ayyab
ayyab
ayyab
　へ、一yaab
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yyaab
yyaab
ayayb
ayayb
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　ル　　　　　　　　　　　 コハもド

yaayb
yayab
yayab
　　～yyyayab
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　（ayyyyab）
　　　　　コい
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　｛・N　　　　　　 x．x

aaby
aaby
aaby
　＞　　　　Vs．

aayby
aayyby
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　　i　61
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1
1
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1
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3
3
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一
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1
2
1
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子
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ユ
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O
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ユ
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l
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＼蓑ee三No．　　1
　　＼＼＼旧称　　　　　　　　　総数型　　　　　．＼＼

yaaby
aba
aba
aybda
abay
abya
ayyba
yaba
yyaba
yayba
yayyba
yyayba
aaab
ayaab
ayaab
yaaab
yaaab
Yaayab
yyaayab
yayyaab
（ayayab）
aaba
yaaba
abaa
d

dd
ddd
ddd璽．＿．

1
4
2
1
工
1
1
2
工
l
1
1
2
2
エ
ユ
ユ
ー
工
1計　253

　　1

　　2

　　1

　フ42

　17

ほ
1　4693

4
鷹
工

6
三
女

2
子
慮

女
学

1
生
動

6
学
座 1

！

79

無尽
の会

工

工

　§合

友の会

1
1
19

よ

1

g31　us

l
l

l
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
l

400 　　　563　iS90

0
2

2
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1
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1
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姦
肝 その他
4巻

1

1

1

6
∩
）
∩
」

戸
b
工

333

：孟

0
3
工
0
0
0
工
1
！
1
0
0
1
G
O
O
l
l
l
O

　ol

劉
33

〟
@
i
l

別
1845　1

1

143

型の種類は253である。しかし，この253種の型がすべて同じように用いら

れているのではない。1回しか現れない型が126種の多くを占めている。この

ことは倒置の型（述語の位置が丈の最後にないもの）が106種あることとと

もに注意すべきである。したがって少灘の裂が頻用されているということに

なる9
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11回以上用いられる型は，次のとおり。

　　　　　　　　〔袋23〕第一t次1，11回以上の型

順位i
型 頻覆日 額位i

　　l
型 陣麟

2
3
　
！
7

　
1
　
　1

3
〔
b

4
8
9
1
2
7
1
5
8
1
3
1
7
！
6
1
1
1
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互
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yb
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YYb
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評陣類（IZ、％1

　3i3
　　57

　146
　　16

　　1S

　　33

　　12

　　89

　　13

　　30

　　33

　　23

　　33

　　26

　　！2

　　24

　　21

　　20
1　T422百…一

1（g6r％’）

　このように少数の型が各巻を通じて頻繁に用いられる傾向がみられる。こ

の頻度数の多い型は一般に型として単純であり，また長さも短かい。

　これらのうち特に多く用いられている型は，b（1334回），　d（742回），　y，b

（507回），a，b（313回），　y，　y，　b（190園）などである。頻度数の多い順に，

上位の10の型についてみると，延3626交を占めている。これは総数の77％に

あたる。ニュースにおいても，談話語：偉どは？きりしてセよいなか？；たが；大体

同P傾向がみられた9
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　これらの型を①主語が二つ以上ある丈（総主のある丈），（2）主語のあ

る丈，③　連月修飾語と述語とからなる文，（4）独立語だけの丈に分けてそ

れぞれに属する型の種類と文の数とをみると，次のようになる。

　　　　　　　　〔表24〕第1次，型の種類と交の数
　　　　　　　　　　　　　　　談話i擾　　　．t　　　．…盗コ⊇～．．

型 鐡響のi丈蝋％）

　　　　　　　　　　　　総主のあ敬　　　159（23・3）
三セ語のある丈　　　　　　　 116（45．8）

電課のない丈（用，述）　　74（29．2）

主語のなし・文　（独立語）　　　1　　4（　ユ．6）

110（　2．　3）

1126（24．　0）

2694（57．　4）

763（k6．　3）

型の種類の
数（％）

女の数（％）

6（　8．　6）

47（67．　1）

17（24．　3）

o　l

6（　4．　2）

84（58．フ）

53（3フ．1）

o

t’

@計『1253（…）「4693（・・。）「・・（…）；・・3（・6・）

　総主や主語のある丈は型の種類は多いが，丈の数は少ないことが注爾され

る。また独立語だけで丈を成立させているものが談話語にはかなりあるが，

＝＝・・一スには現れないことも注意しなければならない。

　ところでニュース放送の文の構造は談話語とかなり違っているが，談話語

のなかにおいてもそれを規制するさまざまな条件に応じて，丈の構造に差違

が見られる。いくつかの特畏的な項嗣について各巻ごとに調査した結果は，

〔表25〕のとおりである。

　これによれば，主語を含む丈の数は談話語においては平均して26％である

が，R．61（学生座談）やR．79（無尽の会）やR．67（N家座談）やR．93（魚屋）

にやや多く現れている。これは表現内容や揚面とも関聯するものと思われる。

しかし，それはともあれ，＝＝　＝一一スにおいて63％の多くを占めていることは

談話語と比較して興昧深い。

　倒置の丈は談話語においては平均して7％ばかりであるが，比較的にR．61

（学生座談）やR．79（無尽の会）やR．3（1夫妻）に多く現れている。くだ

けた表現の揚合に多いようである。R．87（職安男子）のような改まった揚合

には少ない。ニュースにおいては倒置の文は一度も現れなかった。＊

＊1郷のこと1設騨のceば中村遍床轟生聯鍔
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〔表25〕丈の禰造の特徴

霧海詳証文．・数誘錨膿踏馨£凝鏡矯類
総 数 4693　1238（26．4）　347（7．4）　217（4．6）　253（6．4）

談
生
工
会
会
子
談
・
妻
屋
談

座
学
女
の
　
男
鰹

　
　
　
　
の
　
　
夫
　
氏

生
子
謄
尽
　
安
家

学
女
三
無
友
職
N
I
魚
U

1
2
4
9
8
7
7
3
3
7

6
　
6
7
9
8
6
　
9
9

400　i16（29．　0）

563　132（23．　4）

590　126（2L　4）

484　150（3L　O）

478　l19（24．　9）

333　74（22．　2）

353　109（30．　9）

578　i5i（26．　1）

S28　169（30．　1）

386　102（26．　4）

41（IO．　3）

29（　S．　2）

46（　7．　6）

49（IO．　1）

39（　8．　2）

IO（　3．　0）

28（　7．　9）

S！（　8．　8）

39（　7．　4）

16（4．1）

12（3．　0）　67（14．　3）

2！（3．7）　　　57（ユ0．ユ）

i6（2．　7）　70（！i．　9）

20（4．　1）　73（！5．　1）

21（4．　4）　68（14．　2）

28　（8．　4）　61（18．　3）

ll（3．　1）　61（17．　3）

30（6．2）　　　フ9（13．フ）

33（6．3）　80（15．2）

26（6．　S）　68（i7．　6）

　　：．un；T．　MA．rc，43”rmww，一”5（li，SJrm．　g　muum，pt（o）　mi，30．　i）tw，4g．　o）

　　　　　　　　　％は文の数に対する

　成分五以上のものもR．87（職安男子）に多いが（8％），＝L一スにおいて

は30％を占めている。

　型の種類のi数においても，R．87（職安男子）に　多いが（17％），ニュース

においては49％となっている。また，ニューースにおいては丈の数は143であ

って多いとは言えないが型の種類は70もあり，特に談話語には現れなかった

型が32ほどあることは注意しなければならない。

　総じて談話語は丈の構造においても，ニュ　一一スなどとかなり様相が違って

いることが：わかる。そして談話語の中においても話し手や表現的内容や揚面

などの相違により何程か（δ差異を見鼠し得るようである。

41212第一次の成分の組合せの型2

　以上は，第一・？kの成分のうち，主語・連用修飾語・述語の組合せを中心と

したものである。そこでは253種の型を見出すことができた。しかし，談話

語においては応答，呼びかけ，間投などの独立語が多いのである。＊もし，こ

＊談asのことばと放送のことば中村遍夫雷藷猛活第2号
　はなしことば序　債佐皐敦子　国語二丈　22の3

　潔し言葉と鍵書薬遠粥講講螂第2場
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れらの独立語を含めて，組合せの型を考えると型の種類はかなり多くなる。

また，連体修飾語を受けているかどうかに着醸すれば型の種類はさらに多く

なる。かように．して調査すると型の種類は768種ほどになる。いまいちいち

の型を述べることは紙数の砂土上できないが，例をR．61（学生座談）R．2（女

子学生）にとって示せば次のようになる。

一は連体修飾語をうけているもの。対照の成分は原則として圭成分と一括して示す（爾1・風が吹イタ→a，b、Qた

だし，kのような揚合はdとして示す。（学較ニモ行キ，工揚ニモ行ク→d，y，b＞o

　　　　　　　　tyx．　Vx　　　　　　　　　　〔表26〕第一次の成分の組合せの型2

型Ree王．Nα ｣／藁護一助／＼舞…二半聖璽駈羅調毒塞
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　〉＝xR．9・1　N・7略称…61．．w2阪　　　　～一～・～．一＿．．＿生熟談子豪生　　型
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A＼一＼．．．Reel　No．略紘
　　型．＼』、一一一～．・．．一＿．．～．．一＿．一
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　以上の表によってもわかるように談話語には独立語を含む丈の数が多い。

したがってまた独立語を含む型も多い。テープ10巻全都について，独立語や

連体修飾語を考慮すると，第一次の成分の組合せの型は768になるが，それも

談話語に，呼びかけ・応答・閥投などの独立語が多いことを考える必要があ

る。このように独立語を含む丈の数が多いことはR．61（学生座談）やR．2（女

子学生）の揚合に限らず，談話語一般の特性と考えてよい。

　談話語のなかでも，話し手，話題，揚面などの相違により，かなりの違い

が見られる。たとえば上記のR．61（学生座談）とR．2（女子学生）の揚合を

例にすれば，独立語を含む丈の数はそれぞれ99と267であってR．2（女子学

生）の方がずっと多い。d，b（たとえばマーソーデスカ）という一つの型に

眼ってみても，R．61（学生座談）ではこの型の丈が10回現れているのに対し，

R．2（女子学生）では63圏も現れている。

　これは話し手の個性ということを始めとして，さまざまな条件を関係づけ

て考えなければならないから，これをもって，直ちに男子学生と女子学生とい

うことを決定的な条件とするわけにはいかないが，要するに談話語において

独立語を含む文が一様に用いられているのでないことを知ることができる。

　この独立語を含む丈の型は，基本丈型などを考える地合には重視しなくて

もよいかもしれないが，談話語の丈の構造の実態としては注意すべきものの

一つであろう。

　雑体修飾語によって修飾されているかどうかを考慮すると，やはり型の種

類の数にかなりの影響を及ぼすことがわかるが，連体修飾語については後述

する。

　制止法により，述語と対等の成分を形成する丈（たとえば，雨モ降り，風

モ吹ク）は談話語には少ない。＊（dに注意）

41213第一次の成分の組合せの型3

＊　談請のこζばと款送のことば　中村逓夫　雪語庄活　錦2号
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原則分が二：二次以’下をうけているかどうかを金く無視し，

連用修飾を中心として丈の述語，ただ主語，こせずに，

，
成
考

の
も

第一一・次次に，

として独立語を

構造を調査すれば次のように．なる。

3第一次の成分の組合せの型〔蓑27〕
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　このような第一次の成分の組合せの型については，さらにこれを50種ぐら

いにまとめることも可能であるが，いずれにせよ，談話語において，第～次

の成分の組合せという観点から丈の構造をみるときには以上述べたようなこ

とが特徴的なものとして注意されるであろう。もちろん具体的な丈は第二次

以下の成分が結合した統一体であるから，第二次以下の成分の組合せの様相

をも統一的にみていく必要があることは言うまでもない。

4122第二家以下の成分の組合せの型

41221第二次の成分の組合せの型

次に文の第二次の成分の組合せの型の調査をしてみると，次のようになる。＊

　これは連体修飾語の揚合を除いては，主として述・用，述・主，述・独などの

〔表28〕第漏次の成分の組合せの型

型
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漏ユ
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1
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7

＊　ここでは文全体が臨きとりにくbもの竜，この部分がよく聞きとることができブこときは調査魑象に加えてあるo
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成分の内部構造であるが，こめ場合にも少数の型の頻度数が著しく高い。談

話語と＝ユースとを比較すると型の種類が延の数に比してニュ・・スに多いこ

とが注意される。＝L－wスには談話語にない型が17もある。これはやはり第

二次の型の延の数が談話語においては丈の総数の半分以下であるのrc＝　L一

スでは二倍以上あることや，＝＝・p・・一スに連体修飾のものが多いことともに談

話語とニュースとの違いを示すものであろう。

　談話語において，11回以上現れた型はつぎの14種である。つまり表29に見

られるように，多く用いられる型はやはり大体において簡単であり，短かい。

　　〔表29〕第二次，1聰以上の型　　　　この14種の型は型の種類としては全

　　　　　型　　陣麟　体の2・％畷ぎな・・の晦の数は錨

Y　［　555
Y’　［13g；；　　　1’釜

g－y，　1　sg
YYY　1　17　　　　　　　　　　1　iio“互

書y　　隠
xl，　l　ig

yay　1　i2
動一＿鹸
　　　　　　　　　　1　（g4．　o％）

とが言える。

の94％を占めていることは十分に注意

しなければならない。

　この様相は各巻を通じて言い得るこ

とである。もちろん各巻ごとの差異が

全くないわけではないが（第二二次以下

の丈の構造が各巻ごとにどのような差

異を表しているかは後述する），この

14種の型などは大体において，どの巻

においてもかなり頻繁に用いられてい

る。このように少数の型が頻用される

ことはニコ．一スについても，同様なご

　次に，第二次の丈の構造（述語と第二次の関係にある成分の組合せの型）

について，（ユ）総主のあるもの（主語が二つ以上あるもの），（2）主語が一つ

あるもの，③　主語のないもの（主として連用修飾語よりなるもの）（4）連

体修飾語よりなるもの，に分類して，それぞれに属する型の種類の数と延の
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虻表30）箪鳳吹，型の種類と女の数

型
談　話　　語 ：　ユ脚憎ハ

型誘類　延（％）　型躇穎　延（％）

驚瓢羅・）据翻，壽爾．、震；．，1欝
篇…　も・　｝・・（・5・・）95・（47．・）・3（…）・37（・6・。）

．整．能鑑堕聾＿」1．g．『二〇）＿『懸『『二や一．一．従熟燈＿興蔓1≧．一一

　　　　　計　　　｝　　　　　　　　　　　　　67（IOO）　2022（100）　43（iOO）　38i（100）

数とをみると〔表30）のようになる。このうち①，（2），③は主．として述。主，

述・用，述・独の成分の内部構造であることは既述のとおり。

　この表によれば，型の種類は主語のあるものに多くみられるが，延の数は

つまり頻度数は，主語のないものや連体修飾語に多い。これはニュ・・スにお

いても同様であるが，＝ユt一一スにおいては連体修飾語によるものが特に多く

なっていることが注意されるのである。（＝ユー一　Xにおいて，第三次，第四次

など多次の丈構造のものが多く，したがって第二次の成分の組合せの型にお

いても，うける成分が談話語の丁合より多いことは当然であるが，いまはこ

のことに深くはふれない。）

41222箪二次以下の成分の組合せの型

　以上は第二次の成分の組合せの型を総合的にみたものである。そこでは，

各巻ごとの言違（話し手，話題，二面などに規制されている具体的表現にお

ける型の相違）や，うけている…次の成分の別による相違（うけている一一i次の

成分が述・主であるか，述・用であるかなどによって，かかっている二次以

下の成分の組合せの型に柑違がないであろうか）などは考慮されなかった。

　次に第二：Ll次以下の成分の組合せの型をこのような点を考慮しながら示すと

〔表31，32，33，34，35〕のとおり。

　ここでは，述・主，述・用，述。独（用言の中止法などにより，述語と対等の

関係にあるものなど）などのそれぞれの…次成分ごとにまとめられている。



100

　また，一次（わ成分が連体修飾藷にLよって修≡飾さ矛してし・る揚合にしほ，その連

体修飾語が三三次以’下の成分をうけているものだけを掲げた。

　対等の関係にあるものは原則として，ここでは取り上げていない。（たとえ
　　（隠）　　　霊　　　　述　　　　（射）　　　　用　　　　　述　　　　童　　　　（紺）　　　　述

ば，雨ト　風ガ　吹ク。勉強ヤ　運動オ　スル。コレワ　弟ト　妹デス。の

ような揚合には対等の関係にある「雨ト」，「勉強ヤ」，「弟＞」，は第二次の成

分と考えてよいと愚うが，ここでは取り上げなかった。）

　また，連用修飾語（副詞）が連用修飾語（副詞）を修飾するものもこの表

には掲げていない。＊
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蔚　以上の理由などにより，この表の数字と〔表28〕などの数掌とは一・9｛に微細な異動があるo
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i　　・　　　　・2
i　　　　！　　　　　　　　　　　　　　l
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（y）by，　y

（y，y）by，　y

（a）by，　y

（　a，　y　）by，　y

（　a，　y，　y　）by，　y

（y，　a，　y　）by，　y

（y）by，　d，，　Y

（　y，　y　）by，　d，　y

ycy）by

yCa）by

｛y，y，y，y）byC　t）y

（　a　）by［　y　）by

（　y　）by（　y　）bd2，　y

／d　，fC　t）y，　y，　y

／d　，／fd，／（t）y，　Y，　Y

y（t）y，y

y，y｛t）y

（y）by，　y，y

C　y　）by，　y，　y

（／d　3／　y，　y，　y）by，　y，　y

（d7，　a，y）by，　y，y

（a／d　4／　y，　y，　y）by，　y，y

y（y）by，　y

Y，Y／d，／（y］by

（y，y）by，　y｛t）y

（y，　y，y）by，　y（t）y

（　y　）by（　a　）by（　y　）by

y，yct）y，y

　2’um6ne4－79r98’一’6’r87rm’i　7一一3－93rm97　rmM－rrrm””’

舞謹綴奏の離欝懸夢鰻嘉計

」

i

1

1

！　2

1

工

1

1

1

1

1

1

！

1

i

－
1

1

161
∩
∠
1

1

1
　
　
！

2
　
　
2

ワ
翻
！
　

3
工

　
　
↓
l

　
　
　
1

　
　
　
1
⊥

1

1

工

1
1
1

1

1

1

！

1

　
l
l
工

1

i

i

1

1

i

1
1
1
1
1
6
2
1
2
1
1
1
1
1
！
2
2
2
1
1
1
1
1
工
1
1
4
！
1
1
1
1
1
1
1
1

3
⊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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@　．．．．．．．．、．、．．．．．．．．．．．略称

型

　　　　．．．．．．．2．．．．．．．山．64．．舳．．一ワ9．．…．．’98．．．．．．．．．．．．．．6i．．．．．．．．．．．87　．6？．．．．．．．．．櫨．．．3．．’．．．．．93．．．．’97．．．．．．．．．．．．．

．tt．tttt．tt

ｱ塵毒i肇琶婁嚢？叢綾繋季錘羅委i『牟墨三雲＿

y／d　3／C　a　］by，　y［y，　y　）by

（y　）by，　y，　y，　y，　y

Ct］a
（t］d7，　a

｛t］（t）a

（　y　）ba

｛y，y］ba

［a］ba

［a］／d4／／d4／ba［t）

（y，a）ba

（t）a，y

a（t）y

a／d4／［t）y

（t）a（t）y

［y　）ba，　y

Ca）ba，／d4／Y

a（Y），　by

（t）a，y，y

（y，a）ba，／d4／Y，Y

a（y　）by，　y

a［a　）by，　y

（t｝a，（a］by，　y

a，　y，　y，（t）y

a（y，a）by，　y，y

a（y）y，y，（y）by

［t）y，a

y（t］a

d7，　y，（t）a

y／d4／（t）a

［y　］by，　a

（　a，　y　）by，　a

y（t）a，y

Ct）y，a，／dYy，y
y，　a（a　）by，　y

Ct）y，　y，a

y，y（t］（t）a

2
1
1 1
1

工

1

　　　　1

1　1　4　2

1

1

1

1

1

1

1

1
工

1

1

i

i

1

i

1

1

－
翫

1

2

工
1

、
↓

！

2

！

R
．
．

1　±

1

ユ
ー

1

1
1

1

i

1

1

1
1
1　1

1

計
｛
1
⊥
1
3
1
2
3
3
2
1
1
4
3
1
1
エ
ー
l
l
ー
エ
ユ
ユ
よ
1
1
1
1
1
1
3
1
3
1
1
1
λ
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型
略称

（y，　y，　y　）by，　y，　a

　y（　y，　y　）by，　a

（a）by，　y，　y，　a

　y（y）by，　y／d　sf（　t）a

　y（y）by（y）by／d4／a
信彊・a〕by〔亡〕〔t〕y・y

　Y，　y，　y，　y／d　4／｛　t）a，　y

（t）a，a

　a（t）a

Ct］（t］／d4／｛t）a（y］ba

　（t）a／d4／a（t｝y

（　y，　a　）ba（　y　）by，　a

［t）a，　y，　y，　a

／d　4／　a［a　｝by，　y，a

｛塁1瓢鶉鍛鵠・／・・
bd2，　y，　a

　Y／d　4f　a（a　）ba，　a

’” Q”” U4”’ V9”’98”ua’6’1””87””67””’3”’93”wu97”

麩妻肇灘の講季叢義夫魚螺氏計

1

a

d7〔y〕by，　a／d4／〔a，y，a〕by，　a

（延）

（型の種類）

i

l
I

1

1

1

1

1

1

一
工

1

！

±

1
1

工
l
l
l
！
工
工
－
工
l
l
l
l
！
1
1
1
工

1

199｝　C？5）　〈？？？　〈9？．？｛1　9．）｛26）　｛？e？　（．35？　（5i）　〈？．　7）　（274）

1（ll）　（i4）　（14）　（22）　（i2）　（14）　（！9）　（25）　（28）　（19）　（iog）

［［tjt）y

［［tJt）（t）y

（ry］bt）y

（r　a　Jbt）　y

（rtJy）by
（［t］／d4／rt！y）by

C［tJy）／d，／by

（ryj［　tJy）bd7，　y

（F　y　jby）by

（F　ylbd2，　Y）by，　d　2

（［　a　jr　t　Jby）by

（F　a，y，y，y，y　Jby，　d　i，　y　）by

CrtJy，y，y）by

CY，Y，d7Ft］y）by
Cf　y，　y　Jbyr　a　ij．　by，　y　）by

1

3

！

1
・
⊥
工
1

1　！

1
1
1
1

1
1
1

1　l

1

1

1　l

1
↓
ら

1

4
1
2
3
4
！
！
1
3
1
ー
ユ
ー
工
－
制



le5

Eartllrtjy）by
｛　a　F　y，　y　］by］by

｛［　Y　jbv，　a　）by

（yryjby，　a［tJy）bv

｛（fa］byr　y，ajby，　afyj　．
by）by
（r　y，　y，　y　llbyr　t　ll　y）by

（rtJt）y，y
（ry］bt）y，　y

cr　a　jbt）　y，　y

（ftjt）y）rylbt）y

［rtJy，y）by，y
Cr　y　lb　y，　y　）by，　y

｛F　y，　y　jbyr　y，　y　jby，　a）｛
by，y
　y，／d，／（Ftjy）by／d，／

　Y（rtlla，y）by

　y／d4／［ryJy）by

（rtJy）by／d4／（t）y
，f　cF　y　ll　by，　y　）by／　d，　3f（1　y　1

／bt）y

Cy）by（ryjbt）y

（r　y　jby）by｛　y，　a　］by

｛y／d4／rtJa）by（y）by

（r　y　jbar　t　」　y　）by（　y　）by

Ey，y］by／d4／［rtjy，y）by
（a，y，y）by／d4／（yrtJa）｛by
（［tJY］by／d，／Y，Y

Cylt］y）by（y，a）by
Cff　y，　y　Jby）by，　y，　y

cy，　y）by，　y／d4／（r　t　！l　t）y

［　｛，y，S　d，　6，fe　％／，，y　）by（r　y　」by，

｛（t）y（y）by，　di，　y（t）CF　Y，　y　Jbt）　y

｛rt］t）a

〔ヂyjbt〕a

（F　a　］bO　a

（r　a　Jbt）（　t　）　a

cry，y，yJ．by）／d4！ba／d4！

く評」町峯媛蟹嚢多熱灘叢曇襲轟薪計
　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　I

1

1

‘
－

i

1

1

1

！

1

1

1

1

1

2

1

1

1

！

↓

1

1

ユ
．

1

1
1

1

1

i

⊥
ユ

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1
2
1
1
！
騨



le6

’一一一一一黶D．．．．．　Reel　Ne．

　　型

　　　　　　　　　2　64　79　98　61　87　67　3　93
．一．．略称　　　女子三鷹無尽友の学生職安N家工夫
　㌔．一、単，生女工の会会　座談男子座談妻

　　　97

魚屋暴氏 計

　（　a　F　y　lby）nd7，　a

　（F　Y　jbt）　a，　y

　（ry］bt｝（t）a，y

　（t］（yrtjbt）a，y

　〔t〕a，d2んd4／〔「a」bt〕a，y

｛Ftd／d：／rtJy，y）by／d4／a

（r　t］y，　a　）by，　a

（Ftjy）byEt）a
E　y　）by｛r　y　jbt）　a

　y，a［rtjy）by
　Y　（r　y　Jb“　a，　y，　y

｛／d．g／／d4／yFtJa／d4／Y，y｛rtjy　）by／d　s／y／d　4／d　7，　a
　Y，y（rtjt］（［y，yjbt）a
（rtjt）／d4／d4／y，（y）by｛
／dsfa
　y（Fy，yjby，y）by，y，a

　yCy）by，y／d4／（raJbt）a

／d4／（y）ba（ryjbt）a

｛臨嘗恕〔a　］by〔t〕〔「y」

　　（延）

　　（型の種類）

！

！

1

1

・　2

！

1

1
1

1

1

！

1

1

！

1

1

1

（4）　（5）（13）　（2）　（4）　（7）（12）　（9）（ll）（14）　（81）

（4）　（6）（IO）　（2）　（3）　（7）（12）　（9）（ll）（M）　（68）

（rr　y　sbtJ　y　）by

C［r　y　ibyJby）by

（fr　y，　y　sby，　y　rby）by

KF／　d　3／　y，　a　SbyJby，　d　i，　y）

lby

（fgetjrtsa，yjbyrt］y）｛by
｛言騒乙lby・d・・y」by「y」

（Fr　a　ibyjbt）　y，　y

（y）by（fge　y　Sby／d4／　a，　Y　j｛bt）　y
（［ge　a　jbtJ　a，　y　）by，　y，　y

｛　a　rif　y　Xbd2，　y　llby）by，　a

（rry　xby，　y，　y　llbtx　t　）｛　a，／d4f（y）y，a，a

｛（［rajby／d，／rt］y／d4／ylba，　y　］by（　a，　y　）by（r　y　j

bt）　y

1

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

，1

I
l
ー
ユ墨
⊥
－
｛
1
1

■
よ
　
一

i

λ
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　　　t’　一一一．＿．＿．　略称

（延）

（型の種類）

（（rK　t　］y　sby／d4／yi　a　ll

／bt）（t）y

（rr｛　t］　a，　y　sby／　d　4／　a　jby，｛y　）by
．f（a）bv（if［a，a）by（t）Y，
／　Y，　y　Sby，　a　Jbt）　a

CFr（　t　）y　sbt］　y　r　t　ll　a　｝ba

（（rr　t　sa，　yjbd2rr（　t）ys
lby，　y，　y　jbt）　y，　y，　a

fcrr　y，　y　．gbyrr　a，　y，　y　）bts

／ff　t　2　y，　y，　y　jby，　y，　y，　y

　（延）

　（型の種類）

　…2鞘64　？σ勺9…ξf…3ケ…6ク．…t一…99…9グ　　…　

藁譲歩墨奏の誌欝懸義夫鰻暴氏香卜

　（1）　（0）　（4）　（O）　（0）　（0）　（！）　（1）　（3）　（2）　（ユ2）

　（1）　（O）　（4）　（O）　（O）　（O）　（1）　（！）　（3）　（2）　（22）

型の種類合筆（コ交の数に．対する％）

延 合計（文の数に対する96）

1

1

1

1

！

1

1

工

－
1
－
よ

工

（O）　（i）　（2）　（O）　（O）　（2）　（O）　（i）　（O）　（O）　（6）

（O）　（i）　（2）　（O）　（O）　（2）　（O）　（1）　（O）　（O）　（6）

26　33　42　39　24　3！　46　48　54　49　229
（4．6）　（5．6）　（8．5）　（g．2）　（6．e）　（9．3＞（13．0）　（8．3）（］O．2）（12．7）　（tl．9）

86　IOO　122　1｝4　llO　76　104　128　166　i15　！121
（］5．3）（i6．9）（25．2）（23．8）（”zZ　5）（22．8）（29．5）（22．1）（3］．4）（r19．8）　（23．9）

〔表32〕 ）baの四
一xx．．．tt．　eei　No．　．．．．．　1．2nt　bie．．．．．Z9一　，98．　“6．　X　T．8．，7d．一97．．．　一．　3．．　93　一．9Z

　　塑＼～一雌＿」載妻警難の灘欝懸夢鰹野計

　
　
　
y

　
　
y
y

　
y
y
y

y
y
y
y
a

　
　
　
　

　
　
　
類

　
　
　
種

　
　
）
の

y
a
延
型

　
　
（
（

a
y

5

3
1
1

只
）
2

85

　
1
　
2
2

　
3
1
み

1
2

1

1

5　　3　　2　　2

2

1

1

1
1
1
1

8
3
2
1
2
n
b
2

つ
》
　
　
　
　
ユ

（6）　（9）（10）　（9）　（9）　（！）　（6）　（4）　（4）　（S）　（63）

（2）　（2）　（4）　（5）　（3）　（1）　（2）　（2）　（3）　（4）　（7）

（t）y

（t）ct）y，y

Ct）Y7Y，Y

l
1 1

3 ！

6
1
1
｛

1
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＿、．こ．一．．』幽R661．1～！6∫．．．　．舳…．置…　

　　　　　　　　、一遡
　tt；，！1

（　y　］by

（y，y］by

｛　a　）by

（y　）by，　y

　（　y　）・by，　／　d　：t／　y

（a　）by，　y

（t）a

（　a　）ba，　t

Cy）ba，（y）by

（t）a，y，y

　a，yCy）by
　　（延）

　　（型の種類）

Cr　yjfd4／by，　y］by

（rtJy，y］by，y，y

　Ciyjbt）a

　　（延）

　　（型の種類）

　y　（fr　t　3　y　jba）by

　　（延）

　　（型の種類）

　｛F（　t　）　Y　Sby，　y，　y　jbc12）

｛　C’d7S　a　Sby，　y　jbt）　y，／　d　4／
y｛t）y
　　（延）

　　（型の種類）

i．．．．2．…．64触曲．．T9’一一’98’．6ヂ87‘＝酌67一．一．”3．．．幽．93．’．97

」蘂諜饗の講拳叢夢魚灘影計

！

1
1

1

（！）　（6）　（2）　（2）

（！）　（6）　（2）　（2）

　　　　エ

）
）0
0

（
（

）
）0
0

（
（

（！）

（i）

　1

（1）

（1）

1

1

z

2
1

－
1

　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　1

（6）　（1）　（4）　（i）　（1）　（3）

（3）　（1）　（3）　（ユ）　（ユ）　（3）

延　　　合計

延の種類合計

　　　　1

（o）　（1）　（O＞　（O）　（O）　（O）　（O）

（O）　（1）　（O）　（0）　（O）　（G）　（O）

（o）　（o）　（o）　（o）

（o）　（o）　（o）　（o）

（o）　（e）　（o）　（o）　（o）　（o）

（e）　（o）　（o）　（o）　（o）　（o）

（o）

（o）

k

（1）

（±）

！

（i）

（z）

（o）　（o）　（o）

（o）　（o）　（o）

（o）　（o）　（o）

（e）　（o）　（o）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）

5
1
4
ー
ユ
ー
l
l
l
ー
ユ
6
2

2
ユ

（
（

　
　
　
㍉
ノ
）

エ
ー
1
3
3

　
　
　
（
（

　
）
）

l
1
！

　
（
（

　
）
）

l
　
1
1

　
（
（

7　　17　　i2　　12　　エ4

3　iO　6　　8　　6

2　阻

2　　6 5
3

戸
D
4

9
8
4
4
9
2
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〔表33〕 ）bdの型

晦
為籔

．Re6王NO．

　　　　　　略．称

　
　
y
y

　
y
d
y

y
y
y
y
a

　
　
　
　
　

　
　
a
　
類

」
訊
）
錘

y
a
y
延
型

，
　

，
　
，
（
（

a
y
y
（t］y

（a，y］by

dユ〔y〕by

（t］y（t）（t］y

［y　）by，　y

（t］a

Ct）［t）a，y，y

（t）d，y，a
（　a　）by，　a

［　a　）by，　a，　y

　（延）

　（型の種類）

」二二墾二二轟恢恢垂援藁薪計

2 6

ユ

ユ
ー

1

2
1

1

3
1

4

4
1

　
エ
エ

　
　
一
　　　　　　　　　i　　！

！　　2　　（　　2

1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l（2）　（7）　（4）　（2）　（1）　（3）　（4）　（8）　（t7）　（6）

　（1）　（2）　（3）　（2）　（1）　（3）　（3）　（3）　（3）　（4）

　　　　　　　　　　　　　l　　　　l　l

　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　　　　　　！

（O）　（O）　（3）　（1）　（1）　（O）　（3）　（O）　（3）　（2）

（O）　（O）　（3）　（1）　（1）　（O）　（3）　（O）　（3）

20

　s

　3

　3

！e

　！

　I

　！

（44）

（8）

　3

　1

　1

　1

　2

　1

　1

　1

　ユ．

　1

（エ3）

（2）　（le）

　［r　y　jbyr　t　」　y　）by

　［r　y，　y　jbt）　a

　（rtlrtJY）／d3／／d，／ba

　（rylbt）a，y

　　（延）

　　（型の種類）

　｛rif　ysbyjr　t　J／d，／bt）a

S／d　3／／d4／（rr（y　｝bt　si　a　，　y　］by

／rtja，y）by，　a
　　（延）

　　（灘の種類）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　ユ

　（0）　（0）　（1）　（0）　（O）　（0）　（2）　（0）　（！）　（0）

1（・）（0）（・）（0）（・）（G）（2）（0）（D（0）

…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1

i　　・
i（0）　（O）　（1）　（○）　（○）　（」）　（0）　（○）　（！）　（0）

ミ

｝（○）　（O）　（1）　（O）　（○）　（G）　（O）　（G）　（！）　（0）

　
　
　
　
）
）

l
l
1
1
4
▲
4

　
　
　
　
（
（
ユ

　
）
）
1
2
2

　
（
（
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　　　　　　　　　　　　　　　一2一一64一’79…一98’…61”’……87ド…お7　　　3　≦舜ヨ…9プ……㎜’…．　　　　　　Reel　No．

型＼　一墜延＿籔饗肇饗鐙鍛嚢義夫継暴踊
延　　　合計

型の獣類合計
3
4
昏

ρ
0
2

8
6
2
8

！

8
3
9
8
3
3
2
2

3
（
」

9
Ω
∪7
2
2
三

〔表34〕 〕bt）の型

黶E・_．　　　Re6ズNo．

型
略称
s一一

　2一…’64…一7’9－9－8／’一一llirm8rmt　　6W7　3　　’9－3wwt7

韓妻轡難の難欝懸義夫鰻欝晋卜

　
　
d
　

d
y
y

　
d
y
y
y
d
y

y
y
d
y
y
y
y
a

　
　
　
　
）

　
　
　
　
類

　
　
a
　
種

　
　
4
／
）
の

y
a
d
延
型

，
　
，
／
（
（

a
y
y

フ
ー9
　
　
1

65工6

1
　
　
2
1

44
「
⊥
S
　
！
1
一
1 ！

　
1
　
2
2

　
1
　
　
3

　
1
　
21
1
1

　
1
　
1
　
2

1

1

（9）　（7）　（6）　（7）　（8）　（2）　（8）　（7）（14）（工1）　（79）

（4）　（4）　（3）　（6）　（2）　（2）　（2）　（2）　（4）　（5）　（ユユ）

rtJy
ryJy
F　y　Jby

r　y，　y　jby

「a，a釦y

yrd2，　yJ　bd2，　y

r　y　！lby，　y

fy，yjby，　y

fY　／’d　，／　Y　］by，　Y

r　a　llby，　y

Fa　lbyF　t　！l　y

yryJby

ryJby，　y，y

yFy，y，aJby，yftJy

1

1

1

！

L

2　　i

1
占

1

1

鑑

1
占

l　　l

1

1
1
　
l
1
！

1

工

6
1
2
1
1
1
3
三
1
1
1
工
工
2
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x一

型

Ree∫煎。．㍉　’……一一＝＝＝…’Q…蘇づ§r國國曲81976ヅ　39397

嚇　拳籔警難の誌欝鷺委編屋掛計
．ff　y　jbc12F　y　Jbd2r　y　jbd2

UY，　YJby
rtja

FtJa，y
aFy，ajby
／d　4／　d　7r　a］by，　y，　a

y，　y，　y　1一　tja

　（延）

　（型の種類）

1
窪
⊥

1

1

1
1
1

！

（O）　（2）　（4）　（1）　（S）　（3）　（！）　（3）　（P7）　（5）　（31）

（e）　（2）　（4）　（！）　（4）　（3）　（1）　（3）　（7）　（5）　（20）

fge　t　di　tJy

　（延）

　（型の種類）

延　　　合計

型の種類合計

　
　
　
6
0

　
　
　
1
1

　
）
）

1
1
！
・
2
2

　
（
（
　
2
1

　
）
）
．

1
1
1
丁
工
6

　
（
（
　
1

　
　
　
…
9
3

　
　
　
【
b
［
b

　
　
　
・
3
ρ
O

　
　
　
1

　
　
　
8
7

　
　
　
0
フ

　
　
　
一

　
　
　
9
6

　
　
　
9
滋
白

2

（2）

（1）

！12

32

〔豪35〕 〕t）の型

　　　Reel　No．
　“賊㌧　　　　略称
型　　　　　　　’㌦ヒ了一

P64799861876739面デ＝二”
藻譲饗曇套の誌言言蓼魚屋累計

（t｝t

ct）y，t

ct）（t）t

（t）y（t）t

（r　a　Jbo　t

（FyJbtNt）t

　延　　　合計

　型の種類合計

23255561　10　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　！

ー
ユ

2
（
」

1

1
三
6
1
7
3
5
1
5
1

2
1
幽
3
1

2
1
鴫

4
嚇

3

延 総計

型の種類総計

－
1
9
4

3
！
4
1
2
工
2
6

ゑ
由
　
　
　
　
　
　
　
n
O

106　136　155　142　144　93　Z39　IS3　2i7　157　i442
（18．8）（23．1）（32．e）（”t9．7）（36．　e）（2Z　9）（39．4）（26．5＞（41．1）（40．7）　（30．7）

36　S2　63　S8　39　44　64　6±　81　77　31S
（6．2）　（8．8＞（］3．e）（］Zl）　（9．8＞（］3．2）（18．1）（］e．6）（］5．3）（］9．9）　（6．7）

　以上のようにどの表においても，また各巻を通じて多く現れている型は比

較的簡単な型であって，多次の長い型はあまり用いられない。うけている一一一・



i12

次の成分が何であるかによっ《，そめ内部構造の型がどめような相違を示す

かということも，積極的には現れていないようである。しかし，うけている

一次の成分が述・用の成分である揚合は延の数も多く，型も多い。

　話し手や話題や揚爾などとの関係について一脈すれば，R．2（女子学生）や

R．61（学生座談）のような包含には，木次以下の成分の組合せも比較的簡単で

短かいものが｛多いが7R。87（職安男子）のような揚合や，　R．97（U氏談）やR。

93（魚屋）やR．79（無尽の会）のような揚合のものには，その型も複雑（多次で

あり，長い）であるものが多い。

　型の種類はR．93（魚屋）やR．97（U氏談）やR．　67（N家座談）に多くi幌れて

いる。たとえば，一・次の述。携の成分にかかっているものについて書えば，

実i数も丈のi数に．対’する％もともに多く，％はそれぞれ10．2％，12．7％，13％，

となっている。これに対し，R．2（女子学生）Xb　R．．64（三鷹女エ）やR．61（学生

座談）ではそれぞれ4．　6％，δ．6％，6．0％となっている。延の数もほぼ二様

な結果がみられるが，しかし，この揚合にはR．61（学生座談）は異なる。つま

り延の数が少ないのはR．2（女子学生），R．64（三鷹女エ）などで，R．　61（学生

座談）はR．3（1夫妻），R．79（無尽の会），　R．98（友の会），　R．87（職安男子）

よりも多くなっている。

42各成分の比率

　主語，述語，速休修飾語，達用修飾語，独立語の各成分がどのような割合

になっているかを二＝・・一ス，i新聞と比較しつつ示せば〔図表133の。］1うにな

る。　（新聞は新聞用語研究第25一号・による。）

　これによれば談話語：と＝ユーースとi新聞とに異同の著しいものは連休・修餓語

と独立語である。談話語では独立語の割合が多く，四阿修飾語の割合が少な

い。新聞では連体修飾語の割合が多く，独立語の割合が少ない。二＝．　一スは

その申聞的内野を示している。
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〔図蓑13〕成分の比率

談話講　主i
（一次）111・4％1 3

承
｝
5

㍉
ス
∩
φ

r　…蔀　
li　2g．6

独立
2L．　7

mwnttrm＝ptan“r’rmret談　話　談

　（総計）

｛主｝　述
　22．0　1．　26’．O
L　　　　　　i

－　　mumm　　　．繍　

瞬　　灘
1　7．　ol　Ls．7
i　　　l

独立

19．3

MtMrmnt＝．umvatNL－t－－firm　t

ユ畠一一ス　　　主

　（一次）　　　おコ

述

23．　4

連翔

47．　9

独立

13．0　i

：，一

@．一　7h　a 、野、圏難 速駕

43．　S

独立

8．8

。＿鐘1糊擁研究第25夢）

欲 …倒、誇、
31．　iS

連ffi

38．　7
立
5

独
歌

　　　　　ptop－ua－ncptthnvMmurmavwhW．wnopzz　aumuastutnvUErmt－sut－WS，，pt

45　各成分の構造

451　孟語

　談1活語の霊語の構造はどのようであろうか。主語を　（1）体雷だけによるも

の，②～ハ助詞によるもの，③～が助詞によるもの，㈲その他，に分類し，

その使燭度数を調査すると〔表36〕のようになる。　（新1蝦は新聞用語覆工究第

25号による。以下囲じ。）

　これによれば談話語においては体言だけに」：るものが29％ほどあるが，x

ユースやi新聞ではそれぞれ0％，10％ほどになっている。また～ハ助詞によ

るものは談話藷には24％しかないが，＝，．　一ス71％，新闘47％であって大き

な差異を示している。～が助詞，～モ助詞によるものも談話語に比較的多い

が，反対に「その他」は談話語には比較的少ない。「その他」のなかには～

デハという需い一かが＝」一一x，新聞にそれぞれ8％，4ずつ含まれている。

　これらの事実はいずれも談話語の特徴を示すものであろう。
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（表き6〕　玄k語め縫造

1体書だけ（％）～ハ（％）　～ガ（％）　～モ（％）　他（％）
　　総数
Reel
No．　略称

386（28．9）　316（23．7）　447（33．5）　90（6．7）　97（7．3）　1336（100）

　　　　　2好学生蝋7（46・3）

　　　　　68（48．2）64三鷹女工：

フ9無尽の会14フ（29．9）

98友の会i43（33・9）
61塔を！生座霞炎i　37（28。5）

87擢曳安男子i　k8（20，9）

67N家座談…24（・8．0）

3〕ニジミ　妻；　41（26，1）

93魚　屋42（24．4）

97U氏誤9（8・2）

13（10．　6）

25（エフ．7）

34（21．　7）

28（22．0）

30（23．　！）

40（46．　5）

50（37．　6）

44（28．0）

2工（12．2）

3！（28．　2）

エユース　　　0 68（フ0．8）

39（3エ，7）

34（24．工）

46（29．　3）

32　（25．　2）

53（40．　8）

IS（17．　4）

Sl　（38．　3）

51（32．　5）

8工（47．工）

45（40．　9）

20（20．　8）

8（6．　5）

8（5．　7）

11（7．　0）

19　（15．　0）

4（3．1）

5（S．　8）

6（4．　S）

ユ3（8．3）

3（1．7）

13（工1．8）

6　（4．　9）

6（4．3）

19（12．　0）

5（3．9）

6（4．　6）

8（9．　3）

2（L．5）

8（5．1）

25（14．　6）

12（IO．　9）

o 8（8．3）

ユ23（！00）

14！（100）

157（工00）

127（10e）

ユ30（100）

86（ユ00）

工33（100）

15フ（IOO）

172（IOO）

110（IOO）

96（100）

新剛（…） （4フ．4） （26．　0） （2．　5）　（14．　4）

　談話語のなかでも，それぞれに違いがみられる。談話語10巻，＄ユース，新殿1

の主語の構造をスペクトルグラフによって示せば〔図表13〕のようになる。

　これによれば，体雷だけによる主語の割合はR．64（三鷹女工），R．2（女

子学生）に多く，R。87（職安男子），　R．97（U氏談），　R．67（：N家座談）には少

ない。また～ハ助詞による主語はR．64（三鷹女工），R．2（女子学生），　R．

93（魚屋）などに少なく，R．97（U氏子）やR．87（職安男子）に多い。これは

もちろん，話題や表現内容などによることではあろうが，～ガ助詞によるも

のがR。61（学生座談），R．　67（N家座談），　R．93（魚屋）に多く，R．87（職安

男子）に少ないことや，～モ助詞によるものがR．98（友の会），R．97（U氏

談）に比較的多く，R．93（魚屋）に少ないことなどとともに注意すべきこと

であろう。

432　述語

　述語＊の構造がどのようであるかは極めて重要である。文末部は話し手の
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〔図表越〕孟藷の構造

□備riliua～ハ懸～カ・麗～モ翻幽門

2女乎学生 麟

64三鷹女工 囲験

79無尽の会

98友の会

62学生座談

87瑠二男矛

67N家座談

51夫妻
91魚　屋

97U半季
　総、　薮

　ニュース

　新　聞

嚇

艦罵‡

lawa　：：：：一i：：：

［＝EuaZvaZwwwaag
囎葦

勿 鰹
as

灘

・舞蝋

態度を決定的に示す。＊＊

　述語を「ます・です体」，「だ体」，「その他」によって分類して，その使用

度数を調査するとC表37〕のようになる。

　これをグラフによって示せば〔図表エ5〕のとおり。

　これによれば，談話語と二＃t　eスとではかなり違いがあることがわかる。つ

まりニュースには，ます・です体が圧倒的であり，だ休は金く現れない。談話語

Wここ寄述語というのは文末部の述講さある。　＊＊　　　　時枝誠葺己，U本語藤振与一
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〔表37）　です・ます体とだ俸

！・す：一lf－1，i－ll・LYI？（％）

だ（％）
そ・他（なし）（％）1

凹
膏

13i6（32．　k） 476（11．　6） 23’06（S6．2）　1　4097（iOO）

2好瓢141（8．9）
64三謄女工；83（・7．3）
・9無尽・会｛・・（・9．・）

98友の会｛175（4S・3）

6・細物137（6．3）
　　　　　　87　1繊安努ヨニ　　1　　2i2（83，8）

6フN家座談i・・6（52・・）

31ジ乏妻i　62（13。7）
93魚屋i238（・・．9）

9フU氏談i218（フ0．6）

48（IO．　4）

31（　6．5）

37（　8．7）

2X（　5．4）

19S（33．　2）

　2（　O．8）

48（25．　1）

70（Ls．　ro）

20（　4．7）

　4（ユ．3）

373（80．　7）

366（　76．　3）

304（71．　5）

190（49．　2）

3S4（6e．　4）

39（15．　4）

iO3（32．　6）

32！（70．　9）

168（39．　4）

8フ（28．2）

462（IOO）

480（100）

425（IOO）

3E6（IOO）

ss6（leo）

2S3（100）

317（IOO）

453（IOO）

426（100）

309（ユ00）

1－L”” P””1””J－1’ s”165（一，6．’i’」’””’T””L’””6r”　””’r’3－4（一2’k’1’b5’1一’45Ei，lo一，）

には，だ体がかなり現れている。もっとも談話語のなかでもかなり異岡がみ

られる。談話語10巻を，ます・です休の多い順序に並べれば，R．87（職安男子）

R．97（U氏談），R．93（魚屋），　R．　67（N家座談），　R．98（友の会），　R．

79（無尽の会），R．64（三鷹女工），　R．3（1夫妻），　R．2（女子学生），　R．61

（学生座談）の瓶となる。だ体の多い願序に並べれば，R．61（学生座談），

R．3（王夫妻），R．67（N家座談），　R．2（女子学生），　R．79（無尽の会），

R．64（三三雪女二正），R．98（友の会）FR．93（魚屋），R．97（U酒病），R．87

（職安男子）の韻となる。「その他」（多くは用欝，または用鷺に文末の助詞が

ついている）の多い順序に並べれば，R．2（女子学生），　R。64（三鷹四脚），

R．79（無尽の会），R．3（1夫妻），　R．61（学生座談），　R．98（友の会），

R．93（魚屋），R．67（N家座談），　R．97（U二二），　R。87（職安男子）の順

となる。これは大体において予想したとおりであったが，どのような愚問に

どのような表現体が行われるかをよく題しているというべきである。
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翅魂
2タ子学生

64三騰τ工

79無尽の会

．98皮の会

6ユ学生座談

87職安男子

67N家座談

31夫妻
93魚　屋

97∪氏談

　総　　数

　二。、一ス

〔図蓑15〕Z“す・ます俸とだ体

〔＝コー三一財羅難受の三

島難錘籔羅難懸灘鑛

灘i蕪議灘i叢纏盤灘藩謹藩

灘i灘縫織i驚難難聴i繋

嚢難iiiii難i§ii麸馨ii難i禁

z騰難i簿i麗羅i嚢iii灘li繋
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ゆ　■　・　　8　●　　o　●　　・
g　　o　　o　　艦　　，　　．　　●　　●
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　ところで，談話語では丈末蔀に文末助詞を聡いることが多いと雷われる。＊

・一一一x，談話語ではどのような女末助詞がどの程度に用いられているのであろ

うか。それは〔表38〕によって示される。

　これによれば談話語では：文末助詞のあるものが73％を占めているのに対し

て＝一ユースでは金く文末助詞は現オtなかった。これをグラフによって示せば

〔図表エ6〕のとおり。

＊　談議の。とばと放まと11のことば　　　　　　　　　　　．第2号
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〔表38〕 述　語　交

＼種．頬

髭翫
　　総　　微，

2女子単生

64三鷹女工

79無尽，の会

98友の会

61学生座談

87職安男子

67N家座談，

31夫妻

93魚　　嚴

97u氏談

　　　　　　　　　　　　　　　　　丈末助詞のあるもの

．側撫．．～墨　、～か　～の　～．な．＿鷺オ2＿．．．c．．．て　一さその辿　計

　1026　608　247　265　74　！23　80　26　540　2989
（25．0）（！4．8）　（6．0）　（6．5）　（1．8）　（3．e）　（2．0）　（O．6）（13．2）（73．0）

　　106　77　6　46　2　23　14　O　44　318
（22。9）（16．7）　（二L3）（iO．　O）　（G．4）　（5．0）　（3．0）　　　　　　（9．5）（68。8）

　　！88　S3　22　36　3　39　3　1　4i　386
（39．2）（エLO）　（4．8）　（フ．5）　（○．6）　（8．工）　（0．6）　（0．2）　（8．5）（80．4）

　　1！2　68　6　SO　i　26　10　O　46　319
（26．4）（！6．0）　（1．4）（11．8）　（O．2）　（6．1）　（2．4）　（10．8）（75．1）

　　99　42　28　26　1　15　16　O　B6　283
（25．　6）　（iO．　9）　（7．　3）　（6．　7）　（O．　3）　（．3．　9）　（4．　」）　（！4．　5）（73．　3）

　　109　139　26　i8　43　O　6　15　87　444
（18．　6）（23．　7）　（4．　4）　（L　4）　（7．　3）　（1．　0）　（2．　6）　（15．　0）　（75．　8）

　　49　3　68　i　i　e　1　O　33　IS6（19．4）　（1．2）（26．9）　（e．4）　（O．4）　（O．4）　（13．0）（61．7）

　76　37　21　iO　7　2　2　2　44　200（24．0）（ll．2．7）　（6．6）　（3．2）　（2．2）　（O．6）　（O．6）　（O．3）（13．9）（63．2）

　86　70　6　56　8　！2　25　6　87　356
（19．0）（15．B）　（i．3）（12．　tl）　（±．8）　（2．6）　（5．　B）　（！．3）（19．2）（78．6）

　89　109　IO　17　7　S　2　3　81　323（20．　9）　（25．　6）　（2．　3）　（4．　0）　（1．　6）　（L　2）　（O．　5）　（O．　7）　（19．　0）　（76．　8）

　l12　10　54　5　！　1　1　O　20　204（36．　2）　（3．　2）　（17．　S）　（L　6）　（O．　3）　（O．　3）　（O．　3）　（6．　S）　（66．　0）
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宋　部　の　構　造
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〔図豪16〕　述語丈末部の構造

□文末助詞のあ蕊の盟自立議懸附屈語

2女子学生

64三鷹文工

79無尽の会

98友の会

6エ学生座談

87職安男尋

67N家座談

3工華華

93勲　　屋

97u氏談
　　総　　数

二議一ス

＝＝　＝1
［＝＝：＝　＝EZ

：＝＝　＝＝ua
＝＝　＝＝ua

［i＝＝　＝＝vamp

＝＝twt
〔：＝＝＝＝＝＝＝＝コ翻

：＝＝＝

　これによれば，談話語のなかでもR．64（鷹女工），R．3（王Ji＄，一tri’：），　R．61

（学生座談），R．79（無尽の会），　R・93（魚屋）などには殊に多く現れてい

るが，R．93（職安男子う，R．67（喉座談），R・97（U氏譜）・R・2（女子

学生）などには比較的少ないことがわかる。しかし文末助詞の比較的少ない

これらの西つの巻についてみると，それらの述語が必ずしも等質的でないこ

とに気づく．つまりltR．2（女子学生）やR・79（無尽の会）の揚創こ敵末

都が需糊襟ど哨董：諦終る・eが飾が・＊R・87（職矧孔Rぷ
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（N馳≦談），R．97（U氏談）などではF～です！・「～ます．　r～だ」など

の附属語で終ることが比較的多いのである。このことは気軽にうちとけた世

間話の揚合と改ま。た話し舎いの揚合との違いや，女性と男性と1・eよる違い

とかを示すものと考えてよいでもあろうか。

〔図表17〕丈末助詞使用率
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　どのような丈末助詞が乏いられるかは〔図表17〕のグラフによって示ささ

れる。これは「～ねコ「～よ」「～の」「～か」「～わ」「～て」の使用さ

れる舗合を示したものである。

　10巻を平均しては「～ね」　「～よ」　r～の一1「～か一1「～わ」　「～て」の

順に多くなっていて，殊に「～ね一」「～よ」が多いのであるが，しかしこれ

らの使用度数は各巻ごとにかなり差異がみられる。「～か」がR．87（職安男

子）に多いのは当然であろうが，「～ね」がR．64（三鷹女工），R．97（U氏談）

に多く，R．2（女子学生）に比較的少ないことや，「～よ」がR．61（学生座

談），R．93（魚期）に多く7R．87（職安男子）やR．97（U氏談）に少ないこと

は興味深い現象である。「～わ」が女性，特にR．64（三鷹女工）に多いこと

は予想されたことであるが，「～の」がR．79（無尽の会），R．3（1夫妻）に

多く，「～て！！がR．98（友の会），R．3（1夫妻）に比較的多いのに対して，

R．64（三鷹女工）には「～の一｛「～て」がともに比較的少ないことは注意し

なけれぽならぬ。

　　　　　　　　　〔表59〕述語における自立語

ReelNo．

　　　総数

　2女子単．焦

　64三謄女工

　79無尽の会

　98友の会
　6！濁度三劇談

　87職安男子

　67N家座談

略称＼攣i傭（％）鰍％）形舗（％）醗野・・他（％）し

921（22．5）ξ：3882（45．9）　B72（14エ0）　ユ2！（3．G）：藍601（14．6）

’lt　rl’　lf．一一　一雌誌曜灘議ふ・ず旧’「…一一
　　 @ひ　　　コド　　ちゆほロ　　ぼ　ご　　　しロロ　　　　ほ

128（27．7）　　工49（32．3）　　69（14．9）　　i8（3．9）　　　9フ（21．2）

3王夫妾i104（23．0）

93魚屋1・・（…）24・（56・・）・脚）

97U氏談1　75（24．3）
　　　　　1

70（14．6）　213（44．4）　81（16．9）　28（S．8）

63（14．8）　222（62．2）　68（IS．　e）　13（3．1）

89（23．1）　177（4”v．9）　54（14．0）　15（3．9）

148（22．S）　268（46．7）　98（16．7）　14（2．4）

フ4（29．2）　　l！S（46．5）　　13（　5．k）　　2（0．8）

85（26．8）　144（4S．4）　41（12．9）　10（3．2）

　　　　　212（46．8）　　69（IS．2）　　ユ6（3．　S）

　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　M2（46．0）　28（　9．1）　5（L　6）

88（18．　3）

S9（13．　9）

5！（13．2）

58（　9．9）

49（）9．　4）

37（！1．　7）

52（ll．　5）

50（ll．　7）

S9（19．　0）

　　計

4097（100）

462（IOO）

4se（leo）

425（エ00）

386（IOO）

686（IOO）

253（100）

317（100）

4S3（IOO）

426（工00）

309（工00）

；．；一＝＝ITI　EiEliEJ，，（，6．　s）”：，　ttts3．’＞5

143（工○○）
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　また「～な」　r～さ」は学生座談の橡かはあまりi現れなかった。

　次に，述語を形成している自立語はどのようなものであろうか。述語を形

成している富立語が何であるかはやはりその：交表現の性質によって大きく規

定されているものと考えてよかろう。　（したがってまた述語を形成している

嘗立語が何であるかを調査することによって丈：表現の性質をSc－isる手がかりと

することもできるであろう。）

　それでは談話譜の述語はどのような自立語によって形成されているであろ

〔図表18〕述語における自立語

□体素膨墾動詞扇形綱嚢無力罐懸鱒

．2女子学生

64三鷹交工

79無尽の会

98友の会

61学生座談・

87職安男子

67N家座談

31夫妻
93魚　　屋

97U氏談
　総　　数

　M一一ス

：：　：：　：t：t：i

一；t－r－r一一；一；t
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うか。それは〔表39〕によって示される。

　これによれば談話語では動詞が46％を占めているが，体言や形容詞などに

よるものもそれぞれ23％14％ずつある。なお，ほかに形容三下によるものや

副詞によるものもある。（表に「その他」とあるものの大都分は副詞である。）

　これに対し，ニュースでは動詞によるものが圧倒的で，83％を占めている

ほかには体言によるもの17％であって，その他のものは全く現れない。これ

は＝＝・一スというものの性質を示していると考えてよいであろう。

　談話語のなかでもそれぞれに相違がある。グラフによって示せば，〔図表183

のとおり。

　これによれば体言による述語の多いのはR．87（職安男子），R．2（女子学生）

R．67（N家座談），R．61（学生座談）などであり，R．　64（三鷹女工），R．79（無

尽の会）には少ない。動詞によるものはR．93（魚墜），R．79（無尽の会）に多

く，R．2（女子学生），　R．64（三鷹女工）に少ない。形容詞によるものはR．

64（鷹女ユ：），R．61（学生座談）に比較酌多く，　R．　97（U氏談）やR．87（職

安男子）に特に少ないことが注意される。また形容動詞によるものは一般に

少ないが，R．87（職安男子）に特に少なく，殊にR．93（魚屋）では全く現れな

い。これらの事実は述語を形成する自立語は単に話し手の文化的社会的条件

によって影響されるだけではなく，相手，表現の留的，表現内容，環境など

によって規定されることを示していると考えてよいでもあろうか。形容詞，

形容動詞などによるものが＝＝．　一一スに全くないことやR．87（職安男子）R．97

（U氏談）に少ないことなどは漆意すべきであろう。

433連体修飾語

　談話譜では連体修飾語が少ないことはすでに述べたとおりである。それで

は，一体，談話語の連体修飾語はどのようなものが用いられているであろう

か。R．79（無尽の会），　R．87（職安男子），　R．3（1夫妻），　R．93（魚屋），　R．97

（U氏談）の5巻について調査した結果は〔表4ののようになっているo
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〔衷40〕連体修飾語の構造

§1諜愉一伽欄籍婆野薄一備｝

　　総数　194（SS．　4）　20（5．7）　25（7．1）　17（4．9）　ll（3．1）　72（2G．9）

フ9無尽の会29（63。0）　4（8．7）　2（4．3）　3（6．5）　0　　　　9（i9．6）

87王1談安男子　33（58．9）　　O　　　　　　l（］．．8）　　5（8，9）　　0　　　　　　6（10．7）

3王　夫妻　29（40．8）　　2（2．8）　14（］．9．フ）　6（8．6）　　1（1．4）　23（32．4）

93魚　屋54（54．8）8（8。1）2（2．0）0　ユ○（ユ0．1）20（20．2）

97U氏談49（62．8）　6（フ．フ）　6（7，7）　3（3，8）　O　　　l5（工9．2）

そ　の　仙
一ブこ一ない
etc　（Of6）

83（23．7）

8（17．　4）

17（30．　4）

19（26．　8）

25（26．　3）

14（17．　9）

一x一。1…（6・，8）2（・．・・）・（2．8）フ（3．9）7（3．9）・・（ユ三．6）15・（27．6）

　　　i一．一一一rm．ww－mrm－i

計

3so（leo）

46（IOO）
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フ1（ユOO）

99（leO）
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署繭「爾一（…）一　一　一｝（22・2）｝
斬B冒は調査方法が異なるのむこの表に載せることは困難であるが，我々の調査方法を演用すれば大体こうもなろ

うかと思われるものを載せtこ。一は燕閥用語研究酋どのように取り扱ったか不野寄あることを示すQ

　これをグラフによって示せば〔図表19〕のとおり。

　　　　　　　　　〔図表19〕　連体修飾語の構造
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　これによれば体言的砂越疹飾語（此手または虚言に助詞「～の」などがつい

ているもの，またはこれに準ずるもの）がもっとも多く，55％を占めている。形

容語によるものや「その他」（主として丁丁に接続助詞などがついて述。体の成

分一上に対して述語，下に対して連体修飾語一となっているもの）はそれぞ

れ21％，24％となっている。これをエ」．　一・7・と」七較すると二＝．　一スでは体言

的速休修飾語が多いことは談話語と同様であるが，＊「その他一iが比較的に多

く，形容藷によるものが」七較的少ない。これは新聞についてもほぼ瞬様なご

　　　　　　　　　　　〔ii蔓41〕連用修館語の簿造

紘調名酷け糊詞計（％）．1痢劣）叢鯉磯謬獣（％）一i

　　総数

79無尽の会

87職安男子

31夫妻
93魚　　屋

97u氏談
㍉賑i4・（・3．7）・34（45．7）・フ4（59．4）

　　　　　　　　　　　　　　…
303（10．8）550（19．6）853（30・4）i719（2S・6）

70（！！．4）　llO（i8．　G）　180（29．4）　li43（23．4）

3フ（↓O．1）　　66（18．○）　103（28。ユ）　　93（2S．3）

　　　　　　　　　　　　　　ヒ90σ5・4）94（i6・　0）184（31・4）i142（24・2）

7S（10．3）　157（21．5）　232（31．8）　i202（27．フ）

　　　　　　　　　　　　　　ミ　31（6．1）　！23（24．k）　！54（30．2）　｛139（27．2）

　■一．一一　．一　　・　・．一　．一

　　　　　　　　　　　　　　　7（2．4）
l　　　　　　　　　　　　　　i

工07（3．8）　　826（29．4）　1

33（6．4）　　　i76（28．8）　i

19（5・2）U2（30・S）1
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〔巣離20〕連勝修飾語の購鞘
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とが言える。形容語によるものが談話藷に多いことは注意すべきであろう。

　談話語のなかではR．87（職安男子）に形容語が少なくて，’＝。．　一スと同じ

ような割合となっているのに対し，R．3（1夫妻）には形容語力細いことや，

R．93（魚麗）に謝詞によるものがかなり多いことなどが注ド｝される。

434　　連用｛睦｝飾言署

　速力修飾語は五成分のうちもっとも多い。1連，用修飾語はさまざまに：分類す

ることがでぎる。これを　（1）休霧4または休看1こ格助詞のついているもの，ま

たはこれに準ずるもの　（2＞副詞または形毎毎・形容動詞の連用形　③用言

に接続助詞などのついているもの　（4）「その他」に分類して，その使用度数

を調査するとCi表41〕のとおり。

　これをグラフによって示せば｛図表20〕のようになる。

　これによれば，談話語においては大休ω（2×3）の類が同じような割合になつ



i艶

ていることがわかる。これCk　・・　．　・一スにおいて，ωの類が辛数嶽上を占あ，

（2）の類が4％に過ぎないことに比して大きな違いである。これは両者の表現

の違いを端的に示すものであろう。R．87（職安男子）もここでは全く他の談

話語と間じ様相を示している。これは新聞についても同じことが言えそうで

ある。新聞用語砥究第25号によれば，格助詞「～を」，「～に」だけでも65％

を占めている。　（もっともその調i査i：方法がよくわからないから直ちには何と

も言噸えないQ）

　談話語の格助詞によるもののなかでは「～に」（7％），「～で」（4％），「～

と」（4％），「～を」（2％）などのようになっている。これに対して二」　’一一ス

では「～に」（13％），「～を」（13％），「～で」（9％），「～と」（7％）の順に

なっている。

　ところで（3）の類は談話語の各・巻においても，ニュースにおいても，嗣じよ

うな割合であったが，その内容は必ずしも同じではない。いま述・用の成分に

ついて，それぞれの使用度数の％を示すと〔表42〕のようになる。

　　　　　　　　　　　　〔表42〕　述・用の成分の構造

齋藤雛，裏（てで）さ錨窪＿益．3．．奮．．嫡ξ．．駿ご要2．鎌『1社．．

　　　　f
一．雛i野晒’ll轡570’4’晒恩∵∵エ●41122◎6’0。
78無尽の会i” E．8五6…墲堰D14．1’9・1ゴ．蒔b…滋96．55。9・2ま．6”31．6”「葛．b4．7E．ib6

87弩哉安男子　　1．929．6　5．6　9．3　0　　18．5　0，9　9．3　6．6　6。5　2．80　　　0　　　7．4　2，8　100

31　夫妻　0　 36．714．418．00．7　0　 0　　5．86．82．9G．71。42．97。92．9100

93魚　屋O・　6　43・e　13・0　14・50・500・5　9・フ6・3　4・3　LO　2・4　O・5　3・9　i．　Oi　！eO

97U　氏1談　　G　　29．26，6　9．Sl．516ユ0．713．18．OQ　　7，31．50　　4．42。21100

　＝．．一一xF4．045．216．10　O　16．1　3．2L．iO　O　O　O　O　LI3．2i　loO

　このうち，，扇言中止法，　「～て（で）」，「～と」，「～け（れ）ど（も）」，「～

が」，「～から」，「～ば」，「～ても」，「～たら」について，グラフによって，

その使用度数を示せば〔図表21〕のようになるQ
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亡二二乏1〕述・爾の成秀の構造
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爽ee1　　　　　続　対’等　感n加．動’闘投　応唇　呼びかけ
　　　　　　　　　　　　　　．　（　！t　〉　．．　．．　，．ftg’r，．r　uz．？．k　〉．．1，　（．％）　．　（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈％）

　　　弄な数　721（！5，4）308（6．6）　324（6．9）　388（8．3）　880（18，8）　87（ユ，9）

2　女子章逢”i76（i313）’ユ8（　3．2）　30（…6．3）．一69（i’2’L’3＞1”tt13（2011）…工を（2．エ）

6娘鰍工i77（ユ鋤27（4．6）2フ（4．6）22（3．フ）・38（23．4）14（2．4）

1きb

　これによれば燭書中止法，F～とA，「～が」などほニュースに多いヵミ，談話

語には比較的少なく，ゼ～て（で）」もまた談話語より＝　L”一スに多い。これ

に対して「～け（れ）ど（も）」，「～から」，「～ば．」，「～ても」，「～たら」など

は談話語には比較的多く現れているが，二＝　e一　7uaはほとんど現れていない。

　談話語のなかでも，各巻によってそれぞれかなりな違いがある。「～が」は

R．87（職安男子）やR．97（U氏談）ではニュ．・一スと同じような割舎で現れ

ている。「～て」はR．93（魚屋）に多く，「～け（れ）ど（も）」，「～と」など

はR．3（王夫妻）に多く，「～から」はR．79（無尽の会）やR．97（U氏談）に

多い。このように述・用の成分全体としては同じような割合であっても，そ

の内翻のそれぞれが異なっていることは注意を要する。述。，用の三分にどの

ようなものが現れているかは丈の構造上重要な問題であろう。

　述。用の成分についてはまだ多くのことを述べねばならないが，いまはこ

れ以上ふれないことにする。

435　独立語

　独立後を接続，対等，醸動，聞投，応答，呼びかけ，提示に分類し，その

使用度数を調査すると俵43〕のようになる。

　　　　　　　　　　　〔表45〕独立語の種類

繋遡㌦）

フ9無尽の会

98友の会
6i　学．生雛蕪炎

8フ　軍義安男菩二

67N家、座談

31夫蓼ξ
93魚　　屋

9フU氏談
ニエース

O，o’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提　示　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）一一一……一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46（1．　0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”’2（O．　2＞”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2（O．　3）
66（13．6）　25（　5，L，）　25（　5．2．）　26（　S．4）　〈13（　8．9）　16（3．3）　4（O．8）

9i（29．0）　28（　E．9）　24（　S．O）　S9（12．3）　117（24．　S）　12（2．5）　7（L　5）

59（M．8）　25（　6．3）　26（　6．5）　22（　5．S）　30（　7．5）　5（L．3）　ll－O（2．5）

30（　9．0）　52（ユ5．6）　　0　　　　　　3フ（ll．1）　138（4！。4）　　2（0．6）　　2（0．6）

79（22．4）　3k（　8，8）　25（　7．1）　38（10．8）　24（　6．8）　8（2．3）　1（O．3）

97（16．8）　46（8．0）　66（〕ユ．4）　28（4．8）　107（18．5）　6（1．0）　5（0，9）

l19（22．5）　31（　5．9）　74（i4．0）　46（　8．7）　65（k2．3）　8（1．5）　8（1．5）

＿28．（7．3）　25（　6．6）　27（　y一．⊆1）　41（IG．6）　105（？7．2）　　4（ユニ＝q）＿旦（鑑夕）＿＿

30（2工．．0）　47（32．9）　　O　　　　　　　σ　　　　　　　　0　　　　　　　工（0．7）　　1（0．7）

は交の数に糧する毛のである。したがつ一く一Y（1こつきいくらの翻含になっているかを示す竜の’Ctあるo
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とれをグラフによつで示ぜばご図表22）のようになる。

　　　　　　　　　　〔図表22〕独立語の種類
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　これによれば，接続や対等の成分はニュースに多いが，比較的談話語に少な

く，感動，間投，応答などの成分は談話語にかなり多いが，＝＝ユースには現れ
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ていない。

　談話語のなかでは，接続の成分はR．67（N家座談）やR．93（魚屋）に多

く，R．87（職安男子）には少ないことが注意される。

　対等の成分がR．87（職安男子）に多く，感動の成分がR．3（1夫妻），R・93

（魚屋）に多いことが目立つ。聞投の成分がR．2（女子学生），R．98（友の会）

R．87（職安男子），R．67（N家座談），　R．97（U氏談）にZL｛多いことは興味深いこ

とである。＊応答の成分がR．87（職安男子）に多いことは表現形態の上から

当然のことでもあろうか。

　独立語がどのように使用されているかは談話語の性質を調査研究する上に

無視できないことでもあろう。

　以上，談話語の構i造について，成分の組合せ，成分の比率，成分の構造とい

う点から，調査した結果を略述したが，言い残した点も多い。たとえば，成分

の縄合せの問題ではある種の組合せはある種の話し手，ある種の表現内容に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bt　t　　　　b
多く用いられる傾向がある。（例，　～ト言ッタヨーナ，ソーユー問題ナンデ

スu。のような「bt，　t，　b」などの型は教養ある申年の男に多く現れる傾向

がある。）

　また，成分の構造にも関係があるのであるが，二二助詞は（「～ね」が最も多

いのであるが）ほとんどあ、らゆる成分（文節）についているが，しかしそのな

かでもやはり若干の違いがみられた。た：とえば主語にはそのうちの8％lc，

連体修飾語にはそのうちの3％に（「～の」につく揚合が多い），連用修飾語に

はそのうちの12％に（絡助詞などには9％，指引などには5％，接続助詞な

どには23％），独立語ではそのうちの9％に（接続の成分には20％，対等の成

分には17％，感動0．3％，間投4％，応答0．2％，呼掛7％，提示33％），つb

ている。このように間投助詞のつきやすいものとそうでないものとがあるこ

とは重要なことであろう。また各巻ごとについてみてもR．2（女子学生）や，

＊　談議のことばと款送のことば　中紺通夫　醤謬鷹活第2号
　はなしことば浄．穣佐早敦予　国語照文　22の3
　話し言葉と魯き言葉　還藤嘉運；言語生活　第21琴
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iも64（三三鷹女工），套．3（孟夫妻），R．93（魚屋）などに多く，R．97（U氏

談），やR．87（職安男子），R．61（学生座談）などには少ない。

　このようなことの橡かにも述べ及べなかった問題もあるが，大休において

調査した概略は以上のようなものであった。

44　調査方法

　この調査は主として「中等文法」の線に沿い，§三語，述語，連体修飾語，

連用修飾語，独立語の五成分を単位とし，これらの組合せにより丈の構造を

考えることにした。しかし，より細かな分析に堪えられるように，それらを

さらに下位分類した。これは面一，数字などの符号によりコードされた。

　その分類およびコードは以下の表のとおりである。

　　　　　　　〔表44〕5成分，および下位分類1けた目のコード

5　　成　　分

述語

連体修飾語

連用修飾語

独立語

下位分類1けた照
　（独立語を除く）

下位分類1けた目
　（独立語の揚禽）

a　　体書
b

t　　形容詞

y　　形容動詞

d　　副罰
　　　連体詞

　　接続詞

　　感動詞

　　助動詞

　　助詞

臆藝寵㌔

5　　聞投を表わす　　　　4

6　万踏を表わす　　5
7　　呼掛を表わす　　　　　6

　　　提示を簑オつす7＠
8i
gl

〔表45〕主語・述語の下位分類臨けた鼠，および述語の下位分類3けた昌，4けた目

a b

主絡を表わす助詞がない

～は（わ）

～が

～も

～の

～では（でわ）

0
1
2
3
4
5

～です。～ます・～だ

　伴わない

～です。～ます

～だ

～です・～ます・～だ

　他の語

などの語を

に相応する

0
1
2×
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　～には（にわ）

　その他の主格を表わす助詞 6
X

（以上下位2けた醸）

｝9」j辞がない

　～ね

　～よ

　～か

　～の（終助詞）

　～な　（終助詞）

0　～わ

1　～って

2　～さ

3　～た

4　その他
5

（以上下位3，4けた扇）

6
7
8
9
X〔豪46〕連体修飾語の下位分類2けた目，連用修餓語の下位分類2けた霞，5けた圏

t y

連体絡を表わす助辞がない

～の

～ん

～た

～的

他の助動罰

他の助詞

0
1
2
3
4
ρ
b
6

連出格を表わす勘辞がない

～に

～ん

～を

～と

～へ（v／tL）

～へ（い）

～から

～で

～より

～て（で）

～と（接続）

～｛．）（2z）ど（も）

～のに

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
2
3
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1

～が（接続）

～ので

～から（楼続）

～ば

～たら

～ても

～なら

～たって（逆接）

～だって（逆接）

～でも（逆婁）

～と（も）（逆接）

その他の助動詞

その他の助詞

以上の他の語

0
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
0
G
X

O
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
8
9
X

〔表47〕主語・述語・連体修飾譜の3けた鼠，独立語の2けた目，連用修飾語の4けた鼠

問投勘詞がない

～ね

～ですね

～だね

（油）（工）

（2）

0
1
2
3

E

～な

～さ

～よ

その他

これらの藷に他の語がっ曳、ており，そのついている語がコー拝さ札ないとき｝ま’をもって示ず。

例　ゾタクシ劉ケガ……a1／20

述語などの揚合に多くの助調・助動詞がついているときは，文の末羅よ琴優先的にコードする〔，

4
5
6
7
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　　例　行キΨセンデシタカネ……b2，1’31

（3）形式燃詞・補助屠鷺などを禽むヌ：難（附属の騰係にある文∫事など）は連交餓こ．t・いてeの幾鮨を考える。

　　（形式塩詞はm，補助瓶講はf，てる・てく・ちeう，などはFと＝一ドする。例　猫デアル……bf2000）

（4）　J）’1■］｝9ますベト（第一一多莞の琴辱係‘こよる。第：t■…欠は（　）第三三夢ζは〔　〕鐸5四次にt「　」などとする。

　　第：二次・第羽数中に∫豪1一次があるときはr／か〔〃）｝し〃の中の屯のが第一一次費ある鳳とを示70

　　　　　（a　y）　by　a　1）　　　　　ジブンガシゴ1・オ　スしバ才カネガハイルンデスNo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by
　　この揚合，國時に瓢っ以上の関係差持ってい乏5竜のは，丸とえば上認の一・・スレバ…のように蓑わす。

（5）y，aなどが一三にごっ以．1：＝あると毫は，原廻と｛．てレ箭の竜のはをれ以下にかかる（紺する）竜のとする。

　　　　　　　　yyba　ab　　　　稠　アラクメテ　 ノ’ iシ才　　ス2L（〉　グンビワ　　ヒツm一　 ナイデス。

　　しかし場合『により　1，2，3……イ，ロ，ハ……などの顎位麺つけることがある。このとき1は2以

　　下を修飾す250（また｝：12以下に触して空藩となる）

　　　　　　　ly　d　？y　b　　　　　　キノー　　アノー　　アナタニ　　ア4’x’シタ。

（6）もは原鋼として次の交擁を警飾する。しかし吹の文節宥はなく，被修飾の文籍がはなれているときは，

　　　1，2，3，などの数字により示す。

　　　　　　lrD　d　2a　y　2a　b　I　Ct＞　　　　　　キミノ　ホラ　ハンカチワ　　　　キョー　　テガミガ　　キタノm　　ドーソーカイノ

　　もが二つ以上電なっているときの取級いは，yに準ずるO
　　　　　　　「t）　　　　r七）　　　　　a
　　　　　　アナタノ　　ァカイ　ハンカチワ

（7）｝i．li絡’糧立などの麗娠，提承の関係などは　次の｛笥のように，数字・かななどの霧号なもって示す。

　　　　　　（d2co）　a（D　y　b
　　　　　　キミト　　ボルガ　　ソしオ　　シ岡一

　　　　　　　（y＞　bd2fi）　y　b（．D
　　　　　　カイシや鳳モ　　ユクシ　　かT＝一エモ　　イク

（8）一般ll：は，窯語・連用鋒蜘語の形であるものが，をの文では述語としての概能を果している揚合には．

　　i爽のように添すO

　　　　　　　　a　　　　　　　　b　ab　　　　　　ヤタケサンガ　　イクンヂスツテ。　　　　ヤタケサンガ？

　　　　　　　（a）　by．b
　　　　　　モンダイガ　　アルヨーデスケドネ

（9．）聞きと礼ない楊合，あるい；痢何らかの勧害により，文が中断さ耗ブζ場合などは，それぞ札’…”や

　　　　．．．なもって承すOまた麟詑で8｝のような揚合．には，OOOOをもって示すO　これらのetiのはさらに窮

　　に考織することにしブこ。

　この方法で，橋本進吉薄士の「丈節による丈の椿造について」（『国謬学』第十三・

・十澱韓）の例交をコードすれば次のようになる。

①

②

夢〆、

Q

（［　y　1030）

ぶ意を

白　く

千古の

bam　110

　a　120

飛行縫が

（（　d　200）　t　60e＠）

（（rrr＜＜tllo））　y　lo30）　by2110」

崇高なものは

　bt230）　a　120
くらった　　敵は

　　　　　　a　120

穴きな　　木星が

”　　戴いて

　　　　　b210×

　　　ありませんQ

　ylo30　b200e
　空を　　飛ぶつ

　　b2009
　あはてた。

　　b　f2000

　見えてみる。

　bt200」　t　llO）
そそり立つ　　窟士の

y2900）

肇ほξ



136

　　allO　（d20＠）　ylO4e＠　b2009
⑤　彼は　　風や　　波と　　戦ひ通した。

　（d20＠）（d20＠）　a！lO＠　（tliO）　bf2000
⑥　東京　　京都　　大阪は　　爾本の　　三大都市である。

　　allO　ylO7e　ylOIO　ylO30　b2109
⑦：先．塗は　戦地から　私たちに　お乎紙を　下さいました。

　　　d6e　allO　ylO80　y5000　bf2000
③佐藤さん　あなたは　ここで　暫く　お待ち下さい。
　　（aユ20）　bam110　　（y1，310）　　by2200　　b1200

⑨碁が　来ることは　誰に　とっても　喜びだ。
　　（（d20＠）　（yIOIO）　b　tf230（dii））　a　120　b　f2000
⑩重苦しくて　寒さに　ちX“こまってみた　冬が　虫ってゆくQ
　　（〔y1／040〕　　btf230）　　（t110）　a120　　　y　mlOltO　　　　（〔a140〕
⑭　灰色だと　　思ってみた　　畑の　　土が　　いつの闘にか　　うるほひの

　bt200）　（t230）　y　lole　bf2000
　　ある　　黒ずんだ　　色に　　なってみる。

　（tllO）　a　llO　（ylOIO）　by2120　（tllO）　y　lO7e　（（ylO30）　bt200）

⑫私の　村は　夜に　なると　所々の　家から　藁を　打つ
　（tno）　a　12e　b　2eoo
　　土の　　膏が　　 聞える。

　　（（ylgoo　y　4eoe）　b　tf230）　a　no　（y4eeo｛rt30el
⑧そこまで　尤気に　飛んで来た　彼等は　急に 寒い

　　tllo）　y　lese）　by2110　y　3000　bf20eg
　　気温の　　串へ　　入って　　全く　　弱ってしまった。

　　（tno）　（t300）　（t300）　y　leyo　（tmllo）　（tne）
⑭彼等の　かぼそい　小さい　体には　その時の　ウ・イーーソの

　　a12e　bmf20eg
　　気候は　　たへ難いものであった。

　　（ylOle）　byf2120　（（rr　a　140sbt200」　y　1900｝　by2110
⑯大泊1iに　　来て見ると　　兜の　　傭む　　所だけ　　あって

　　［ra120　y　seoos　by200e　y　l240」　by311e］　bt3000）
　　大木が　　こんもり　Zkひ茂り　昼でも　　薄暗くて　　ものすごい

　　b　1109

　　出でした。

　　（ct300x　t　3eo）tlle）　yloito　（tno）　a　12e　ylolo
⑯　永い　　永い　　冬の　　後には　　これらの　　花が　　一度に

　　　b2，2eO
　　咲き出すのだQ
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5語の種類・使用度数・用法

51　ま　え　が　き

　語に関する調養の第1段の仕事として，品詞の使用率を調べた。作家の丈

休研究の方瞬には，ある作家は名詞を多く・使っている，あるいは動詞を多く

使っているというような報告がある。＊また，新聞の丈章の分祈の結果，品詞が

どんな比率で使溺されているかについて報告されたものもある。＊＊しかし，

話しことばについては，児童語に関するわずかの調査＊＊＊の像か，これに類す

るものを見ない。＊＊＊＊そこで，K常談話における品詞の使用率を明らかにし

てみようとした。その結果を上のような従来の諸調査と比較してみることに

よって，鑓常談話の特性を明らかにするための一一・一つの乎がかりをつかむと醐

時に，そこからまたさらに，第2段の調査を進めるべき問題をつかみたいと

考えたからであるQ

　次に，この第1段の作業の結果，課題として浮かびあがったいくつかの間

題のうち，融合形。副詞。接続詞・形容詞・形容動調を取りあげて，それぞ

れにつき，若干の調査を試みた。いろbろの鶴約のため，十分の調査ができ

なかったが，これらにつき，主として次のような点の調査をした。

　　融合形・副詞一語の種類と使用度数

　　接続詞一語の種類・使飼度数および規法

　　形容詞・形容動詞一二の種類。使用度数および活用形のあらわれ方

　調査の材料は，購常談話の録音テ・・一プ20巻を中心とし，比較資料として，

＊　　　　cf，　7の（15）

＊＊　　　cf。　7の（14）（66）（67）

＊＊＊　　cf．　7の（16）

轡轡この調登の鰻ののちi響畠忠ジ砥の題が鰍？・f・7の（65）
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ラジオのニュース3巻，二J．一ス解説4巻を加えたものである。

　　　　　　　　　　　　52品詞の使用率
521　品詞の使開率一覧

　録音テ・一一プ20巻の内容，延べ83620謡を轟詞別にして，その百分比を見た。

　一語と見ることに問題のある融合形＊は別に取り幽して一類とし，各晶詞

と並べて百分比を出した。結果は〔表48〕のとおりである。

　なお，⊂表48〕について内わけを示せば，次のとおりである。

　（1）　コソアド語

　　　代名詞のうち，　コソァド語　70．3％

　　　形容動詞のうち，コソアド語　19．5％

　　副詞のうち，

　　連体詞のうち，

（2）補助用言＊＊

　　勤詞のうち，

　　形容詞のうち，

コソアド語29．2％

＝ソアド語92．4％

補助動詞　　12．3％

輔助形容詞　15．7％

③　感動詞＊＊＊4．7％のうち，

cf．　531

感動詞1　1．0％

感動詞］工　　1．9％

感動詞lff　1．7％

＊

＊＊　補助用言は，橋本淫害「新文典霧紀上級溺」に2eじて，次のようなものに限定して探つ7Co

　　L涼しくi櫨ません・おじょうずで目下2滋庶ぬます・陽気でζざ鳳伽羅おもしろく璽2

　　　丈夫寄はtn　b一の類

　　2．私ではas　nません輝5時でございます，これ費はない一の類

　　3．　おたずねい海します，おとどけまうします，おいでくださる，お帰りになる一の類

　　4．　鮒き12しデこが見｝ましない，行きさえずればいい一の類

　　5・降って甑ゑ・見てもゑ読んで商≦．rの頚

＊＊＊感動詞は…爽のように分類した。

　　感動調1一感動を表わすもの。　感動詞亙一よびかけ・応答に用いるもの。　感動調亘一つなぎの謡，

　　「L’　一」「その一」「あの一」の獄。「う一」「諮　一」等，語として数えるのに疑問のある竜の竜，nt応

　　すべて採った。

　　「あ一］「は一」「ふ晒」導感動謝・感翻五の斜面せ⑳興≒が璽る堺趣鱗の9
　　手創も耀、液い感動駆に入れる方餌こよつ劾
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522性・教養。年齢・場面艇こ見た品詞の使用率

　次に，話手の

　　（1）男女別，

　　（2）専門学校以上の教育を受けた者と義務教育だけの者との別，

　　（3）20歳以下の者と40歳以上の軒との男il＊，

　　（4）既知どうしの場合と未知どうしの揚．含との別＊＊，

　に取ってみた。結果は〔表49〕のとおりである。

手
一
　
　
歳
～
知
知

　
一
　
一
一
努
女
専
義
2
0
歳

話
㎝
　
　
　
～
4
0
既
宋

　　　　〔表49］品詞の使用率

懸達書隷癒遍i．墜詞1略詞騙

（2）一筆・敦養・年齢・歪面溺一

21．　0

19．　8

20．　8

20．　0

20．　5

20．　3

20．　1

21．　0

フ
5
5
9
5
8
8
8

2
2
2
2
2
2
2
1

6
7
7
3
0
0
6
4

6
5
6
5
6
6
5
フ

ー
烹
1
1
1
1
1
！

フ
7
7
7
0
5
8
6

L
L
工
1
1
2
，
L
瓦
滋

12．OI　2．4
12．S　l　3．］一

12．21　2．8
！2．21　2．6
11．　6　1　　　3．　5
i2141　214
g？・61　？・9

12．11　　　2．　4
　　：

2
3
2
2
4
2
3
0

工
L
エ
エ
L
L
－
。
工

芸翻勲臣
　　1

2
0
3
8
1
2
7
2

a
6
，
a
a
a
a
臥
a

8
8
8
7
8
8
9
9

0
．
α
α
α
α
α
α
α

麹郵信．塑励罰晦諺1蕊十三1．無1無

7
8
9
5
2
4
5
9

4
4
．
4
4
a
4
，
a
2
1

3
3
3
3
3
3
3
3

4
0
7
6
6
7
7
3

4
覧
4
4
3
4
3
＆

7
2
8
0
0
0
1
7

よ
2
。
エ
2
a
2
2
L

ユ3，2

！2．　5

12．　6

13．　6

12．　2

13．　2

12．　3

16．　2

3
2
9
9
3
4
0
2

2
2
1
．
2
2
2
3
1

47469i　49．　7　ii　4？．　9

S61sWil　g61　Z　4il　5

532891　60．　6　1　47．　4

1111糊：1聡：1

410651　50．　0　1　47．　6

23826i　49．　3　i　47．　8
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コ
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　専
　義
～20歳
40歳～
既　知
未　知

　それぞれの対比においてあまり著しい差異は認められないが，や坊塗異の

欝：立つ点の一一つ，感動詞について，その内わけを見た。結果は〔表50〕のと

おりである

＊　　特に若年暦と誌年癬とを糧比してみるfcめに，20歳以下の者と4G識以上の潜とにっbて集誹してみfCo

＊＊　主として既知どうし・豪知どうしで対談の行わ札ている録音テープのうち，牲勝・数養珊・年齢別iこつい

　　てなるべく均衛のとれるように選んで，次の各5巻を取り上げて調べデこるのZ・toる。

　　既知一1夫妻◎一ル番号3），松根歴（59），学生座談1（61），N家座談（67）t友の会（98）

　　禾知一い博んiざ礎ん（76），職安男子（87），職安女子（88），眠謙（97），E一：k9美容蟻（le4）



　　　〔表50〕感動詞の種類別使用率

話ヨ塵i射影冷酒
　署

総帥：9．劣：ll’6：写．｝ll：1

皿～2磯． ｺ．．おブ．．43，0…3ゴ2．．．99．g仔’繭

　　　　　　　　34．　7　　　　　　　　　　　　　　　工00．0　　　　　　　　　　　　44．　3　　　　21．　040歳～i

集解鐙ll■「雛lll㌶ll二lll瞬

結果は〔表51〕のとおりである。

　　　　　　　　〔表51〕ニュxxス・ニュース解説の晶罰の使用率

21．0　　　　3ζ妻：葺　　　　39．σ

23．8　42．2　34．0

　計

99．　9

ユ00．0

　　　　　　　　　　　　　　141

523　ニュース・ニュース解説に

　　おける品詞の使用率

　B常談話との対比のために，ラ

ジオの：P．e・スおよびニュース解

説について，同様の調査を小規模

に行った。材料は：L　・一ス3回，

ニゴース解説4回の内容である。

三一ルi儲　蒲纏諦藏
1翼∵∴．爆4…　　　　　　　　晦6涯・．・i・．・

｝㍉一ス解説i　2S・．52S・liα9i2・5

⊥蜘礎魂．欝副副馬
ll壁ll：蜜．1：1骸

二二瞬楽聖購癖一二酬暴評醸獣ゾ勲一・レ
ll．．ol　o　133．oll　1．o．610　14310

2．6 P　O．3134．3i12．310．0317763

S6．　5　1’　43．　6

53．　6　1　46．　6

　　｝

R
）
3

よ
2

ニニ　　　　　　　ス

　ユニユース解説

　二㌫一スはおおむね書かれた原稿の朗読されるものであり，二“一ス解説

¢k＝」一ス砥ど原稿に拘束されずに話されるものであるが，そのような条件

のちがいによることばのちがいが，この…無こもあらわれていると見ることが

できよう。なお，＝：）．　一ス解説における感動詞0．3％の内容は，すべて感動

詞玉旧こ薦するものであった。

524　調査の結果から

　調査の結果を，従来の，主として書き’ことばに関するこの種の調査の報告

類や，上のニュース・＝一，・一X解説についての調査と刻此してみて，特に著

しいこととして，次のようなことが言える。

　①　新聞の丈章，ニュース・ニュース解説の丈章に比べて，臼常談話で

　　は7
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　　0名詞が少ないσ＊○名詞と動詞との比較において，動詞が多い。＊＊○動

　　詞と形容詞とのJニヒ較において，形容詞が多い。＊＊＊○副詞が多い。＊＊＊＊

　　○感動詞が多い。＊＊＊＊＊○コソアド語が多い。　○融合形が多い。

　なお，ニュース・二・＝L　e一ス解説。日常談話の三奢を対比してみる時，それ

らの間の漸層的な差違が見ら牙tる。

　（2）小説の丈章に比べてみても，

　　○動詞と形容詞との比較において，形容詞が多い。＊＊＊＊＊＝1‘

　なお，「欝常談話に名詞が少ない。」ということは，新闘・小説・日常談

話の三者を並べて見るとき，「薪聞の文章には名詞が多い。」と言うべきこ

とのように思われる。

　また，〔表49〕において，融合形・コソアド語などで，既知〉未知の関係が

認められることは，融合形。コソアド語などが日常談話に多いことと照して

みて，日常談話の性格の一一一，・つ，くだけたことばづかいを示すものと見られる

であろう。

　数表の上にあらわれないで，調査の過程におて問題があると回せられたお

もな点に，次のようなものがある。

（エ）接続詞の用法に，書きことばなどに比べて，かなり特異なものがあり

　　そうだ。

（2）副詞の用法にも，同様に特異性がありそうだ。

＊　　漸環用語研究No．25の騎聡文章の実態調査費はt名説54．7％cf．7の（14）　階立岡語研究所年報1の朝臼

　　新開1か月閥の品詞別使月…度数調査呑は，嶺醗65％cf．7の（66）　新闘屠謂研究の調査では品詞の立て方

　　が独特酋あり，年｛xの講叢は霞立藷だけについての．調査であるから，こ札らの敏字を熊讐ちに（衷1）の

　　数竿と糧比す為ことはできない。（表1）では自立語計が総語数の50％昏あるから（衷1）の撒字を2倍にし

　　てこ矛tらと文孟比すること力書で匙る。

＊＊　懇闘用譲研究Noゆ25では，動詞19，1％，年報1では，動講2296

＊＊＊　年報1酋は，形容詞3％

＊＊＊＊　　年報工で1ま，　琶昼詞　3e／o

＊＊＊＊＊　年報1では，感動調0

薦瀞牢聾＊＊　波多野完治馬のr文章心遡学」の作象の丈章分析では，谷爾一動謂エ13，形，容詞13　吉賀一瞬112，

　　形7谷崎一動1。3，形16横尭一動104，形Ocf・7の（15）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k3

⑧助詞についても，格助詞の雀略，聞投助詞・終助詞の頻用などの点に

　　おいて，害きことばなどとかなり実態の絹違がありそうだ。

以上の諸点は，従来いろいろと指摘されてきたところではあるが，具体的

な実態の調査が有意義であると考えられる。

　　　　　　　　　　　　53　融　　合　　形

551　融甲形の種類と使用度数

　従来，語と語との連接の際，音が融合して変化を生じたと考えられている

もので，…一般の丈法書において単語と認められず，品詞の定めがたいもの

を，融合形と名づけて取り扱うことにする。

　大体において，その融合形に対応する融含以前の形と認められる2語以上

のつながり，すなわち，ていねいな言い：かや書きことば（会話丈を除く。）で

用いられる形の品詞別に基づいて，融合形を分類してみた。

（ことばの表詑は，その形を添す上に混何を生じるおそれがないと考えられる限り，現

代かなつかいにより，漢字を臨いた。以下，副詞・接続詞。形容調・形容動詞に才δけ

る語の表記も，すべてこax　1・こ従う。）

　名詞一助詞（「今度一は．1「何一を」など）に当るもの

　　こんだ（あ）＊ユ5　こたあ7　　ときやあ。もなあ餐3　　やつああ2　このこら
　　　　　　　　　（購は）＊＊　　（時は）　　　　（物は）

　　あ。むかしゃあ・じつああ・あし尋あ・いちじゃあ・とかあ・アメリカ人た
　　　　　　　　　　　（実は）　　　（足は）　　　（一．澱はノ　　　　（Pii：t）

　　ちゃあ。はらあ。てもちやあ各1
　　　　　　（濃は）　　（拶…・鉾ちはノ

　　なによお1
　　（何を）

　コソアド代名調一助詞（Fそれ一は」など）に当るもの

　　そりゃ（あ）54　　そら）（あ）5　　こりや（あ）35　　こら（あ）6　　ありゃ

　　　（あ）12　　こつちゃ（あ）3

　他の代名詞一助詞（「ぼく一は」など）に当るもの

＊　　「こんだ」「こんだあ」の両形覆合わせる。以下畷螢。

＊＊　識別を助けるため1こ，ていねい形を付記する。以下伺醐Q



k4

　　ぽかあ10　あたしゃあ・おりゃあ各回　あっしゃあ・を）たくしゃ・おたしゃあ
　　　　　　　　　　　　　（おれ，は）

　　わっしや・わしゃあ各1

　動詞一助詞（rすれ一ば」「有り一は」「やむ一を」「する一ん」など）

　に当るもの

　　「～ば」の類一一すりゃ（あ）6　言や（あ）・やりゃ（あ）各4　見りゃ（あ）。行

　　きゃ（あ）・ことわりゃ各3　　有りゃ・取りゃ（あ）各2　　打ちゃ（あ）・思やあ・

　　出りゃ・掛けりゃあ・できりゃあ・なりゃ・のっけりゃ各1

　　　「～は」の類一有りゃ4　　はじまりゃ2　　勝ちゃ・かまや・とx’きゃ・残りゃ

　　あ・やりゃ・わかりゃ各1

　　やもお5
　　（やむを）

　　すん3　　あん2　　なん1
　　（するん）　　（あるん）　　（なるん）

　補助動詞一助詞（rくれ一ば」「ござんす一わ」など）に当るもの

　　くりや（あ）・いりゃ（あ）名ト2　　おきや・くれりゃ・もらやあ各i
　　　　　　　　（贋）

　　いん2　　くれん1
　　（いるん）　　（く蹴るん）

　　ござんさあ1

　形容詞一助詞（「なけれ一ば」など）に当るもの

　　なけりや・なきやあ各1

　補助形容詞一助詞に当るもの

　　なきゃ（あ）8　　なけりゃ（あ）3

　形容動詞一助詞（「あたりまえで一は」など）に当るもの

　　あたりまえじゃ・きれいじゃ・正確じゃ・だめじゃ・颪倒じゃ・楽じゃ各1

　助詞一動詞（「と・って一言う」「なんて一言っ」など）に当るもの

　　ってえ34〔内わけ＊，（つ）てっ18，（つ）て（え）16〕　ちつ1　（っ、＊＊9　ともう20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（と葺つ）　（と霞つ）　　（と思う）

　　　〔内わけ，ともい2，ともつ16，ともう2〕

　　なんっi

＊　　　活用的変化を示す。以下1隙）o

＊＊　　溺例一「帰ってこいつても儒らない」「いけない7Cってすんだ（二とはしかだがない。」



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145

　助詞一補助動詞（tて一いるjなど）に当るもの

　　てる539〔内わけ，て243，てる25フ，てん29，てっ2，てれ8〕　ちゃう332

　　〔内わけ，ちゃいフ，ちゃっ236，ちゃう88，ちゃえ1〕　てく40〔内わけ，

　　てか8，てっ22，てく9，てこ均　　とく31〔内わけ一，とか2，とい18，とく6

　　とけ5〕　じゃう29〔内わけ，じやつ20，じゃう9〕　てらっしゃる26〔内わけ，

　　てらっしゃら1，てらっしゃい17，てらっしゃつ4，てらっしゃる4〕　でる14

　　　〔内わけ，で6，でる8〕　ちまう13〔内わけ，ちまい3，ちまつ2，ちまう6，

　　ちもお工，ちめえ1〕　てやがる10　〔内わけ，てやがっ3，てやがる6，てやが

　　ん1〕てら（つ）し（つ）5　とる（とり）＊4　てける2〔内わけ一，てけ1・てける1〕

　　どい（どく）。とくれ各1

　助動詞＿助詞（「で一は」「られれ一ば」など）に当るもの

　　じゃ（あ）　296

　　なきゃ（あ）34　　なけりゃ9　　iうれりゃあ1

　　にやあ・ん各1
　　（ねば）　　（ねば）

　　まさあ2
　　（ますわ）

　助詞一助詞（「て一は」など）に当るもの

　　ちゃ（あ）75　じゃ（あ）36　にや（あ）18　なあ7　よりゃ（あ）2　なんざあ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（のは）

　助詞一補助動詞一助詞（「て一いる一ん」など）に当るもの

　　てん90　てりゃ5　てやがん。ときゃ（あ）各2　てら1
　　（ているん）　　　　　　　（℃やがるん）　（ておけば）　　　　　（ているわ）

　その他

　　（っ）てな6　　んち　。ざんす　〔内わけ，ざんしょ1，ざんす2〕・いうに
　　（つているような）　（のうち）　（寄ござんす）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いうように

　　　〔内わけ，いうに2，いうな2〕各3　　なんてな2　　じゃせi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（なζん．cいうようta）　（ではありませ）

　以上の分類による数と百分比は，俵52〕のとおりである。

532　融合形の分類

　上の分類は，対応するていねい形の品詞によるものであったが，次に，て

いねい形の語によって分類してみる。助詞・助動詞を申心として分類する。

　α）＋助詞
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　な　　　　　ヂにコ　　　　　　　　　セリ　　　　　　セ　お　　　　　　　お　コお　　いワ　　じか

　　＊　終鳶形は「とる」となるべき毛の「とり」の形o
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〔表52〕融合形の数

対応するていねい形　　　異　語　数（％）　　延べ語数（％）

塾塵動鶉聡ll陶器：：1｝鋤

継助窮丑日鍛：；i｝羅－銀；｝醐

形容動詞一助詞
6（S．　1） 6（O．　3）

　
の
2
8
。

－
ρ
Ol
（

1
　
迦
～

）
　
）
4
　
1

3
．
S
．

…
（
σ

P
D
　
7

．
6
　
4

　
　
1
0

の16町1｝
）
　
）
3
　
0

4
．
2
，

（
σ

…
［
b
　
4
轟

　
　
1

昏
昏動助

動
補…
一

…
一
動
詞

…
助
詞

助動調一助詞
7（6．　0） 344（i8．　1）

助　 詞一助　 詞 6（5ユ） 139（　7．　3）

助詞一補助動詞一助詞 5（4．　3） 30（　i．6）

そ の　　他 6（5．　i） 18（　1．　0）

計 1±7（99．　9） 1904（20i．　O）

a．

b．

十「は」　（係助詞）延べ数　627

体言十　（「こんだあ」　「そりゃあ」　「ぽかあ」……）

動詞連用形十・　（「勝ちゃあ」・・…・）

ヲi多容重力詞連ノ肩ヲ1多十　 （「楽じゃあ」……）

助動詞「で（「だ」の些些形）」十　（「じゃあ」）

助詞「て」「で」「に」「の」「より」「なんぞ」十（「ちゃあ」

　「じゃあ」「にやあ」……）

　（付　　「で」十1一は」十「あり」十rませ」の一例がある。「じゃせ1

＋「を」（格助詞）　延べ数6

体「誇’十　（「なによお」）

動詞「やむ」（連体形）＋　（ヂやもお」）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14？憲

　　e：＋じば」（接続助詞）逡べ数io7

　　　　　動詞（補助動詞とも）仮定形十　（「すりゃあ」……）

　　　　　形容詞補（助形容詞とも）仮定形十　（「なけりゃあ」「なきやあ」）

　　　　　助動詞仮定形（エ段のもの）十　（「られりゃあ」「にやあ」・・…う

　　d　十rん」　（格助詞）　延べ数　31

　　　　　「一る」形動詞（補助動詞とも）連体形十　（「すん」…）

　　e．＋「わ」（終助詞）　延べ数4

　　　　　輔助動詞「ござんす」十　（「ござんさあ」）

　　　　　助動詞rます」十　（「まさあ」）

　（2）＊助詞＋

　　a．　1一と・って」　（接続助詞）十　延べ数　64

　　　　　十動詞「雷う」（「なんっ」）

　　b．　Pなんて」　（1罰助詞）十　　1

　　　　　十動霧司「宵うj　「ノ忍うj　（「ってっ」　「ってえ」　「ちつ」　「ともうj

　　c．　「て・で」　（接続助詞）十　延べ数　le77

　　　　　十袖助動詞　　（「てる」　「でる」　「とく」　「ちゃう」……）

　　d．　「の」　（格助詞）十　艇べ数　3

　　　　　＋名詞「うち」（rんち」）

　③　十助動詞

　　　　　十「ような・ように」　娃べ数　11

　　　　　動門司「言う＿i十　 （「いうな」　「いうに」）

　　　　　（（2）a．（2）b．と合わさる場・傘はさらに形が変る。　「ってな」「な

　　　　　んてな」）

　㈲＊＊助動詞十

　　　　　rで（「だ」の連用形）」十　延べ数　3

”ll”．曜ボ．’ P，　’ii．麟翫1．為み撫1∴㎝……．一’．．……’…t’tt『…．一．．．……t’　t．．山…ttttttt’tt．．一……ttt’．”　ttttttt
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　　　　　十補助動詞1こぎんす」（「ざんす」）

　以上を通じて見て，融合形には，ていねい形における（A）つながる2語

がともに音の変化を起しているもの，（B）論の語の尾音節もしくは後の語

の頭音節の脱落しているもの，（C）繭の語全都と後の語の頭音節とが脱落

しているもの，のような種類のあることも見られる。

　（B）の尾音節脱落は（1）d．のrす（る）ん」など，頭音節脱落は（2）a．の「っ

て（書）っjrと（お）もう」，（2）b．の「なんて（需）っ」，（2）c．の1『て（い）る」

「て（行く）」など，（2）d．の「ん（う）ち」，（3）のF言う（よう）な」。

　（C）は（1）a．の「じゃ（ありま）せ」，（2）a．の「（と雷）っ」，（3）の「って

（需うよう）な：」　「なんて（言うよう）な」（4）の「（でご）ざんす」。なお，（2）

a．のr（と番）っ」は，「いけないOたってすんだことはしかたがない。」の

ように，2語とも脱落してしまうことがある。

54　副 詞

541異語数と延べ語数

　調査材料の範囲において，日常談話では，新闘・小説等の書きことばやニュ

ース・＝＝e一ス解説のことばに比べて，融詞の使用率が著しく高いことが注圏

された。それでは，区常談話では，どのような副詞がどんな使用度数におい

て用いられているか。録音テー・プ20巻の中の副詞全体の異語数と延べ語数を，

男・女，専・義，壮（40歳以上）・藩（39歳以下）に分けて調べてみた結巣

は，C表53〕のとおりである。

542　語の種類と使用度数

　使：趨度数願に並べ，使用度数〔表54〕のとおりである。5以上のものには，

話手別（男。女，専・義，壮・若）の使用度数を添えた。以下，接続詞・形

容詞。形容動詞についても隠じ。

　・をつけたものは，擬声語あるいは擬態語である。
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　　　形の異なるものなすべて濁々に数えあげた毛の。

＊＊　次のような整遡な糠えて数えたもの。（1）訂｝二欝・不完全．彦等のものを完全形的なdJのに合わせる・

　　　（2）反復形式の魏簡蕪・擬態ぎ吾の三ε颯形のもの（丸とえば「ぐう（“うく“うj）は2蹴形のもの（「ぐ“うぐう」）に合

　　　わせゐ。

＊＊＊　莚藍べ謬多妻｛（ζ｝しくは；羅毒認装誤力tPll一費ない毛蕎倉・，目交密な疑∫・絞の資料とはならないカ｛，一応添えて蕊くoD．美r［㍉　接箋究

　　　；講●形二欝講，形．容動諦辞こついても問じ。

＊＊＊＊　感勤的蓑ミ競1こ曰いらi．している毛のT：．，4泡の「』毛うjとt老渥9しプこ。例「それはもうすぐいんだ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊＊＊＊＊　1謀動的表現に1：｝’i　lp　ib　itているもの姶旨他の「また」と蘇：霧し孜Q例「そいつはまだひどいことになったもんだO」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
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　　B　使用度数4以下のもの
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使屠度数5のもの

　。あっさり　いくらか　いまに　おそらく　おのずから

　。くるくる　Qさっぱり　実に　少々　。ずらずら　。すぱすぼ

　　たしか　当然　なに　なんで　なんでも　。ぶつぶつ　まして　むしろ

　　わざわざ　　Qふわふわ　　。ふわふわふわ

、
一1

一

使用度数の2のもの

　　あいかわらず　あいにく　あくまでも　あるいわ　。からからかっと

　。きちつと　　。ぎゅうっと　　。ぎゅうぎゅう　　Oぐうっと

　。ぐるぐる　　。こつこつ　　。ごろごろ　　。さあっと　　。さっと　少なくとも

　　すでに　せいぜい　せめて　たちまち　たった

　。たっぷり　たとえ　　oちょいと　　oでこぼこ　当分　突然　なにも

　　なんだって　　。にやあって　年じゅう

　。のんびり　ひとりひとり　。ひょっと　Qぴたっと　ふんだんに　まさか

　　ますます　もしや　Qゆっくり　よほど　わりと　およそ　まるきり・

　　まるっきり

＊「どかん契「どかんて鈎舎わせて・劔乱数49以下洛昂嗣の使！計数螺下嘱の1こ？、・’斬．郷箕。
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使用度tw　1のもの

　あら窪し　いかに　いぎなり　いくぶん　いちいち　いっこう　いっそう

　いったい　いっとう　今もって　いやいや　いわば　。うんざり　。うろうろ

　大いに二　おおかた　患い思い　　。がくがく　かつて　からきし　　。からっと

　Qがらがらがら　かりに　　Qかんかん　　。きちんと　。きゆうっと

　。くしゃくしゃ　　oぐうすか　　oぐずく㌔ず　 oぐっと　　oぐ1こやぐに二や

　。くよくよ　けして（決して）　けちけち　公然と　　Qごそっと　　。こってり

　。ささつと　　さほど　　。ざんぶと　　しみじみ　　若干　　Qじょこじょこつと

　。じろじろ　　。すうっと　すべて　　oすぼうすぼうと　　ぜひ　　Qそいと

　俗に　　。そっくり　それわ　存分　　Gだらあんと　断然　たびたび

　直接　　。ち．rこち．Mこ　　。つるつる　　。でえんと　。てくりてくりてくり

　　。ぼさあっと

　　前もって
　　e．i・？．　s？　．e．1，．．．．ww，．．．．．．．．．．mm．．．．一．．　．．．．．．一．．．．．　．　．　．．．．　．．．“．．　．．　．w．．．．ww，．．．．一一一．mu．unhma一，，n．ww．．um．．111

543　擬声語・擬態語の副詞

　融詞の中にはとりわけ擬声語・擬態語・が多いと言われているが，この調査

で数えられた副詞318語中，擬声語。擬態語は115語で，36％に当る。使凡度

数2以下の語について見ると，159語中83語，すなわち52％が擬声語・擬態

語によって占められている。擬声語。擬態語115語のうち，使用度数2以下

のものが83語で，これは全体の72％に当る。擬声語・擬態語はその性質上，

比較的，特殊具体的表現に用いられるものが多く，そのために使用．度数の低

いものが多いことと思われる。擬声語・擬態語の申でも，高い使用度数をも

って出ているものには，概して具体的活写の象徴語としてのはたらきの弱い

ものが多く，使用度数の低い類に特殊具体的な表郵琶のはたちきをもつものが

。てんてん　　oどうどう　どうにか　　どうにかこうにか　　とかく

とやかく　な｝こか　　なんら　　。にこにこ　　。にゃん1こやん　　ねこそぎ

。ばあんて　　。ばあっと　　。ばかすか　　。ばかばか　　。ぱくぱくばく

。ばたばた　oぱっぱと　。ばばばって　はや　　。ばらばら　ばん　ひとつきり

ひとつびとつ　　。ひりひり　ひろびろ　　。ふいつと　。ふうふう　。ぶくぶく

。ふっと　。ぶっと　。ぷらっと　。ぶるぶる　刷段　　。ぺろぺろぺろ

。ぽうっと　。ぼかすか　　。ぽかあんぽかあん　　Oぽかんと　0ぽこぽこ

　　　　　　　Qぽちゃっと　　Qぼつぼつ　　0ぽつんと　ほれぼれ　。ぽんと

　　　　Qまごまご　まだまだ　。もさあっと　やや　 。よろよろ　ろくに



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153

｛多い○それは542のC表53，54）において観察される。

544書きことばとの比較

　日常談i話における講詞の，屑法について詳しく調査する余裕はなかったが，

副詞の使われ方を見るための…イ乍業として，使駕慶数の多い語を欝きことば

におけるそれと比較してみた。すなわち，1緬：立瞬語研究｝：登i婆料藥．2「語彙調

査一現代新li胴語の一例…．1における新聞用語の爾詞，閣立薗語研：究所報告4

「現代語の語彙調査　婦人雑誌の用語．｝の中の「柔婦警友iの爽用言事の副詞

と，撮常談話の副詞との上紘各20語をとって：対比してみた。〔豪55〕がそれで

ある。

　語や贔詞のき’め方においてそれぞれ相違するところがあるので，厳密な比

較にはならないが，おおよその状況をみることができよう。

　口當談話では，書きことば等に比較して副詞の使用率の高いことが，542で

観察されたが，この比較によって，田野談話では，少数の副詞の使規度数が

特に高いことが注口される。すなわち，各20語の使題度数の漸滅状態を比較

してみると，著しい相違がそこに見られる。なお，第1位の「そう1の使掬

度i数はとびぬけて高いが，その1173というi数は，副詞全体の使，騰回数5003の

23％に巌っている。また，上位5語の使用度数の計は，45％を粛めている。

　また，陰野談話と「新聞用語jl鴨主婦学友」との閥に，使用されている副

詞の種類およびその使用度数順位に，かなり網違のあることが注目される。

　なお，日常談話では，上位のものの中に，無意昧に近い用法，いわゆる遊

びことば。揚つなぎことば的に堅いられる＊ことのあると思われる語の多い

ことが指摘せられる。すなわち「まあ」「もう」　「やっぱり」「やはり」fち

ょっと」「どうも」等がそれである。

＊cf．7の（19）（20）
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〔豪55」談話語の翻詞と書きことばの副詞との比鮫
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　　　　　　　　　　55接　　続　　詞

551　異語数と延べ語数

　接続詞についても，まず異語数と廷べ語数を，男・女，専・義，壮・若に

分けて数えた。

　　　　　　　　　〔表56〕擾続詞の風
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552語の種類と使用度数

　　　〔表57〕接続銅の語種・使用画数一覧　A使用度数5以上のもの

　　　　　　諭一羅縫≡熱口

語」．皇割鍋塾三1雛・

それで
そいで
そんで
だから
んだから

か　　ら

で

ん　　で

それから

量えから

そいから

8
8
6
7
2
1
7
3
7
8
4

9
2
　9
　
　
　
9
　6

3
3
4
0
Q
1
4
0
7
8
0

8
2
　8
　
　

7
　
3

9
6
6
9
7
1
1
1
7
0
6

0
ユ
　
9
　
　

8
2
8

工

O
1
7
0
6
2
1
3
8
5
0

8
2
　9
　
　

9
1
4

2
8
3
9
工
0
4
8
6
3
6

1
1
［
　
8
　
　（
b
　
フ

ー ll撫

　E

lli欝｝・フ6

f

　　　　　へへ　れ　　は　　ニ　コの　マぶ　　へ　ら

制勇女専義壮語計
で

んでも
じゃ（あ）

んじゃあ

だけど
んだけど

ですから

だって
んだって
そ（う）し

て

も1239・972・26931

0
6
0
7
3
工
9
0
4

　
つ
U
－
つ
り
　
　
∩
∠
ユ
　
　
2

1　1　O　O　1
49　59　26　3！　54

4　l！　3　3　12

36　45　28　27　46

0　i　2　3　0
37　26　32　48　±Oi

37　44　12　16　41

1　1　0　e　l
31　33　22　34　21［

1　1：　］．120

？Z］99

7g｝76

68

6，6
n．，7

55

＊　諺硬な蝿唖すべてZIJkに獄あげ蝿の。

率＊　言i｝；音・不発全音等の弓のを発傘形的なものに倉わせて数えナζものo



156

語厨女専義壮若
76

4
4
！
5
2
2
0
9
6
B
！
！
4
9
2
1
1
4
0

1
4
！
3
1
7
8
3
田
0
7
9

2
0
　
4
　
0

E
慧
1
2
ー
ユ
2
4
！
2
4
6
1
1
！
4
0
1
4
9
エ

皿
7
2
2
5
1
1
8

6
1
0
2
6
0
1
4
1

皿
5
3
9
ユ
3
0
1
2
1
2
0
エ
ー
6
8
2
1
3
9
0

る
つ
と
し
ら
し
や
や
が
が
た
か
か
わ
も
も

霧
と
静
た
け
韓
讐
ま
馨
ら
斑
纂

討

ダ
♪
評
一
㌧

語1男女専義壮副計
142ユ
eiil／3s

II　6

1gP3S，36

詔
il129］，7

gi’21］，2

41　18

ざ：卜

31　i4

21ii］．，，

　i

　すると

　すっと
　だけども
　それでも
　って
　そいでも

織でわ

i銚
1それです

1箸、こ
／それとも

箆臆ら
li　tsi　6’l

i
l）

6
、
よ
1
8

　
　
1

2
3
！
4
3
4
4
4
1
0

4
1
1
1
0
5
0
3
3
2
2
ユ
2
2

5
2
5
2
0
7
1
2
4
3
3
5
2
2

5
0
フ
7
2
1
0
5
2
3
3
0
1
0

罫
鞭

Ili］，，

ill］・g

i
l
l
X
・
｝
，

B　使用慶数4以下のもの

使用慶数4のもの

　もっとも

使屠獲数3のもの

　けれど　けれども

　ですけれども

　　　　　　　　　　一一tttttt”一”t’ttttt”””Lttt　tttttt　”’一ttttttttttrT’Lt’tttttr’L”ttttumtTl

しかも　そうしますと　だけれども　ですけど

使用痩数2のもの

　そういたしますと そうしたところが　そこで　だもんですから　では

使re獲数　1のもの

　が　けども　したがいまして　してみると　しますから　そうするというと

　それだけど　それだのに　それだもんだから　それだもんで

　それなら　そんならば　だったら　だもんだから　なもんですから

　でなきやあ　でもって　と■ろで　ないし　なお
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533　類別に1よる語数

　並列・添加・選択・順接・逆接に類別して異語数と延べ語数を数えてみる

と，次のとおりである。

〔袈58〕　擾続詞の種類別数

類無数（％）延べ語数（％）

並　　2；d　　　　l（　　1．6）　　　　　18（　1．2）

添　　力ll　　　　5（　　7．9）　　　　203（13．0）

選択　4（6．3）　21（！．　3）
1旺蔵　　接　　　　34（　54．0）　　　　948（60．8）

逆接目9（30・2）　368（23・6）

計i63（！00．0）1658（99．9）

　554　霧1きことばとの比鮫

　副詞の場合と同様，使用度数の多

い語を，書き’ことばにおけるそれと

比較してみた。比較の材斜は，同じく，

気立瞬語研究所資料集2「語彙調査」

における新聞用語の接続詞，仲立国

語研究所報告4「出入雑誌の用語」

の中のr主婦之友」の実用記事の話調である。〔表59〕がそれである。

　やはり，語や副詞のきめ方においてそれぞれ相違するところがあるが，お

およその比較のためにかNげる。

　副詞の揚合とは逆に，少数の接続詞の使用度数の高いのは書きことばの方

で，Ii常談話においては使用度数の漸減状態が比較的ゆるやかである。

　また，1ヨ常談話と「新聞三三1「主婦之友1との聞に，使用されている副

詞の種類およびその寸寸度数順泣に．，かなり相違のあることが注翻される。

　なお，口偏談話では，遊びことば・揚つなぎことば酌に謡いられることの

多い接続詞が上位：にあることが注飼される。すなわちi『それでjrだから．｝

「で」「でも」「だけど1「だって」等がそれである。＊

555　用法別の使用率・使用度数

5551　　用法男1玉イ吏用率

　接続詞の用法あるいは機能については，いろいろと論がある。そのうち，

「口語」では：丈中に用いられる接続詞はきわめて少ないと書われているが，＊＊

＊　cf，　55」r2

＊＊　　cf．7の（69）
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臼常談話ではどうであろうか。また，話しことばにおいては，ある種の副詞

とともに，遊びことば・揚つなぎことば的に用いられる接続詞が少なくない

としばしば言われているが，＊その実態はどうであろうか。この2点に着目し

て，用法の分類を試みた。

　　　第1の分類

　　　　丈中の接続詞

　　　　丈．頭の接続詞

　　　　話頭＊＊の接続詞

　　　第2の分類

　　　　A一いわゆる前の語。句・丈と後の語・句・：交とをつなぐ役割を果してい

　　　　　　　るもの。

　　　　B＊＊＊一一前後をつなぐという関係が明確にはとらえられがたいけれども，一一・

　　　　　　　　つの意味を受けて，次の袈現を遵き幽す役割を；果しているもの。

　　　　C＊＊＊＊一一つなぐはたらきをもたず，ほとんど無意昧に置かれているもの。い

　　　　　　　　わゆる遊びことば・場つなぎことばの類◎

　　　　D一伸絶あるいは不整裟現のため，A・B・Cのいずれに属するものか，

　　　　　　　　はっきりしないもの。

　　　A・B。Cの区朋は，本来，主観的な性格のものであるQかつ，明確に区別の

　　つけにくい揚合が少なくない。A・Bの境堺も，実際上ぼやけているところがあ

　　るし，A・BとCとの見分けにも迷うことが多い。したがって，この調査の結果

　　は，おおよその状態を示すものにすぎない。

　　　Bの類は，意味のもち方においてはAと同じであるから，Aに含めることもで

　　きるのであるが，丈脈におけるはたらきはAと異なるものがある。そして臼常談

　　話においてはこの類がかなり多そうだと感じたので，特に類甥することにしたQ

＊　cf，7の（19）（20）

＊＊　対謡における各一手のしゃべり出しに麗かれ，弛竜のを，　このように名づける。

＊＊＊　例　ar御主入は御病気ですかojb「い」え，そ恨）やあないん塾すけど。」a「そうすると炊駆婦さん

　　　　ですね。」（職安：女子）arそうでございますね。」「じゃあよろしくお願いしまず」（結婚巾込）

＊＊＊寧　例　a「全部でどのくらい？」b「そ礼で，この付属いっさいをっけまして32円oj（結婚申込）

　　　「機関車の蓮転士だとかさ，四五人グルんなってさ，でthめるん疋よ，途中塾oJ（學生唾談耳）
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〔表59〕談話藷の接続詞と審ぎごとばの接続詞との比較
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聞用語．一月続罰異語数　37　　　　　　　｛

　　　　　　　　　養続詞延べ語数1558
日常談話の語は，「それで」「そいで」「そんで」を合わせて「それで」で識し，「だから」

「んだから」「から」を合わせて「だから」で示すなどのように処置したものである。

語の合わせ方は〔表57〕における使用度数の合わせ方の場合と嗣じ。

＊　＊曇　bず托竜2）位までのるのだけを示しブこ。

榊麟業繋いず塒唖蝉寵陣門せ蝿加ある・
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　以上によって，r学生座談1」のテープを除いた蛉巻の録音テープの中め接

続詞延べ1486語を分類してみた。結果（百分比）は〔表60〕のとおりである。

　　　　　　　　〔蓑60〕接続詞の用法別使用度数（1）

話a／　pm畑話頭．．絹ABCD副延べ語塾

男
女
憲
義
牡
若

19　54　27　IOO
12　S2　36　100
±3　48　39　leO
19　60　21　IOO
20　60　20　±OO
IO　45　45　IOO

76　13　9　2　100
69　16　12　3　IOO
71　16　IO　3　100
フ6　　　　13　　　　10　　　　　2　　　　101

78　13　8　1　IOO
67　17　13　4　10X

フ05

781

888

598

807

679

全
lg’一”’一M，hn，　Trrr，　T，’U，L s一，一，”M」，”i－o一”’2”’ww’r6E’um’1”””1－4s－6’

文中。丈頭。話頭の分類と，A・B・C。Dの分類とを組み合わせてみる

と，〔表61〕のようになる。（百分比）

　　　　　　　　〔表61〕　擾続詞の用法別使馬1斐数（2）

A B c D 計 延べ語数

　　　　　i9
交　　申
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話　　頭

計

延べ語数

59

22

90
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52

1
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6！
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且
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12

39

49

8
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16
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IOi

iOl

一188

470

ユ00

1080

ユ00

2i6

ユ00

i54

ioo 國
一

3司・486

ユ486

　B・Cの用法は，丈申に比較的少なく，話頭に著しく多いことが注厨され

る。

　整理された表現では，C用法の接続詞はほとんどあらわれないであろうか



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i6i

ら，日斎談話におい℃ほ石τ澄娃掻続舗ヵ弍多く使おれてし・るものと言えよう

が，特に病中の接続詞の数は，整理された表現では，かなり少なくなるであ

ろうと想像される。その理由として，C用渉iのものの消えるということの緑

かに，次のようなことが考えられる。（1）整理された表＝現では，接続詞の蘭

で丈が切れて，丈中から丈頭に転ずるものがかなりありそうだ。（2）接続詞

の重複・冗用がかなり多く，これらは省くことができる。

　この調査では，Aの幅をなるべく広げるようにして，駕法の区別の明確で

ないものを処理したが，その基準をi変えれば，B・C，特にCの数がはるか

に増大するであろう。要するに，軽い用法の接続詞がすこぶる多いのであ

る。

5552各語の用法fiij使用康数

　使π回数5以上の接続詞の，用法別使用度数を数えた。

　　　　　　　　　〔表62〕　綴続詞各語の用法別使用度数
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　こめ申から，掬法Cの度数10園以上のものをぬき繊すと，次のとおりであ

る。

　で（んで）44，それで（そいで）22，だから16，でも・だけど各15，

だって14。

5553　aユース・ニューース解説における用法別語数

　比較のために，ニュースと＝。・一ス郷説の申の接続詞の用法を調べてみ

た。用法別の延べ語数を示す。

　　　　　　　　〔蓑63〕　ニュースの擾続詞の用法別使用度数

A B c 計

中
頭
　
　
計

交
丈

〔表64〕　ニュース解説の接続詞の用法別使用度数

A B c 計

　交　　　　中　　　　　　　　　37　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　43

　丈　　　　頭　　　　　　　　97　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　55　　　　　　　　　　　154

　　計　　　　　　　　　　134　　　　　　　　　　　　　2＊　　　　　　　　　　　　6！＊＊　　　　　　　　　　19フ

　　　　　　　　　56　　形　　　　　　容　　　　　　詞＊＊＊

56｛異語数と延べ語数

　N常談話においては，書き宅とばなどに比べて，形容詞の使用率の高いこ

とが先に観察された。また，形容詞の種類は少ないと言われている。それで

は，どのような形容詞が，どんな使用度数において用いられているであろう

か。まず，形容詞の麺べ語数と異語数とを，男。女，専。義，壮・若に分け

て数えてみた。

幹　　諮はrそれ呑は」

＊＊　語は「で」

蔚＊＊　この調査では，符合形に属するものをも加えて扱っ≠こo
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〔表65〕形容詞の数

話手　延べ語数
　　　　　　　　　　異

男
女
奪
義
弟
若

！153

1123

i538

738

969

1307

一　　次＊

語　数　一丁頻度平均

工22

122

14S

92

106

134

9．　5

9．2

10．　6

8．0

9．1

9．　8

到1　2276　i

活用形のあらわれ方

i70 13．　4

二　談＊＊

異語数　一一語頻度平均

108

115

131

84

95

主24

IO．　7

9．　8

11．　7

8．8

10．　2

10．　5

143 16．　9

562

　用言の活用形の使用率は，書きことばと話しことばでは三三するところが

あるとされているが，日常談話の形容詞においては，活用形の使用率はどん

な状態であろうか。この調査で得た延べ2276語を活用形によって分け，さら

にそれを接続開係によって分けて，その数と百分比を出してみた。（　）内が

百分野である。

　　　　　　　〔豪66〕形容詞の活用形とその用法別の使用度数

か
ろ

。
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1’　4　1’　260　i’”i’6　” P”s　’　1”

　　　　　　　　　　　1（O．　6）　1（ll．　4）1　（3．　3）1（O．　2）1

　　　　356　140
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112

（4．　9）

159

（7．　0）

±7G3

（76ユ）

聾　形の異なる嬉のをすべてBlj　kに数えあげデこもの。

幹誉　次のような整理を旅えて数えた竜の0

　（1）誰音。不完全音のものを，完全形的のものに

　　合わせる。
　（2）接頭語rお」のついメこものとっかない屯のを含

　　わせる。
　（3）動澗などに「v“b］Fmpすb」BILくい」の伴なつ

　　て’CtきSc形答詞は，そ礼それの類を一つにして

　　まとめる。

1写・蓮

2i5

i（9．5）
■’　．．．．．　　　　　　　　　　r　tt　r

144
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れ　　幹　　）
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2276　l

eoo．　o｝1
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とめ内おけを次に示す。

）
　
）
　
）
1
2
3
（．1）

（5）

　〈6）

　なお，

　この表については，次のような2，3のことが老えられる。

　　（1）　「かろ」の形が0であるのは，r～かろう1の表現は，主として

　　　「～いだろう」の形に吸収されることによるものであろう。

　　（2）　「～く，jよりも「～くて」が多く美見れていることは，通説を裏づ

　　　けるものである。

　　③　「い。」が比較的少ないことについても同様。＊

　　㈲　「～ければ」の表現は，大方「～かったら」あるいは「～いなら」

　　　の形に吸収されていることが察せられる。＊＊

563語の種類と使用度数

　使用度数3以上のものについては，話手別の億か，活用形の接続別の使用

度数を添えた。次の形容動詞についても陶じ。

「く一Al言」のうち，補助形容詞「～ない」が鴎

「く一助詞」は，「～（っ）て」56，「～して」2，「～（っ）ても・（っ）たって」18

「う」は，「～ございます」37，（「ありがとう～j！6，　「よろしゅう～」　9，

その他），「ありがとう。」3

「い一だ・です」は，「～だろう」王4，「～でしょう」5Q，「～ですj137，

「じゃ」14

「い一（他）」は，「～ようだ」　「～そうだ」　「～らしい」　「～と」　「～って」

「～なんて」　f～とか」　「～だけ」

（他）は，丈語形（「よし」など）3，融含形（「なきゃ」　「なけりゃ」）13

　「く（切れ）」は，ことばの中絶によるものである。

＊　＊＊　cf．7のこ64）



〔袈67〕　形客詞の種類・使用度数繍
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l
　使用度数4のもの
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かたくるしい・かたつくるしい

ばかばかしい　ふさわしい

使用度数5のもの
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57　形 容 動 詞＊

57i異語数と延べ語数

〔表68〕形容平調の数

竺
烈
女

延べ翻｝婦数隙目均 二　門司＊

49フ
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異　語　数　　一語頻度平均
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132
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S．　1

3．　3

121

98

3．　5

6．2

全 S．2 169 B．5

　これを〔表65⊃の形容詞と比べてみる時，両者の異語i数と延べ語数との対

比の上に著しい差異のあることがわかる。形容詞の使用度数は形容動詞に比

べてはるかに多いが，語の種類においては赤出がt2　X“等しいのである。

572　活用形のあらわれ方

　形容詞と同様，活用形の使用率を調べてみた。すなわち，廷べ922語を活

用形によって分け，さらにそれを接続関係によって分けて，その数と百分比

を齢してみた。〔表69〕のとおりである。（）内が百分比である。

　この内わけを次に示す。

　　（1）　「に（ん）」のうち，「～なる」39，「～する」14

　　（2）　「な一の・ん」のうち，「～です」15，「～だ」10

　　㈲　　「な一よう・ふう」の周法をもつ形容動詞はコソアド語と「おなじ」。

　　　　（「おなじ」の形を「～な」と同等に舞う。）

　　（4）　「な一用書」は「に（ん）」の形の転と考えられるもので，コソア｝ご語だけ。

幹

＊＊

＊終幹

この調査では，激舎形に偶ずる竜のをも撫えて扱っデこ。

形の異なる毛のをすべて別々に数えあげ允ものo

i爽のような整理を加えて数えブこもの。（1）設ぎ・不完全彦導のものは完全形的なの屯のに合わせるq

（2）蓑嫉語「お」のつN、ブこく｝のとっか魁、もの為を命わせるO
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〔表69〕形容動詞の活用形とその用法別の使用度数
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iOO．　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20．　4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O．　9）　　　　　　　　　　　　（o）

　　　　（擁「こんな：大きくなった。」　「そんないばるんじゃないよ。」）

　　（5）　「だ一他の助詞」のうち，接続助詞　27

　　〈6＞　「な一一他の助詞」は，終助詞（「の」　「のよ」のこtt，，EL）！2，副刑罰　5

　　（7）　「語幹一他の助詞」は，　「～と」　「・Wって」　「～とか」　「tWかしら」。

　　（8）（他）は，丈語形（「有名なる」など）2，融合形（「らくじゃ」など）6

　　　なお，○「な（切れ）」　「語幹（切れ）」像言葉の申絶によるもの。○「で」一

　　　用書には，問に「は」　「も」　「さえ」などをさしはさんだものを含む。

　この表については，次のような2，3のことが考えられる。

　　（1）　ゼだろJFだっ」が少ないのは，：取り扱った材料においては，「～

　　　だろう」「～だった」よりも「～でしょう」　「～でした」がおもに．用

　　　いられているためと回せられる。

　　（2）「だ」が少なく「だ」一終助詞が多いことは，通説を裏書きする。

　　（3）「なら」が0であるのは，「～なら」の表現はおもに「～だった：ら」

　　　の形で行われることによるものと思う。

573　語の種類と使用度数

　Pなつけたものは宇音語である9
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〔表70〕形容動詞の籍種・使用度数一

　　　　　　　　話し手別延べ語数
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　　いいかげん　きのどく・おきのどく　。夢中　へた　　。簡単
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　。上等　だいきらい。だいっきらい　　。土泡域的　 。ラ嘘気・　oおう疲気
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　。個入的　しとやか　　。大々的　大好き　てめえがって　o気分的　　。一般的
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使用度数1のもの

　。ぜいたく　Q独特　中途はんぱ　Q癌快　　O大切　　Q筒様　手軽　　O特定

　。徽底的　ちぐはぐ　o大衆的　。重穴　ぐれはま　。強大　あけっぱなし

　　遊び半分　　。画一　　。簡素　　○形式的　　。高額　　。周期的　　色とりどり

　　エキゾチック　。詳細　くちゃくちゃ　思いがち　　。財力的　　G事務的

　。総括的　ごもっとも　。ご自由　Q劇的　　。活動的　　。1日式　　。疋直

　。おっくう　　。祉会的　　。遣：憾　　。残念　　くたくた　　むちゃくちゃ

　oじゃけん　　ぐ｝ζやぐにゃ　　o極端　　。繊細　　。実際的　　。墓本的

　Qお得意　　。幸福　　。一時的　こぶだらけ　　。高級　　Q人間的　ぽろぽろ
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なまいき　。反韮獲的　○丈語的　　　　　　　　　　　　　　　　1

574　寧音語の形容動詞

　〔表69，70〕において，形容動詞すべて178謡のうち，字音語が108語数え

られる。すなわち，61％が字音語である。なおi～i内」の形のものが32語

（うち，字音語31，他1）あって，これは金体の18％に当る。この点，形容

詞と状況が著しくちがい，形容調にはほとんど宇音語がない。字音語ないし

「～的」形式の語が，形容動詞の異語i数を多くする要i素として有力にはたら

いていることが考えられるQ

　なお，「～的1形式の32語は，すべて使珊慶数3以下である。
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6調査への反省
　この調査は計画の当初から日常談話のことぽの構造爾のおよその傾向と聞

題点とをさぐることを目曲としたものであったが，それらについてはある程

度の知識を得ることができた。しかし，この種の調査に対する経験の浅さと

計画の不備とが調査の進行とともに反省された。いまそのおもなものを列挙

してみると，次の通りであるQ

　まず，資料を定本化するまでの作業においては，準備調査にもっと多くの

時聞をかけるべき’であった。小都市における数次の録音経験に頼って，東京

都内での録音に各種の騒音。雑音の混入することを軽視したため，採録資料

の中に分析のためには不適当なものがすくなからず生じたこと，録音資料の

丈字化のために十分な賭間を計上すべきであったこと，言語単位の認定のた

めの資料が小規範であったため，作業の途次で若干の変更を余儀なくされた

ことなど，準備調査の段階で考慮すべき点が多かった。

　イントネーーションの分析に際しては，第1に，調査したのが，り一ル10巻

に正まり，詳細に調べたものは，さらにそのうちの5巻であった：。比較資料

として調べたラジオの＝ユース・二＝一ス解説も計5巻であった。これでも，

大体の傾向と問題点とが，かなり明らかになったと思うが，できればもう少

し多くの材料を扱いたかった。

　第2に，イントネーションの表わし方であるが，これは…応K．L．　Pikeの

方式を参考にした。しかし，音符を用いる方式や曲線を用いる方式などがあ

り，それらにふれられなかったのは，残念である。ただし，ここに述べたよ

うな，量を以て数える仕事には，pikeの方式の利点が活用されたとは言えよ

う。だだし，小字で高さを現わした点については，なお考察の余地がある。

　第3に，調査の途中でリ・一一ルを再び調べ，増補・訂正したのは，今にして

思えば，当を得なかった。この仕事としては，やはり，その欲求を抑えてお
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くべぎであったろう。

　第4に，残された開題について一・雪すれば，丈の構造との関係について，

ほとんどふれられなかった：が，かなり興味ある問題が残されているであろう。

ことに，いわゆる倒躍の丈とイントネーーションとの関係は，大切な問題であ

った。

　それと関連するが，この調；査が丈末都に：重点を’置きすぎたきらいが無いで

もない。文金魚のイン1・ネt・一ションも，扱うべきであろう。

　第5に，比較資料の範囲が狭かった。もっと種々のものをとり，たとえば

講談・落語・劇。おとぎ話，さらに諸方’言などのイントネ・・一ションを調べて

比較すれば，1ヨ常の談話のイン1・ネーションが，はっきりしたと追う。

　第6に，イントネH’一ションと意味との関係にふれられなかったのは，残念

であった。

　第7に，ピッチレコ　・一ダーなどの機誠を使って，耳で聞きとったのと比べ

たかったが，これは設備などの関係で，i爽現しなかった。

　丈・丈節・語の長さの分析に際しては，第1に，もともとそれらの長・さは

丈。丈節・語の構造と密接な関係を持つものと予想されるが，この調査では

両者を分担したため，またその進行が前後したため，両者の相関について考

慮できなかったのは心残りであった。そこにも今後の凪ぎな課題が残されて

いる。第2に，比較資料として17巻を刀雪いたが，それらのうち，おのおのの

形態に：与えられた巻i数は決して十分とはいえなかった。とくに，＝ユース・二

、．　・一ス解説については巻数を増加すべきであった。

　第3に，この調査では，日常談話での丈・丈節等の長さを記述し，比較資

料のあるものと比較するにとX“まったが，それらの長さを：支えている条件に

ついても，さらに調査すべきであった。この報告では，それらについて若干

の問題を提起したにとX“まった。

　第4に，長さを計る尺度としての各・単位の得：失について検討を加えつつあ
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つたが，報告するに十分な結果に到達しなホつたことを付記し℃おく。

　丈の構造の調査においては，第1に，聴取不能の個所のある丈など，コ・・ド

不能の丈は調査対象としなかったが，むしろ，こういうものに談話語の大き

な聞題が含まれていると考えられる。これらを取り上げて追究することが必

要であったと思われる。第2に，調査の目的は談話語の丈の構造を概観する

ことであったが，談話語の特徴的なものを追究することが，より必要ではな

かったかと愚われる。第3に，調査方法の上では丈の成分に重点を置いたが，

それにしても，もっと別の単位による方法，たとえば連用修飾語を最初から

四つに分類するというように，もっと細かい単位を最初から設定して調査す

ることが考えられる。

　また，独立語に対等の成分を含ませたが，これは別な取扱いをすることが

よかったのではなかろうか。コ・・一ドについても，助辞の類は符号化せず，そ

のまxとり上げることをも考慮すべき’であった。

　なお，残された問題としては次のようなことがある。

　　（1）叙法を中心として調査すること。

　　（2）丈の構造と話し手，表現の離内，表現内容，話題揚面などとの闘係。

　　③　墓本文型の調査

　語の種類・使用度数・用法の調査においても7反省すべき点は多いが，お

もな点は次の5点である。

　①　各語の品詞の決定には困難が多かった。その事惜を列挙すれば，

　　a．　語の意昧や職能の発現が音調の上に，かXっているために，：丈字化さ

　　　れたものに．よっては，語の性格がとらえられない揚合が多い。

　　b．　しかも，音調が明確な規定力をもたないで，録音を聞いても適確に

　　　その語の性絡のつかめない揚合が少なくない。

　　c・語の使い方が慣用のわくからずれている揚含がしばしばある。（語

　　　の不確実な使い方）
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　cl．語が丈中で虜確なはたらぎを演じていないで，浮動的な状態にある

　　ことが多い。　（丈の不整）

　以上はいずれも，話しことば，とりわけ｝ヨ常談話の性格に基づくもので

ある。

　　　この調査では，品詞のきめ：方については，主として：文締省発行「中等丈法」iこ

　　より，その他，橋本進吉述「新文典甥記口語篇」，岩渕悦太郊編「図表国文法」，

　　国立国語研究所報告3「現代語の助詞・助動詞」，金霞一京助編「明解困語辞

　　典」等を参考にし，さらに談話語についての準億調査に叢し・て，墓準を立て，

　　国語の品詞をきめたが，疑岡を残すところがあった。

　　　なお，晶高論上問題のある形容動詞に弱しては，名罰・副詞との効に問題が

　　あり，また，名詞と副詞との割などにも問魑があるが，それぞれ規定を設けて

　　処理した。

（2）鋪2段の作業の対象として，融合形・副詞・接続詞づ｛多容詞・形容動

　詞を取1りhげたのは，瞬間の制約にもよるものであった。すなわち，限

　られた時問内において処理できそうなものを問題的に取り上げたのであ

　る。したがって，観’常談話の特性を明らかにするためには，取り上げる

　べきものが残されている。

〈3）取り上げた各品詞に関する分析も，同様の事情によって徹底を欠いた

　ところがあり，　また，各品詞の処理のしかたに不統一・を生じた点もあ

　る。

（4）接続詞の屑法の分析（A・B・Cの分類）は，方法が襯念的であるた

　め，結果はかなり不安定なものであることをまぬがれない。大休の実態

　をつかむにとx“まっている。

（5）作業の進行途中において，語の切り方，品詞のきめ方に多少変更を加

　えた。そのために，品詞の語i数と使，用率との間にや瓦くい違いを生じた

　ものがある。すなわち，形容動詞・副詞などについては，使用率の上で，

　それぞれ？a　x・0．1％減少した。



182

　　　　　　　　　7　参　照　丈　献

　この調査において引用または参照した丈献と，この調査に連関した事項に

ついて説かれている文献のおもなものを挙げれば，次の通りである。丈献番

号の1から13まではイン｝ネーションに幽するもの，21から27までは丈。丈

節・語の長iさに関するもの，28から63までは丈の構造に関するもの，64から

69までは語の種類・使僧度数・用法に関するものである。なお，14・15。16

はイントネ・一一ションを除く他のすべての項飼に関するもの，17・18は：文・丈

節・語の長さと文の構造とに関するもの，19・20は丈の構造と語の種類・使

用度数・用法とに関するものである。また○印を付したものは分析の作業の

終末あるいは終了後に発表された丈献であることを示す。

　ω　K．L　Pike：‘‘The　Intonati◎n　of　American　EngJish”4th　printing，1949年

　（2｝金上一　春　彦　コトバの旋律　圃語学　第5輯　1951年

　（3）瞬立国語研究所　国立臨語研究所年報4　1953年

　（4）佐久間鼎日本音声学第4部1929年版

　（5）大西雅雄i教育膏声学第8章1936年版

　（6）兼常清佐B本の言葉と唄の構造第二編1938年版

　（了）兼　常　清　佐　日本語の研究　IV　1939年版

　（8）佐久闘鼎音毒と言語第12章1939年版

　（9）神保格，常深千里　国語発日アクセント辞典　解説第7章　1940年版

　（10）　柴　閏　　　　武　3と享と言葉　200ぺ　1950年

　⑳　毒川　喜四男　アクセントの墓底としての話調の研究　『飼語アクセント論

　　　　　　　　　　　麹　1951年

　鈎　藤　際　与　一　方言『丈アクセンF』の研究　『国語アクセy卜論叢3

　　　　　　　　　　　1951年

　（13）　B侵　部　 照　 表1～　音声学　 第9章　 1951年
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（ω朝日新開祉新聞用諮改善委員会　奪還ぱどうなっているか　薪關用謬研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　No．2δ　　1949年

　　新聞磯回の女の平均丈錨数は18・8であると報衝され，また，新㎎文章の実態調

　査による品詞の比率として，次の裏がかかげられているΩ

　　　　　　孫孤w鷺爾
iltV，12g．ri’sV．　o　l

一一一一・！一一・”i　nyumrml　19．　1

　　　P」4．　7

唾・i・・

　　1　　　　　　　　］

㈲　波多野完治　文章心理学　1949年

　品詞の使用度数について，次蓑は本副査と比較することができる。

　　a．　谷崎・志賀の小説各1000字の丈章についての品詞の使堀度数

　　　　　　i　｝二二調形容詞
　　　　　　｝細螺3聖r＿31・．・3

　　　　　　1．雀．卜いrr＿肥．．．．t一．一tt－r．服・媚・欄纐鵬・

　　b・谷崎・横光の小説餐1000字の文章についての騒詞の使粥度数

　　　　｛　i名詞動詞形糊騨｛
　　　　｝闇舗1・…e・・635；
　　　　阿モ下可llll可1「1可ll可ll｝（獺灘認禽叢翫）

（16）矢N部達郎　凹田の書語　1949年

（17）。樺島忠夫丈の構造について国語国丈23の31954年

a8｝中　村　通　夫　談話のことばと放送のことば　誉語陸活2号　295ユ年

⑲　修｝工費　敦　子　はなしことば序　国語国丈22の3　1953年

⑳　遠　藤　嘉1墓　話し書葉と盤き書葉　書i謙豊と活21号　1953年

⑳　国立国語研究所　欝語生活の爽態　1951年

⑳　　　　〃　　　地域社会の言語生活　1953年
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　鱒　放送文化研究藤　用語研究一壷送文の長さについて一　放送文化研究所月

　　　　　　　　　　報　　No．13　　1949年

　㈱波多野完治新聞記事1948年
　㈱　　　　　　　　〃　　　　　　　現｛ざ3と章‘〔〉理学　　1950年

　㈱　森　岡　健二教科書丈童の難易調査　書語生活30暦　1954年

　㈱。嘩島患夫丈の長さについて国語豪第15輯1953年

　（28）　Otto∫espersen　Analy鑑ic　Syntax　　1937年

　囲　大槻　丈　彦広日本丈典　1897年

　CIO）　　1⊥1　　「鍵　　孝　　劇套　　日本丈法論　　1908を1三

　鋤鶴田常吉Hrs　U語法1924年

　舩　松下大三郎　改撰白血ヨ本交法　1928年

　（33）　安　H　喜　代　臼『1　　高等国筆墨法　　1929年

　鴎　湯沢幸吉郎　解説日本文法　1931年

　（35）橋本進吉国語法要説1936年

　㈱　湯沢幸吉郊　口藷法無窮（国語科学講嬢）1934年

　㈱　山　沼　孝　雄　B本文法学概論　1934年

　（38｝松園捨治郎　国語法論放　1936年版

　舳佐久問鼎現代日本語の表現と語法1936年

　（40｝橋　本　進　吉　銅壷典男欄（口語篇）1938年

　｛41｝木　枝　増　一　高簿国文法新講（文章篇）1938年

　囎　佐　久　間　鼎　現代日本語法の研究　1940年

　（43｝　　　　〃　　　　臼本語の特質　1941年

　｛44｝金閏一京助　新雨文法　1941年

　鳳　木　枝　増　wh語法の論理　1941年

　（46｝時　枝　誠　記　国語学原論　1941年

　（47）　曹暴論イヒ協会　　Eヨ本露吾素本交型　　1942益F

　（⑱佐久　聞　鼎　H本語の露語理論的碕究1943年

　㈹　国際丈イヒ振興会　伺本語表現丈典　1944年



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛85

（f｝O）藤　原　与　一　廻本語　1944年

馴　岩　井　良　雄　懐瀧語の語法　1944年

｛r）2）文：部省申等量法難語1947年

㈲　岩灘悦太郎　国語概説　1948年

（54＞　　　　　　　〃　　　　　　　　図表国3と法　　1948有三

（謝三尾　砂園語法日章論1948年

鯛　藤　原　与　一　日本語方震丈法の研究　1949年

（57）蒔　枝　誠　詑　日本語法口語篇　1950年

（58）　吉　　沢　　義　　貝lj　　日本孟吾法　（礁論篇）　　1950肉三

（5・嘆三二董わたくしr・＄の・と・まと丈法（・徽鵜）・953／tlr：

㈹　佐　伯　梅　友　團文法一高等学校絹一　1953年

（61｝三　．，i：　　章　現代語法序説　1953年

｛62｝鶴　田　常　齋　日本文法学原論　1953年

囎　橋　本　進　吉　丈籔による交の構造について　国語学　第13・14輯　1953年

翻　浅　　野　　僑　現代日本語の特質　コトバ5の8　1943年

　緋熔詞も仮定彫と連粥形が次第に分解分’fヒして了ふかの傾向にある。それはzf（ll

　何なる分裂分化の道を泌ってみるかとし・ふに，大体次のように二単詞に分裂し，

　一一つはその語の他の活用形，他は他の課（助動調：乃証助詞）を拉し来るのである。

　すなわち，

　〔形容詞〕　近くて→近いので（漣摺形→蓮体形）　近ければ→近いならば（仮
　　　　　　mu　　　　pm、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト菖」融　　　　　㎜、　、

　　　　　　定形一遇体形）　近い→近い（の・ん）です（終止形→漣体形）」
　　　　　　　　　　　　　　欄脚　　鳳…　　　　　　　　　　　、　　、

㈱Q繊　島　忠　夫　現代丈における品詞の比率とその増減の要困について

　　　　　　　　　国語単　　第1＆緯　　1954杢F

　　研常会話・小説会話・哲学磐・小説地の丈。新耀詑箒の5種の丈について品詞

　の比率を調べ，丈の凝縮度が文中の昂詞の申合を決定する一要照であることを論

　じている。

（66）　圃立国語研究所　　国立国§吾研究拶｝年報　1　　1951年

　　朝日新製ヱか厚問の溺語の品詞男il使月舘数が報告されているQ自立語だけの調

　査である。
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一匝爾癩叢諭論雛詞緬紅
　　　　数1・・247・3874　4425・859744・227・

　　1酬周・・223333　・。
㈹　国立国語研究所盗料集2語藁調査　一現代新1朋語の一爾一　1952年

　　1か月問の瓶聞粥語の調査で，礁詞”珪の使彬度数をかXげているところがら抄

　録すると，

　　無活摺講の部　　±8，・S！70（自立語のみ。形容動詞語幹を含む。）

　　動調の部　　　　　　　5，2333

　　形容罰の部　　　　　　　4S73

（68）佐久問　　鼎　新しい語法　ll珂語文化講鰹開驚篇　1941嬉

（69）　　i”　　　涯可　　孝　　爵整　　Eヨ本【コ言吾法言蕩三義i　　第14章　　1929年1｝反
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事 項 索 一弓

1．　地謡・参照文献・数表図表一覧にかMずられているものを除いて，木書の中のお’

　もな事項を五十音順に湾ミしたものである。（なお，副次・数表図表一覧にかxげられ．

　ていても，その場所とちがう場所にあって，重要と認められるものは取り入れた。＞

2・　ゴシック休の数掌は，その薯軽｛についての定義その他，：重要な記述のあるページ

　を示す。

遊びことば的用法

　　～の捜続詞

　　～の副罰

ア　行

間語数と延べ語数との対比（形容

　詞と形容動詞との）

一語乎均音節微

　　ftl常談話の～

　　比較資料の～

一次の丈

晒文節の平均語数

　　日常談話の～

　　比較資料の～

一丈の平均音簸微

　　日常談話の～

　　比較資料の～

一一?Ｓの平均語数

　　日常談話の～

　　比較資料の～

一丈の平均文錨数

　　「源世床」の～

　　比較資料の～

ページ

　16フ

　L53

172

9
0
7

6
フ
7
1
！

6
ρ
0

61．　67
　’

　60

8
8

5
只
）

つ
」
57
5

イソトネーショゾ

イソトネーシgソと意昧との関係

イソトネーシStソの型

イソトネーシwソの合計

　　句末の～

　　丈宋の～

イこ／トネーシaソの種頒

　　句末の～

　　＝一ユース・＝」一ス解説の～

　　文末の～
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179・
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　25・

　26

6，　25

　i8，

　34

　18．

イソ1・ネーーショソの比較（日常談話

　と：＝　一一ス・二晶ユース解説との）　7』

A資料群　　　　　　　　　　　　2

応答の成分　　　　　　　　　　　！32

音の蕩さの裟わし：方

　　i数字による～　　　　　　　　　　 15・

　　模式的な～　　　　　　　　　　16

音調　　　　　　　　　　　　　　18（〉

　　　　　　　力　行

カーブ（イソトネ～ショソの）　　29・

型の種頬（第一次1，餐巻における）　90

型の種類数
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　　第一次1の～　　　　　　　　　　87

　　第一次1，1ユ廼1以上の～　　　　 88

　　第一次2の～　　　　　　　　畷

　　第二次以下の～　　　　　　　且2

　　第こ二次，11園以上の～　　　　　　98

型の分類

　　第一次の～　　　　　　　　　　89

　　第二次の～　　　　　　　　　　98

．聖母を表現するイyトネーショy　　35

感動詞（ニュース解説における）　　43

感動詞I　　　　　　　　　　l38

慈動詞丑　　　　　　　　　　　138

慈動詞劉　　　　　　　　　　　138

燭投助詞の現れ方　　　　　　　　工32

謙卑の成分　　　　　　　　　　i32

．感動の成分　　　　　　　　　　132

機械速記（Soku－Taipu）　　　　　　1

擬声語・擬態語の働膵（副詞にお

　ける）　　　　　　　　　　　152

．既知どうし未知どうしの揚合　　　　140

基本丈型　　　　　　　　　　　　　94

逆接の接続詞　　　　　　　　　　　157

句宋　　　　　　　　　　　　　　16

K・LPikeの方式　　　　　　　　1フ8
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サ行変格無下動詞の取扱い　　　　　4
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　　　体言による～
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・i生格　（PerSOnality）　　　　　　　　　　　　　35

性・年齢・教養の影響（イソトネー

　ショソにおける）　　　　　　　　6

成分の構造　　　　　　　　　　　U

成分の組合せ　　　　　　　10

成分の比率　　　　　　　　！i
接続詞　　　　　　　　　　　　　13

　　A屠法の～　　　　　　　　　 158

　　B胴法の～　　　　　　　　　　 158

　　C用法の

　　D用法の～

　　軽い用法の～

　　丈六の～
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倒置の丈の撒

倒置丈

独立語

独立語の分類

・独立語の割合

　　各成分の比率における～

　　文の数に対する～

　　　　　　ナ　脚

長さを計る尺度としての

　　　　　　　各単位の得失

．二次の交

延べ語数（全調三査語の）

麺べ徽
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延べ丈数

　　第一一次1の型，11回以上の～

　　文の構造の調査総1数の～

　　　　　　　ハ　行
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　　やや改まった態度の～

丈の不整

文の平均文節教（日常談話の）

丈末

丈末・句末の比較（イソトネーシ

　ョソの）

文末助詞の現れ方

文末助詞のイソトネーショy

文末文節のイントネーション

並列の接続詞

・補充法

なごやかな態渡：のN　　　　　　　フ6

ます・です調の～　　　　　　　フ5

未知の間柄の～　　　　　　　フ5

山の乎地区で採集した資料の～　72

　　　　　　　　　　　　　　フ6

　　　　　　　　　　　　　　18王

　　　　　　　　　　　　　　64

　　　　　　　　　　　　　　15

　6

117

　フ

　7

ユ57

　4

　　　　　　　マ　行

ます・です体　　　　　　　　　l16

　　　　　　　ヤ　行

融合形　　　　　　　　　　　　　　13，138，142，143

　　　　　　　ラ　行

遮溺修飾語の分類　　　　　　　　127

連体修館議の割禽

　　各成分の比率における～　　　葺2

　　形容語の～　　　　　　　　　　　　　　　　　　126

　　体書的連体修飾語の～　　　　126

連月1修飾語の割舎

　　格助詞に二よる～　　　　　　　　　128

　　述・粥の成分の～　　　　　　　128
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数表・図表一一覧

イントネーションの調査　　　　　　　　　　　　　　（＊’　teつ1ナ規のが囲表）

　句末のイントネーションと，その話し手別分布……一…………・………………16』

　話し手の分布…・・…………………………・・…・・…………一…・…・………・……・・18．

　文末のイントネシーヨンと，その話し手甲分布……………・・…・………………20・・

　句宋・文末のイントネーションの話し手甥百分率………ρ………・・……・…．…・22陶

　句末・：文末のイントネーションの舎計と，その薫分率………・・………・………24

　句末と文末との比較一（旬来）一……・…・…・……………・・……・…………………26・

　　　　　〃　　　　　　　一一（文末）一　・・・・…　■■・・・・・・・…　■■・・…　一■■■・・・・・・・・…　一■・・一・。一■・・・・…　■■・28・

　音の上下の方向………………◆……………・・…・………・・…………………………36・

　性。年齢。教養別のイン｝ネーションの合計と，その印肉率……・……・…・…31

　音の上下の方向と性・年齢・教養…・’…ゆ…………”……’……’………’…’……32’

　闘～人の場面による相違……………・…・……◆………・……◆・…………・……・・…33．

　ニユ・・一一一ス。ニュース解説のイントネーションの話し川目分布と蛭川’率………34・

　文末文簾のイン｝ネーション（1）一日常の談話から一・………………・・……36・

　　　　　〃　　　　　　　　（2）一日目オの二　。一スから一………………43・
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